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Kings Park Festival 2011 - Wildfl ower September
９月１日（木）〜 10 月２日（日）
Kings Park and Botanic Garden：
Fraser Ave, Kings Park, Perth
毎年恒例のキングスパーク・フェスティバル。色とりどりの
ワイルドフラワーの展示やガイドの案内による無料ウォー
クのほか、ライブコンサートなどの各種エンターテインメ
ント、家族向けアクティビティーなど、さまざまなイベン
トが催される。
www.kingsparkfestival.com.au/www.bgpa.wa.gov.au

photo：Tourism Western Australia

photo : the most beautiful villages in japan federation
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　７月 15 日、石川達雄・在パース日本国

総領事主催による 2011 年度 JET プログラ

ムの歓送レセプションが総領事公邸で開催

された。

　JET プログラム（Japan Exchange and Teaching 

Program）は、日本の外国語教育の充実と地

国際交流 JET プログラム
歓送レセプション開催

域の国際交流の進展を図るこ

とを目的として 1987 年に開

始。西オーストラリア州から

はこれまでに 400 人以上が参

加し、日豪間の交流や日本の

国際化に貢献している。

　レセプションには州首相代

理のビル・マーミオン西オー

ストラリア州政府環境水資源

相ほか、政府関係者、日系企

業、教育機関、豪日交流協会、

JET プログラム同窓会会員ら

が出席し、参加者の門出を激

励した。

　石川総領事は参加者へ以下

のはなむけの言葉を贈った。

　「笑顔を持って日本語であ

いさつすることが友人をつ

くる最良の方法と信じてい

る。そして“Chuck me another 

tinny mate” や “Avago ya mug!”

のようなオーストラリア独

特のフレーズを例にオース

トラリア文化も分かち合っ

てほしい」

　「日本を襲った大震災後ま

だ間もないこの時期に当プ

ログラムに参加する方々に

は感謝の意を表する。この

参加によって日本とオース

【シドニー７月 10 日共同】

　オーストラリア政府は 10 日、地球温暖

化の抑制策として、温室効果ガスの排出に

対する負担額を決め、排出元の企業に支払

わせる「炭素価格制度」の導入構想を発表

した。事実上の「炭素税」で、来年７月か

ら実施、３年後に排出量取引制度に移行さ

せたい考え。

　少数与党の労働党は議会での関連法案可

決に必要な支持を辛うじて確保している。し

かし野党は「増税で国民の暮らしが悪化する」

と反発。負担増に対する世論の不安は根強く、

法案が成立するか先行きは不透明だ。

　温暖化対策はギラード政権にとって最重

要施策の一つ。構想が頓挫した場合、政局

が混乱する恐れがある。

　構想では、二酸化炭素（CO2）など温室

【シドニー７月 11 日共同】

　喫煙率低下を狙い、たばこの箱から宣伝

色を一掃する反喫煙法構想を進めるオース

トラリア政府に、たばこ業界が猛反発して

いる。世界初の試みとする政府は「国民の

命を守るために戦う」と宣戦布告。他国も

追随する可能性があり、業界側は法的措置

や批判広告を展開、攻勢を強めている。

　「たばこの箱は今後、喫煙者を引きつけ

る手段から、健康への悪影響を注意喚起す

る手段に変貌する」。ロクソン保健・高齢

化問題相は法案を議会に提出した６日、政

府の狙いを強調した。

　毎年約１万５千人の国民が喫煙の影響で

死亡しているとして、法案はロゴやイメー

ジカラー、宣伝文句など、銘柄を特徴付け

る表示を来年６月までに箱から排除し、代

わりに健康被害を連想させる写真や警告文

【７月 19 日共同】

　体操男子の 2004 年アテネ五輪団体総合

で金メダルに輝いた塚原直也（34）が、来

年のロンドン五輪にオーストラリア代表と

して出場することを目指し、同国の国籍取

得の手続きに入っていることが 19 日、分

かった。五輪の金メダリストが国籍を変

更して五輪に出場するケースは極めて異例

で、塚原は五輪に出場すれば４度目となる。

　塚原は 09 年からオーストラリアに体操

留学しており、今月行われた全豪選手権の

個人総合では３年連続で最高点を出した。

　マーク・バトラー精神保健・高齢者相は

７月８日、老人介護施設入居者向けの翻訳

および通訳サービスを開始することを明ら

かにした。

　現在介護施設に入居する非英語圏出身者

は約３万人、全体の 16％を占めるといわれ、

2026 年には 80 歳以上の４人に１人は多様

な文化的および言語的背景を持つ者になる

と予想されている。

　ギラード連邦政府は、非英語圏出身の老

人たちの保健および介護の現場でのコミュ

ニケーションを助けるこの翻訳・通訳サー

ビスに、まずは 220 万ドルを提供する。

　バトラー大臣は、このサービスについて以

豪、「炭素税」構想を発表
不安根強く、成立は不透明

反喫煙法に業界猛反発
豪、法的措置や広告で対抗

塚原、豪国籍取得へ
ロンドン五輪出場目指し

老人介護施設
翻訳・通訳サービスが利用可能に

効果ガスの排出に対し、CO2 が１ト

ン当たり 23 豪ドル（約２千円）の

負担額を設定。導入後、インフレに

伴って毎年増額していく方針。

　徴収対象は約千企業を想定していたが、

産業界からの反発に配慮し、大手の鉱業、

電力会社など約 500 企業に半減した。同国

での総排出量の６割以上に当たるという。

　政府は今回の「税収」などを財源に、対

象企業の負担を軽減するための支援を行う

ほか、電気代増額などを強いられる一般家

庭の９割を対象に減税などを実施し、不安

の解消を図る。

　同国では石炭火力による発電量が約８割

を占め、人口１人当たりの排出量が最も多

い国の一つ。政府は再生可能エネルギーへ

の転換が急務と訴えているが、ギラード氏

は昨年の総選挙で、任期中に炭素税は導入

しないと明言。「公約破り」との批判が根

強く、歴史的な低支持率が続いている。

を大きく印刷するよう求めている。

銘柄名は規定のフォントや色を使

い、定められた位置に目立たなく表

示される。

　これに対し、英大手インペリアル・タバ

コは豪政府を「過保護国家」と批判する広

告をテレビなどで展開。米大手フィリップ・

モリスは「商標の強制排除は投資協定違反」

と訴えて法的手続きを開始、巨額の損害賠

償請求も辞さない構えだ。

　一方、ロクソン氏がたばこ業者に献金

を求める手紙を送付していたことも発覚。

AAP 通信によると、同氏は誤送付だったと

釈明、「業者側が私の信用をおとしめよう

としている」と批判した。

　英国やカナダなども同様の法令を検討し

ているとされる。豪市場で「キャメル」な

どを展開する日本たばこ産業（JT）は「（現

地での）影響は軽微」としながらも「公正

な競争を阻害する可能性がある。到底承服

できない」と反対している。

現時点で国籍取得の条件は満たしていな

いが、前提となる永住権は取得済みとい

う。塚原は「豪代表に将来なれたら、体

操を通じて日豪両国の懸け橋のような存在

になりたい」と話している。

　塚原は 1999 年世界選手権個人総合２位。

３大会連続で出場した 04 年アテネ五輪で

は、28 年ぶりとなる日本男子の団体総合制

覇に貢献。「月面宙返り」を開発し、76 年

モントリオール五輪の鉄棒で金メダルを獲

得するなど体操で一時代を築いた父の光男

氏と日本初の親子金メダリストになった。

母の千恵子さんも体操の元五輪代表。08 年

の北京五輪では日本代表入りを逃し、近年

は代表から漏れていた。

下のように述べている。

　「高齢者にとっての言

葉の壁は、適切な介護

とサポートを受ける機会を逸する可能性も

あり、健康状態の悪化や孤立にもつながる。

このサービスは、言葉や文化の違いが質の

高い老人介護の妨げとならないことを確実

にするだろう」

　「連邦政府の多文化政策『The People of 

Australia』の一環として実施されるもので、

政府援助による老人介護施設には今後数週

間のうちに、この新サービスの詳細とアク

セス方法が告知される予定である」

　このサービスは、移民市民権省の翻訳・

通訳サービス（TIS National）によって提供。

通訳者の派遣、電話通訳も含まれ、24 時間

利用可能という。

　日本の南極探検の先駆者、白瀬矗（し

らせ・のぶ）陸軍中尉がオーストラリア

で支援者に贈った日本刀が秋田県にかほ

市の白瀬南極探検隊記念館に貸し出され

ることになり、所蔵するシドニーのオー

ストラリアン博物館で７月１日、引き渡

し式が行われた。

　この刀は白瀬中尉が、南極探検に協力し

てくれた友情と感謝の印として 1911 年に

エッジワース・ディビッド・シドニー大学

教授に贈ったもの。

　この刀が日本に帰国するのは３度目であ

り、今回は、同記念館で行われている「白

日本初の南極探検隊長
白瀬矗中尉の刀が日本に一時帰国

瀬日本南極探検隊

100 周 年 記 念 プ ロ

ジェクト」に合わ

せての一時帰国となった。

　セレモニーで刀を預かった同記念館の主

査・石船清隆（いしふね・きよたか）氏は、

「刀がとても大事に扱われているのを見て、

感謝したい気持ち。100 周年記念プロジェ

クトの目玉の一つとしてオーストラリアと

南極隊のつながりをより深め、多くの人に

歴史を知っていただきたい」と大事そうに

刀を取り扱っていた。

　刀は同記念館で８月 10 日まで開催中の

「南極探検史に遺る白瀬中尉とディビッド

教授〜日豪の友情の印「陸奥守包保（むつ

のかみかねやす）」〜」で展示されている。

トラリア、および世界との異文化交

流の重要性が踏襲かつ強化されてい

くであろう」

　外国語教員補助（ALT）12 人、国際交流

員（CIR）２人からなるプログラム参加者

は８月に渡日。配属先の内訳は、兵庫県へ

７人、秋田県、埼玉県、岐阜県、大阪府、

高知県、福岡県、鹿児島県に各１人となっ

ている。

▲ はなむけの言葉を贈る石川達雄・在パース日本国総領事

写真提供：在パース日本国総領事館
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【
シ
ド
ニ
ー
７
月
３
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
部
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト
で
２
、３
日
の
両
日
開

催
さ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県

南
三
陸
町
の
中
高
生
３
人
が
出
場

し
た
。
被
災
後
は
希
望
を
失
っ
て

い
た
が
、
練
習
を
重
ね
、
賛
同
者

の
カ
ン
パ
な
ど
で
渡
航
し
た
。「
被

災
地
の
希
望
」
を
背
負
い
無
我
夢

中
で
完
走
、
国
内
外
か
ら
の
善
意

へ
の
恩
返
し
も
果
た
し
た
。

　
３
人
は
三
浦
泰
門
君
（
17
）、
壮

【
７
月
21
日
ヌ
サ
ド
ゥ
ア
共
同
】

　
松
本
剛
明
外
相
は
21
日
午
後
、
訪

問
先
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ラ
ッ
ド
外
相
と

会
談
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安

全
保
障
や
防
災
面
で
の
協
力
強
化
で

一
致
し
た
。
具
体
的
に
は
災
害
が
発

馬
君
（
13
）
の
兄
弟
と
和
泉
翔
太
君

（
16
）。
自
宅
を
含
め
、
街
ご
と
大
津

波
に
の
み
込
ま
れ
た
。「
が
れ
き
の

中
で
家
の
物
を
捜
す
ぐ
ら
い
し
か
や

る
こ
と
が
な
い
毎
日
」
が
続
い
て
い

た
４
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
院

生
か
ら
「
夢
や
目
標
を
持
つ
き
っ
か

け
に
」
と
、
出
場
を
勧
め
ら
れ
た
。

　
最
初
は
戸
惑
っ
た
が
「
い
つ
ま

で
も
下
を
向
い
て
は
い
ら
れ
な
い
」

（
泰
門
君
）
と
決
意
。
津
波
に
襲
わ

れ
た
平
地
は
が
れ
き
だ
ら
け
で
走

る
に
は
危
険
な
た
め
、
ひ
た
す
ら

生
し
た
際
、
救
援
活
動
で
相
互
に
協

力
で
き
る
態
勢
を
検
討
す
る
。

　
外
務
、
防
衛
担
当
閣
僚
に
よ
る

日
豪
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
２

プ
ラ
ス
２
）
を
９
月
に
も
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
開
く
方
針
も
確
認
。

松
本
氏
は
、
東
日
本
大
震
災
で
緊

【
シ
ド
ニ
ー
７
月
25
日
共
同
】

　
難
民
認
定
を
求
め
て
船
で
押
し

寄
せ
る
外
国
人
の
対
策
に
苦
慮
す

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
25
日
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
と
密
航
対
策
の

協
力
協
定
に
署
名
し
た
。
今
後
４

年
間
で
難
民
認
定
さ
れ
た
計
４
千

人
を
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
受
け
入
れ

る
一
方
、
今
後
流
入
す
る
不
法
入

国
者
ら
８
０
０
人
を
同
国
に
移
送

し
、
国
連
の
難
民
審
査
を
受
け
さ

せ
る
。

　
豪
政
府
の
不
法
入
国
者
対
策
は

国
民
か
ら
「
不
十
分
」
と
み
ら
れ

て
い
る
。
同
国
で
の
難
民
審
査
を

希
望
し
て
船
に
よ
る
危
険
な
渡
航

を
計
画
す
る
外
国
人
に
対
し
、
今

後
は
審
査
を
受
け
付
け
な
い
と
の

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
で
、

密
航
者
の
流
入
に
歯
止
め
を
か
け

た
い
考
え
。

　
た
だ
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
難
民
の

権
利
保
護
を
定
め
た
条
約
に
未
加

盟
で
、
人
権
上
の
問
題
を
指
摘
す

る
声
も
あ
る
。
ギ
ラ
ー
ド
豪
首
相

は
「
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
移
送
者
は

人
権
基
準
に
従
い
、
敬
意
を
持
っ

て
処
遇
さ
れ
る
」
と
強
調
。
マ
レ

ー
シ
ア
で
の
就
労
や
教
育
の
機
会

を
与
え
る
な
ど
人
権
上
の
配
慮
も

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
治
安
が
安
定
し
な
い
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
な
ど
で
は
豪
労

働
党
政
権
の
難
民
対
策
は
穏
健
と

の
評
判
が
広
が
り
、
こ
こ
数
年
は

あ
っ
せ
ん
業
者
の
手
引
き
に
よ
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
審
査
を
希

望
す
る
渡
航
者
が
急
増
。
現
在
も

４
千
人
以
上
が
審
査
中
と
さ
れ
る

が
、
審
査
終
了
ま
で
長
期
間
、
収

容
施
設
に
留
置
す
る
政
策
に
対
し

て
根
強
い
批
判
が
あ
る
。

【
７
月
８
日
共
同
】

　
海
上
自
衛
隊
は
８
日
、
米
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
両
海
軍
と
の
共
同

訓
練
を
ブ
ル
ネ
イ
沖
の
南
シ
ナ
海

で
初
め
て
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
九
州
西
方
、
沖
縄
近

海
で
行
っ
て
お
り
、
領
有
権
を
め

ぐ
り
近
隣
諸
国
と
対
立
す
る
中
国

を
け
ん
制
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　
共
同
訓
練
は
９
日
、
南
沙
（
英
語

名
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
）
諸
島
南
方
の
ブ

ル
ネ
イ
近
海
で
実
施
。
海
自
護
衛
艦

の
「
し
ま
か
ぜ
」
と
米
海
軍
の
駆
逐

艦
、
豪
海
軍
の
パ
ト
ロ
ー
ル
艇
の
計

３
隻
が
海
上
で
通
信
訓
練
な
ど
を

行
う
。
３
隻
と
も
ブ
ル
ネ
イ
で
開
か

れ
て
い
る
国
際
観
艦
式
に
参
加
し

て
い
る
。

【
シ
ド
ニ
ー
７
月
21
日
共
同
】

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

シ
ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
写

真
が
、
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ

系
武
装
勢
力
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
、
テ
ロ
の
標
的
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
当
局
が
警

戒
し
て
い
る
。
豪
主
要
メ
デ
ィ
ア
が

21
日
、
伝
え
た
。

　
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
イ
エ
メ
ン
に

拠
点
を
置
く
「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア

ル
カ
イ
ダ
」
の
関
連
団
体
が
テ
ロ
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
載
せ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
英
語
版
宣
伝
誌
。
19
日

発
行
版
で
、
爆
弾
製
造
に
関
す
る
記

述
が
続
く
ペ
ー
ジ
に
写
真
が
大
き
く

表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
の
ペ
ー
ジ
に
は
、

主
に
米
国
の
主
要
都
市
の
写
真
が
使

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
豪
警
察
当
局

は
「
シ
ド
ニ
ー
な
ど
へ
の
テ
ロ
攻
撃

を
示
す
具
体
的
な
情
報
は
な
い
」
と

し
な
が
ら
も
、
警
戒
を
強
め
る
方
針

を
示
し
た
。

【
シ
ド
ニ
ー
６
月
30
日
共
同
】

　
南
太
平
洋
の
島
国
サ
モ
ア
の
議

会
は
30
日
ま
で
に
、
主
要
貿
易
相

手
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
と
時
刻
を
近
づ
け
る
た
め
、
今

年
末
に
自
国
の
時
間
帯
を
日
付
変

更
線
の
東
側
か
ら
西
側
に
移
行
さ

せ
る
と
し
た
政
府
の
提
案
を
承
認

し
た
。
地
球
上
で
最
も
遅
く
日
没

を
迎
え
る
国
の
一
つ
か
ら
、
最
も

早
く
日
の
出
を
迎
え
る
国
に
仲
間

入
り
す
る
。

　
豪
公
共
放
送
Ａ
Ｂ
Ｃ
な
ど
に
よ

る
と
、
サ
モ
ア
は
約
１
２
０
年
前

に
、
欧
米
諸
国
と
の
貿
易
を
円
滑

に
す
る
た
め
、
変
更
線
の
西
側
か

ら
東
側
に
移
っ
た
が
、
時
代
と
と

も
に
主
な
貿
易
相
手
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

変
遷
。
現
在
は
両
国
と
の
時
差
が

丸
１
日
近
く
あ
り
、
商
取
引
に
不

便
な
た
め
、
西
側
に
戻
る
こ
と
に

し
た
。

　
12
月
29
日
か
ら
日
付
が
替
わ
る

際
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
１
日
進
め
て
31

日
と
し
、
時
間
を
丸
１
日
分
早
め
る

こ
と
で
、
西
側
へ
の
移
行
を
実
現
す

る
方
針
。

　
サ
モ
ア
で
は
２
０
０
９
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
車
の
輸
入
を
促

進
す
る
た
め
、
同
国
に
倣
っ
て
自
動

車
の
通
行
を
右
側
か
ら
左
側
へ
と
変

更
し
た
。

【
ジ
ャ
カ
ル
タ
７
月
８
日
共
同
】

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ハ
ッ
タ
調
整

相
（
経
済
）
は
８
日
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
を
訪
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ラ
ッ
ド
外
相
と
会
談
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
肉
牛
輸
出
解
禁
を
受

け
、
７
〜
９
月
の
３
カ
月
間
に
18
万

頭
を
輸
入
す
る
と
伝
え
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
６
月

上
旬
、
輸
出
し
た
肉
牛
が
食
肉
処

理
場
で
残
虐
に
扱
わ
れ
て
い
る
と

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
肉
牛
の

輸
出
を
停
止
し
た
。
し
か
し
牧
場
主

な
ど
か
ら
早
期
解
除
を
求
め
る
声
が

高
ま
り
、
今
月
６
日
に
輸
出
停
止
措

置
の
解
除
を
発
表
し
て
い
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
公
共
放
送

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
残
虐
な
牛

の
食
肉
処
理
映
像
を
放
映
。
反
発

の
声
が
起
き
、
政
府
が
禁
輸
に
踏

み
切
っ
た
。

　
中
国
は
南
シ
ナ
海
の
ほ
ぼ
全
海
域

を
自
国
の
権
益
圏
と
み
な
し
て
領
有

権
を
主
張
。
南
シ
ナ
海
で
は
最
近
、

中
国
船
が
ベ
ト
ナ
ム
探
査
船
の
調
査

ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
す
る
な
ど
緊
張
が

続
い
て
い
る
。

　
６
月
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員

会
（
２
プ
ラ
ス
２
）
で
は
、
海
洋
進

出
を
図
る
中
国
を
念
頭
に
、
海
洋
の

安
全
保
障
の
維
持
を
明
記
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
の
防
衛
協
力
の
強
化
も

打
ち
出
し
て
い
た
。

山
道
で
鍛
え
た
。

　
当
初
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
目
指
し

た
が
、
18
歳
以
上
と
の
年
齢
制
限
が

あ
り
、
壮
馬
君
が
10
キ
ロ
に
、
泰
門

君
と
翔
太
君
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に

挑
ん
だ
。「
町
の
み
ん
な
の
希
望
を

背
負
っ
て
走
っ
た
」
と
い
う
翔
太
君

は
、「
途
中
で
脚
が
つ
っ
た
け
ど
、

諦
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
」

と
走
り
抜
い
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
震
災
直
後
に

南
三
陸
町
へ
救
助
隊
を
派
遣
、
ギ
ラ

ー
ド
首
相
も
視
察
に
訪
れ
た
。
壮
馬

君
は
「
元
気
な
姿
を
見
せ
る
こ
と
が

恩
返
し
。
将
来
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走

り
に
戻
っ
て
き
た
い
」
と
力
強
く
話

し
た
。

【
シ
ド
ニ
ー
７
月
５
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
都
市

シ
ド
ニ
ー
を
抱
え
る
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
政
府
は
５
日

ま
で
に
、顔
や
体
を
覆
う
「
ブ
ル
カ
」

や
「
ニ
カ
ブ
」
な
ど
の
衣
装
を
着
用

す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
女
性
に
法
令

違
反
を
疑
う
よ
う
な
正
当
な
理
由

が
あ
る
場
合
、
顔
を
見
せ
る
よ
う
警

察
が
命
令
で
き
る
権
限
を
与
え
る

新
法
の
制
定
を
承
認
し
た
。

　
最
近
の
裁
判
で
、
違
反
者
が
ブ
ル

カ
を
か
ぶ
っ
て
い
た
た
め
被
告
と
同

一
人
物
か
確
認
で
き
ず
、
無
罪
と
な

っ
た
ケ
ー
ス
を
受
け
た
措
置
。
オ
フ

ァ
レ
ル
州
首
相
は
「
顔
を
覆
う
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
対
象
」
と
し
、
差
別
的

な
意
図
は
な
い
と
強
調
し
た
。

　
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
命
令

に
逆
ら
っ
た
場
合
、
禁
錮
１
年
や
罰

金
刑
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
州

内
の
イ
ス
ラ
ム
教
団
体
は
原
則
的

に
決
定
を
受
け
入
れ
る
意
向
だ
が
、

権
力
乱
用
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

法
案
は
年
内
に
議
会
に
提
案
さ
れ
、

可
決
さ
れ
る
見
通
し
。
他
の
州
も

続
く
可
能
性
が
あ
る
。

　
ブ
ル
カ
を
着
た
シ
ド
ニ
ー
の
女
性

が
昨
年
11
月
、
交
通
検
問
で
警
察
官

に
顔
を
強
制
的
に
露
出
さ
せ
ら
れ
そ

う
に
な
っ
た
と
虚
偽
の
供
述
を
し
た

と
し
て
禁
錮
刑
を
受
け
た
。
し
か
し

先
月
の
上
訴
審
で
「
警
察
官
が
当
時
、

顔
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
被

告
が
犯
人
か
確
証
が
持
て
な
い
」
と

し
て
有
罪
判
決
が
破
棄
さ
れ
、
警
察

当
局
が
権
限
拡
大
を
求
め
て
い
た
。

急
救
助
隊
や
輸
送
機
を
派
遣
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
支
援
に
謝
意

を
表
明
し
た
。

　
松
本
氏
は
、反
捕
鯨
団
体
「
シ
ー
・

シ
ェ
パ
ー
ド
」
が
日
本
の
調
査
捕
鯨

船
を
繰
り
返
し
妨
害
し
て
い
る
問

題
に
触
れ
再
発
防
止
を
求
め
た
。
震

災
の
影
響
で
遅
れ
て
い
る
日
豪
経

済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
締
結
交
渉

に
は
双
方
と
も
言
及
し
な
か
っ
た
。

「
被
災
地
の
希
望
」
背
に
完
走

宮
城
の
少
年
ら
、
豪
で
恩
返
し

日
付
変
更
、
最
も
早
い
国
へ

サ
モ
ア
、
豪
と
の
貿
易
円
滑
化

日
米
豪
、
南
シ
ナ
海
で
初
訓
練

海
自
艦
艇
な
ど
中
国
け
ん
制

豪
の
肉
牛
18
万
頭
輸
入
へイ

ン
ド
ネ
シ
ア 

「
ブ
ル
カ
取
れ
」
命
令
可
能
に

豪
主
要
州
、
警
察
権
拡
大

災
害
対
処
で
相
互
協
力日

豪
外
相
が
合
意

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
が
テ
ロ
標
的
？

サ
イ
ト
に
写
真
、
豪
当
局
警
戒 

密
航
対
策
で
難
民
希
望
者
移
送

豪
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
協
力
協
定
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【
ス
ン
ボ
ル
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
南
部
）

７
月
23
日
共
同
】

　
獲
物
を
狙
う
よ
う
に
銃
を
持
っ

て
歩
き
回
る
犯
人
。
気
付
か
れ
な

い
よ
う
、
息
を
殺
し
て
仲
間
と
身

を
寄
せ
合
っ
た
。「﹃
助
け
て
﹄
と

叫
び
た
い
け
ど
、
犯
人
に
気
付
か

れ
る
の
で
そ
れ
も
で
き
な
か
っ

た
。
気
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
だ
っ

た
」。
極
限
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
た

女
子
高
校
生
は
、
記
者
の
質
問
に

答
え
た
後
、
わ
っ
と
泣
き
だ
し
た
。

　
湖
に
浮
か
ぶ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ウ

ト
ヤ
島
で
22
日
起
き
た
銃
乱
射
事

件
。
与
党
労
働
党
の
集
会
に
参
加

し
、
事
件
に
遭
遇
し
た
若
者
ら
が

避
難
し
た
対
岸
の
町
ス
ン
ボ
ル
で

23
日
、
話
を
聞
い
た
。

　
女
子
高
校
生
の
ミ
リ
ア
ム
・
ア

イ
ノ
ン
サ
ル
さ
ん
（
16
）
は
事
件

発
生
後
、
友
人
ら
数
人
と
島
に
あ

る
ロ
ッ
ジ
の
寝
室
に
数
時
間
隠
れ

て
い
た
。
犯
人
に
見
つ
か
っ
た
ら

殺
さ
れ
る
。
物
音
一
つ
立
て
な
い

よ
う
必
死
だ
っ
た
。

　「
バ
ン
、
バ
ン
」。
隠
れ
て
い
た

ロ
ッ
ジ
の
部
屋
に
銃
弾
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
け
が
人
は
い
な

か
っ
た
が
、
恐
怖
で
体
が
震
え

た
。
数
時
間
後
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
音
が
し
て
、
警
察
が
窓
ガ
ラ

ス
を
割
っ
て
部
屋
か
ら
助
け
出

さ
れ
た
と
い
う
。

　
友
人
の
一
人
が
事
件
当
時
島
に

い
た
と
い
う
地
元
の
女
子
高
校
生

パ
ニ
レ
・
ル
ー
ド
さ
ん
（
17
）
は
、

対
岸
に
あ
る
親
戚
の
自
宅
で
銃
声

を
聞
い
た
。
友
人
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
「
銃
を
撃
ち
ま
く
っ
て
い
る
男

か
ら
逃
げ
て
林
に
隠
れ
て
い
る
。

音
を
立
て
る
と
見
つ
か
る
か
ら
電

話
は
や
め
て
」
と
自
ら
の
無
事
を

伝
え
て
き
た
。

　
銃
声
は
長
い
間
、
断
続
的
に
続

い
た
と
い
う
。
ル
ー
ド
さ
ん
は
「
何

か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

何
か
と
て
つ
も
な
い
こ
と
が
起
き

て
い
る
の
は
分
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

　
助
け
出
さ
れ
た
若
者
ら
が
集
め

ら
れ
た
ホ
テ
ル
で
は
、
生
存
者
が

確
認
さ
れ
る
た
び
に
歓
声
が
上

が
っ
た
。
一
方
で
、
知
り
合
い
の

死
が
判
明
し
憔
悴
し
き
っ
た
人
も
。

駆
け
つ
け
た
生
存
者
の
家
族
は
肩

を
寄
せ
合
う
よ
う
に
し
て
ホ
テ
ル

に
入
り
、
涙
を
こ
ら
え
き
れ
な
い

人
の
姿
も
あ
っ
た
。

WORLD NEWS

を
受
け
、
米
運
輸
安
全
局
は
20
日
、

全
身
透
視
検
査
に
つ
い
て
、
画
像

処
理
ソ
フ
ト
の
改
良
で
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
す
る
と
発
表
し
た
。

検
査
官
が
見
る
画
面
に
は
搭
乗
客

の
実
際
の
画
像
で
な
く
、
一
般
的

な
人
の
輪
郭
が
映
さ
れ
る
仕
組
み

に
す
る
と
い
う
。

　
女
性
は
翻
訳
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
宮
前
ゆ
か
り
さ
ん
（
61
）。

Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
14
日
、
女
性

検
査
官
の
胸
を
つ
か
む
な
ど
性
的

暴
行
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
逮
捕
、

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
７

月
21
日
共
同
】

　
米
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

の
空
港
で
、
身
体
検
査
を
し
よ
う

と
し
た
検
査
官
に
抵
抗
し
逮
捕
、

一
時
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
日
本
人

女
性
に
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
支
援
や

共
感
の
声
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
米
国
で
は
テ
ロ
対
策
の
た
め
空

港
で
の
検
査
が
強
化
さ
れ
、
入
念

に
体
を
触
っ
た
り
、
全
身
ス
キ
ャ

ナ
ー
検
査
で
衣
服
の
内
側
を
透
視

す
る
手
法
に
反
発
が
拡
大
。
批
判

【
ジ
ュ
バ
７
月
９
日
共
同
】

　
20
年
以
上
の
ス
ー
ダ
ン
南
北
内

戦
を
終
結
さ
せ
た
２
０
０
５
年
の

包
括
和
平
合
意
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
で
規

定
さ
れ
た
移
行
期
間
が
９
日
午
前

０
時
（
日
本
時
間
午
前
６
時
）
で

終
了
、同
国
南
部
は
「
南
ス
ー
ダ
ン
」

と
し
て
独
立
国
と
な
っ
た
。
首
都

と
な
っ
た
ジ
ュ
バ
で
は
８
日
夜
か

ら
９
日
未
明
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト

教
の
教
会
で
ミ
サ
が
開
か
れ
、
人
々

が
新
国
家
の
誕
生
に
祈
り
を
さ
さ

げ
た
。

　
９
日
に
は
ジ
ュ
バ
中
心
部
で
独

立
式
典
が
開
か
れ
、
独
立
が
正
式

に
宣
言
さ
れ
る
。
初
代
大
統
領
に

は
南
部
自
治
政
府
大
統
領
だ
っ
た

キ
ー
ル
氏
が
就
任
す
る
。
ア
フ
リ

カ
で
は
１
９
９
３
年
に
エ
チ
オ
ピ

ア
か
ら
分
離
独
立
し
た
エ
リ
ト
リ

ア
以
来
、
54
カ
国
目
の
国
家
誕

生
で
、
今
月
14
日
の
国
連
総
会
で

１
９
３
番
目
の
加
盟
国
と
し
て
承

認
さ
れ
る
見
通
し
。

　
内
戦
の
影
響
で
開
発
か
ら
取
り

残
さ
れ
た
南
ス
ー
ダ
ン
は
、
貧

困
削
減
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
人

材
育
成
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
。
南

北
間
で
は
油
田
地
帯
ア
ビ
エ
イ

地
区
を
め
ぐ
る
係
争
や
石
油
収

益
の
配
分
な
ど
の
問
題
も
未
解

決
で
、
南
ス
ー
ダ
ン
は
誕
生
と

と
も
に
多
く
の
難
題
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
８
日
に
ジ
ュ
バ
入
り
し
た
国
連

の
潘
基
文
事
務
総
長
は
記
者
会
見
し

「
平
和
的
な
関
係
構
築
の
た

め
、
南
北
が
国
境
管
理
の

方
法
で
合
意
す
る
こ
と
が

必
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
北
側
の
ス
ー
ダ
ン
は
ア

ラ
ブ
系
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

多
い
が
、
南
ス
ー
ダ
ン
で

は
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
を
信

じ
る
黒
人
が
ほ
と
ん
ど
。

ジ
ュ
バ
の
教
会
の
ミ
サ
で

は
日
付
が
変
わ
る
と
涙
を

流
す
人
の
姿
も
あ
っ
た
。

独
立
を
喜
ぶ
市
民
は
路
上

に
繰
り
出
し
、
暗
闇
の
中

で
歓
声
を
上
げ
た
。

　
１
９
８
３
年
に
始
ま
っ

た
南
北
内
戦
は
ア
フ
リ
カ

最
長
、
最
大
規
模
と
な
り
、

約
２
０
０
万
人
が
死
亡
し

た
。
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
基
づ
き
、

今
年
１
月
に
南
部
独
立
の

是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、

98
％
以
上
が
賛
成
、
独
立
が
決
ま

っ
た
。

【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
７
月
６
日
共
同
】

　
第
２
次
大
戦
中
、
強
制
的
に

収
容
さ
れ
る
な
ど
「
敵
性
外
国

人
」
と
し
て
迫
害
さ
れ
た
経
験

を
持
つ
日
系
米
国
人
の
団
体
が
、

２
０
０
１
年
の
米
中
枢
同
時
テ
ロ

後
に
は
び
こ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
へ

の
差
別
に
反
対
す
る
運
動
を
米
国

で
展
開
中
だ
。
特
に
若
い
世
代
へ

の
教
育
を
通
じ
て
「
日
系
人
が
味

わ
っ
た
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

よ
う
連
帯
し
よ
う
」
と
熱
心
に
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　
▽
共
有
の
痛
み

　「
ど
う
や
っ
て
収
容
生
活
に
耐
え

ま
し
た
か
」「
そ
の
後
、
ど
ん
な
気

持
ち
で
努
力
を
？
」。
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
高
校
生
た
ち
が
熱
心
に
問
い

掛
け
た
。
相
手
は
テ
ロ
当
時
、
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
の
運
輸
長
官
だ
っ
た
ノ

ー
マ
ン
・
ミ
ネ
タ
氏
（
79
）。
日
系

団
体
が
08
年
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
毎
年
取
り
組
む
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
懸
け
橋
」

の
一
環
と
し
て
今
年
２
月
に
開
か

れ
た
会
合
だ
。

　
10
歳
で
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
の
施

設
に
収
容
さ
れ
た
ミ
ネ
タ
氏
は
、

大
切
に
し
て
い
た
野
球
の
バ
ッ
ト

を
「
凶
器
に
な
る
」
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
思
い
出
を
紹
介
。「
こ

の
経
験
は
長
い
間
、
ト
ラ
ウ
マ
（
心

的
外
傷
）
に
な
っ
た
」
と
振
り
返

っ
た
。

　
参
加
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
高

校
生
の
多
く
は
、
近
隣
住
民
か
ら

「
米
国
か
ら
出
て
行
け
」
と
怒
鳴
ら

れ
る
な
ど
の
経
験
を
し
て
い
る
。
ミ

ネ
タ
氏
は
「
多
様
な
人
種
が
、
異
な

る
文
化
や
言
語
を
持
っ
た
ま
ま
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
米
国
の
強

み
。
君
た
ち
が
つ
ら
い
目
に
遭
う
の

は
全
く
不
当
だ
」
と
励
ま
し
た
。

　
▽
「
勇
気
出
た
」

　「
今
は
成
功
し
て
い
る

人
も
多
い
日
系
人
が
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
拘
束
さ
れ

て
い
た
な
ん
て
」。
白
い

ベ
ー
ル
を
ま
と
っ
た
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
高
校
生
フ
ァ

テ
ィ
マ
・
ア
ブ
デ
ル
ハ
フ

ィ
ズ
さ
ん
（
16
）
は
目
を

見
張
っ
た
。
４
月
末
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
車
で
約

４
時
間
の
マ
ン
ザ
ナ
ー
に

あ
る
日
系
人
収
容
所
跡
。

ま
ば
ら
に
低
木
が
茂
る
人

け
の
な
い
荒
野
で
、
冷
た

い
風
が
土
ぼ
こ
り
を
巻
き

上
げ
る
。

　
日
系
団
体
が
収
容
の
歴

史
を
語
り
継
ご
う
と
毎
年

こ
の
時
期
に
同
収
容
所
跡
で
開
催

す
る
集
会
「
マ
ン
ザ
ナ
ー
巡
礼
」。

今
年
は
ア
ブ
デ
ル
ハ
フ
ィ
ズ
さ
ん

ら
12
人
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
高
校

生
も
訪
れ
、
慰
霊
碑
に
献
花
し
た
。

　
ア
ブ
デ
ル
ハ
フ
ィ
ズ
さ
ん
は
「
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
勇
気

づ
け
ら
れ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
、

強
制
収
容
の
ほ
か
日
系
人
が
米
政

府
に
よ
る
謝
罪
や
補
償
を
勝
ち
取

っ
た
歴
史
を
学
ぶ
。
日
系
の
高
校

生
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
モ
ス
ク
（
イ

ス
ラ
ム
礼
拝
所
）
を
訪
ね
て
イ
ス
ラ

ム
文
化
に
触
れ
る
。
今
年
は
２
〜
５

月
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、
好
評
の
た
め

初
め
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
シ

ア
ト
ル
で
も
実
施
さ
れ
、
連
帯
の
輪

は
拡
大
中
だ
。

　
▽
有
力
者
を
批
判

　
同
時
テ
ロ
後
、
米
各
地
で
モ
ス
ク

建
設
反
対
運
動
が
起
き
、
イ
ス
ラ
ム

教
の
聖
典
コ
ー
ラ
ン
を
燃
や
し
た

キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
が
現
れ
る
な

ど
、
差
別
が
顕
在
化
し
た
。

　
日
系
の
団
体
や
政
治
家
ら
は
こ

う
し
た
動
き
を
強
く
非
難
。
中
で

も
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
日
系
人
の

名
誉
回
復
を
訴
え
て
き
た
団
体
が

前
身
の
「
公
民
権
と
補
償
を
求
め

る
日
系
人
」（
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ｒ
）
は
「
不

寛
容
の
ム
ー
ド
を
あ
お
っ
て
い
る
」

と
し
て
ペ
イ
リ
ン
前
ア
ラ
ス
カ
州

知
事
や
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
元
下
院
議

長
ら
共
和
党
の
有
力
者
を
名
指
し

で
批
判
す
る
な
ど
、
政
治
的
に
踏
み

込
ん
だ
発
言
も
し
て
い
る
。

間
も
な
く
釈
放
さ
れ
た
。

　
弁
護
人
に
よ
る
と
、
宮
前
さ
ん

は
全
身
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
放
射
線
を

懸
念
し
、
通
常
の
金
属
探
知
機
の

検
査
を
希
望
し
た
が
断
ら
れ
た
。

近
づ
い
た
大
柄
の
検
査
官
に
恐
怖

を
感
じ
、
本
能
的
に
検
査
官
を
押

し
返
し
た
と
い
う
。

　
検
察
当
局
は
性
的
暴
行
な
ど
の

重
罪
に
は
該
当
し
な
い
と
し
、
軽

犯
罪
に
当
た
る
か
ど
う
か
調
べ
て

い
る
。

　
米
メ
デ
ィ
ア
が
事
件
を
報
じ
、

交
流
サ
イ
ト
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」

な
ど
に
支
援
ペ
ー
ジ
が
作
ら
れ
た
。

「
あ
な
た
は
自
由
の
光
を
照
ら
し
て

る
」「
こ
こ
米
国
じ
ゃ
﹃
安
全
﹄
ヒ

ス
テ
リ
ー
の
中
で
常
識
が
失
わ
れ

た
ん
だ
」
と
の
書
き
込
み
も
。

　
そ
の
一
つ
「
宮
前
ゆ
か
り
に
無

罪
を
」
は
約
１
週
間
で
４
千
人
以

上
が
お
気
に
入
り
登
録
。
弁
護
人

に
よ
る
と
、
カ
ン
パ
も
千
ド
ル
（
約

８
万
円
）
を
超
え
た
。

極
限
の
緊
張
、
恐
怖
に
震
え
る

事
件
に
遭
遇
し
た
高
校
生

逮
捕
の
邦
人
女
性
に
共
感
続
々

米
空
港
の
身
体
検
査
に
抵
抗

日
系
米
国
人
団
体
が
連
帯
の
輪

新
国
家
「
南
ス
ー
ダ
ン
」
独
立

南
北
和
平
の
移
行
期
間
終
了

イスラム差別許すな

193 番目の国連加盟国へ
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【
７
月
１
日
共
同
】

　
政
府
は
１
日
、
東
京
電
力
、
東
北

電
力
管
内
の
大
口
需
要
家
を
対
象

と
す
る
電
力
使
用
制
限
令
を
発
動

し
た
。
第
１
次
石
油
危
機
以
来
、
約

37
年
ぶ
り
。
大
企
業
の
一
部
は
勤
務

時
間
を
繰
り
上
げ
る
「
サ
マ
ー
タ
イ

ム
」
を
本
格
的
に
始
め
、
開
店
時
刻

を
早
め
る
ス
ー
パ
ー
も
。
家
庭
や
企

業
が
電
力
不
足
の
克
服
に
挑
む
「
節

電
の
夏
」
が
始
ま
っ
た
。

　
大
企
業
な
ど
は
ピ
ー
ク
時
の
電

力
使
用
量
を
昨
夏
比
で
15
％
削
減

す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
、
家
庭
も

15
％
の
自
主
節
電
を
求
め
ら
れ
る
。

　
自
動
車
業
界
は
電
力
不
足
対
策

と
し
て
打
ち
出
し
た
「
土
日
操
業
」

を
２
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
日
立
製
作

所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
も
土
曜
、
日
曜

の
営
業
や
工
場
操
業
に
踏
み
切
り
、

キ
ユ
ー
ピ
ー
は
土
日
に
働
く
社
員

を
増
や
す
取
り
組
み
を
開
始
。
企
業

活
動
と
節
電
を
両
立
さ
せ
る
た
め

の
各
社
の
試
み
が
い
よ
い
よ
本
格

化
す
る
。

　
ソ
ニ
ー
は
１
日
か
ら
、
始
業
時

刻
を
原
則
午
前
９
時
半
か
ら
８
時

半
へ
と
１
時
間
早
め
た
。
男
性
社

員
（
45
）
は
「
リ
ズ
ム
が
出
て
き

て
い
い
」
と
笑
顔
。
１
歳
の
長
男

を
保
育
園
に
預
け
て
い
る
女
性
社

員
（
34
）
は
「
会
社
全
体
で
早
く

帰
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
に
な
る
」

と
歓
迎
し
た
。

　
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
は
１
日
か
ら
、

総
合
ス
ー
パ
ー
「
イ
オ
ン
」
な
ど
約

１
７
０
店
舗
の
食
品
フ
ロ
ア
を
中

心
に
営
業
時
間
を
１
時
間
前
倒
し
。

１
〜
３
割
ほ
ど
値
下
げ
し
た
限
定

の
特
売
品
を
10
点
前
後
そ
ろ
え
た
。

【
７
月
19
日
共
同
】

　
サ
ッ
カ
ー
の
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
Ｗ
杯
）
で
初
優
勝
の
歴
史
的
快

挙
を
果
た
し
た
日
本
代
表
「
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
」。
女
子
を
取
り
巻
く

経
済
的
な
状
況
が
厳
し
い
中
、
多
く

が
働
き
な
が
ら
プ
レ
ー
を
続
け
る
。

　
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に

よ
る
と
、
今
季
の
な
で
し
こ
リ
ー
グ

の
選
手
は
約
２
３
０
人
。
こ
の
う

ち
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
プ
ロ
と

し
て
選
手
登
録
を
し
て
い
る
の
は

１
割
に
も
満
た
な
い
。

　
Ｄ
Ｆ
岩
清
水
梓
選
手
（
日
テ
レ
）

は
日
本
テ
レ
ビ
関
連
会
社
の
社
員
。

「
サ
ッ
カ
ー
だ
け
を
考
え
ら
れ
る
環

境
で
は
な
い
け
れ
ど
、
思
い
入
れ
は

プ
ロ
に
は
負
け
な
い
」
と
口
に
し

た
。
控
え
Ｇ
Ｋ
福
元
美
穂
選
手
（
岡

山
湯
郷
）
も
ア
マ
チ
ュ
ア
の
一
人
。

岡
山
県
体
育
協
会
の
職
員
と
し
て

チ
ー
ム
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

週
５
日
、
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
３

時
ま
で
働
き
、
午
後
４
時
か
ら
練
習

に
励
ん
で
い
る
。

　
前
所
属
の
浦
和
で
プ
ロ
契
約
を

結
ん
で
い
た
Ｆ
Ｗ
安
藤
梢
選
手

（
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
）
は
ド
イ
ツ
と

日
本
の
環
境
を
比
較
し
「
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
や
練
習
場
は
浦
和
の
方
が
よ

か
っ
た
く
ら
い
」
と
話
す
。
女
子

サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
な
強
豪
国
で
も

プ
ロ
選
手
は
一
部
で
、
ほ
と
ん
ど
の

選
手
が
働
き
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
い
る
。

　
浦
和
よ
り
も
収
入
は
減
っ
た
そ

う
だ
が
「
上
を
目
指
す
た
め
に
は
レ

ベ
ル
の
高
い
と
こ
ろ
で
や
る
こ
と

を
優
先
し
た
か
っ
た
」
と
安
藤
選

手
。
日
本
協
会
は
海
外
に
挑
戦
す
る

女
子
選
手
に
対
し
て
昨
年
か
ら
強

化
指
定
制
度
を
つ
く
り
「
１
日
１
万

円
」
の
日
当
を
支
給
し
て
経
済
的
に

援
助
し
て
い
る
。

【
６
月
28
日
共
同
】

　
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
は
28
日
、
世
界
の
15
歳
を
対

象
に
２
０
０
９
年
に
実
施
し
た

「
学
習
到
達
度
調
査
」（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）

の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

メ
ー
ル
の
技
能
を
使
っ
て
問
題
を

解
く
「
デ
ジ
タ
ル
読
解
力
」
の
結

果
を
初
め
て
公
表
し
た
。
希
望
し

て
参
加
し
た
19
カ
国
・
地
域
の
う

ち
１
位
は
韓
国
で
、
日
本
は
４
位

だ
っ
た
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
日
常
生
活
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
必
要
な

情
報
を
取
り
出
し
、
活
用
す
る
力

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
し
て

調
査
を
実
施
。
文
部
科
学
省
は
「
小

中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
情

報
教
育
の
充
実
を
盛
り
込
ん
で
お

り
、
今
後
、
能
力
の
向
上
が
期
待

で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

　
調
査
は
約
３
万
７
千
人
が
対
象

で
、
日
本
は
１
０
９
校
の
高
校
１

年
約
３
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
結
果
を
公
表
し
た

筆
記
型
の
読
解
力
調
査
（
65
カ
国
・

地
域
の
約
47
万
人
が
参
加
）
と
同

時
に
実
施
。
筆
記
型
で
は
日
本
は

８
位
で
、
前
回
06
年
調
査
の
15
位

か
ら
上
昇
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
加
盟
国
平
均
が

５
０
０
点
に
な
る
よ
う
問
題
を

作
成
。
１
位
は
韓
国
の
５
６
８

点
、
次
い
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
と
も
に

５
３
７
点
、
日
本
は
５
１
９
点

だ
っ
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
と
筆
記
型
の
点
数
を

比
べ
る
と
、
日
本
は
ほ
ぼ
差
が

な
い
が
、
韓
国
は
28
点
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
16
点
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
も
22
点
、
デ

ジ
タ
ル
が
高
い
。

　
点
数
の
分
布
を
み
る

と
、
日
本
は
４
０
８
点

未
満
の
成
績
下
位
層
が

７
％
で
、
韓
国
の
２
％

に
次
い
で
少
な
い
。一
方
、

５
５
３
点
以
上
の
上
位

層
は
韓
国
の
61
％
に
対

し
34
％
で
、
中
位
に
固

ま
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、
生
徒
へ
の
質

問
で
は
、
ど
の
国
も
自

宅
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
う
生
徒
の
方
が
、

使
わ
な
い
生
徒
よ
り
得

点
が
高
い
傾
向
が
あ
っ

た
。
国
語
、
数
学
、
理

科
の
授
業
で
の
利
用
は
、

日
本
は
「
使
わ
な
い
」

と
答
え
た
生
徒
の
割
合

が
最
多
だ
っ
た
。

　
全
参
加
国
・
地
域
で

女
子
が
男
子
よ
り
平
均
点
が
高

く
、
日
本
は
23
点
差
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

平
均
（
24
点
差
）
と
同
程
度
の
差

だ
っ
た
。

　
２
日
か
ら
始
ま
る
土
日
操
業
は
、

電
力
需
要
が
少
な
い
土
日
に
操
業

し
平
日
に
休
む
こ
と
で
、
１
週
間

を
通
じ
た
電
力
の
使
用
量
を
な
ら

す
の
が
狙
い
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー

12
社
の
う
ち
日
産
自
動
車
、
ホ
ン

ダ
な
ど
８
社
が
工
場
を
稼
働
。
３

日
に
は
、
年
間
の
稼
働
日
数
の
調

整
で
２
日
を
休
日
と
し
た
ト
ヨ
タ

自
動
車
、
三
菱
自
動
車
な
ど
４
社

を
含
む
全
社
が
操
業
す
る
。

　
日
立
製
作
所
は
土
日
を
出
勤
と

し
、
事
業
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
輪
番

で
平
日
に
休
む
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

も
土
日
の
代
わ
り
に
月
曜
と
火
曜

を
休
日
と
す
る
。
い
ず
れ
も
一
部

の
事
業
所
が
対
象
。
キ
ユ
ー
ピ
ー

は
中
旬
か
ら
本
社
ビ
ル
の
フ
ロ
ア

ご
と
に
輪
番
で
週
休
２
日
と
し
、

土
日
の
就
業
人
数
を
増
や
す
。

　
サ
マ
ー
タ
イ
ム
拡
大
に
伴
い
、

鉄
道
各
社
は
早
朝
の
時
間
帯
に
増

便
。
東
京
急
行
電
鉄
は
、
一
部
の

路
線
で
始
発
を
午
前
４
時
台
に
繰

り
上
げ
た
。

【
７
月
21
日
共
同
】

　
１
９
９
７
年
に
起
き
た
東
京
電

力
女
性
社
員
殺
害
事
件
で
無
期
懲
役

が
確
定
し
た
ネ
パ
ー
ル
人
の
ゴ
ビ
ン

ダ
・
プ
ラ
サ
ド
・
マ
イ
ナ
リ
受
刑
者

（
44
）
の
東
京
高
裁
の
再
審
請
求
審

で
、
被
害
女
性
の
遺
体
か
ら
採
取
さ

れ
た
精
液
を
鑑
定
し
た
と
こ
ろ
、
別

の
男
性
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
検
出
さ
れ
、

殺
害
現
場
に
落
ち
て
い
た
体
毛
の
１

本
と
一
致
し
た
こ
と
が
21
日
、
検
察

関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

　
確
定
し
た
二
審
判
決
は
、
被
害
者

が
第
三
者
と
と
も
に
現
場
ア
パ
ー

ト
の
部
屋
に
入
っ
た
こ
と
や
、
受
刑

者
以
外
の
男
性
が
被
害
者
を
部
屋

に
連
れ
込
ん
だ
こ
と
は
考
え
が
た

い
と
指
摘
。
今
回
の
鑑
定
結
果
は
、

事
件
の
当
日
、
被
害
者
が
現
場
で
マ

イ
ナ
リ
受
刑
者
で
は
な
い
男
性
と

接
触
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お

り
、
再
審
開
始
が
認
め
ら
れ
る
公
算

が
出
て
き
た
。

　
検
察
幹
部
は
「
足
利
事
件
と
は
違

う
。
こ
の
証
拠
が
あ
る
か
ら
無
罪
と

い
う
内
容
で
は
な
い
」
と
話
し
て
お

り
、
有
罪
立
証
は
維
持
す
る
。
別
の

幹
部
は
「
体
毛
が
服
な
ど
に
つ
い
て

別
の
場
所
か
ら
運
ば
れ
た
可
能
性

も
あ
る
。
必
ず
し
も
第
三
者
が
現

場
に
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」

と
し
て
い
る
。

　
検
察
関
係
者
に
よ
る
と
、
新
た
に

検
出
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
は
、
警
察

が
管
理
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登

録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
害
者
が
殺

害
さ
れ
る
前
に
ホ
テ
ル
で
会
っ
た

知
人
男
性
と
も
一
致
し
な
か
っ
た
。

特
定
は
事
実
上
不
可
能
と
み
ら
れ
、

こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
の
人
物
が
事
件
に

【
７
月
４
日
共
同
】

　
太
平
洋
中
央
部
や
南
東
部
の
深
さ

３
５
０
０
〜
６
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底

の
泥
に
、
陸
上
で
採
掘
可
能
な
量
の

約
千
倍
の
レ
ア
ア
ー
ス
（
希
土
類
）

が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
研
究
結
果

を
、
東
京
大
の
加
藤
泰
浩
准
教
授
ら

の
チ
ー
ム
が
３
日
付
英
科
学
誌
ネ
イ

チ
ャ
ー
ジ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
電
子
版
に

発
表
し
た
。

　
レ
ア
ア
ー
ス
含
有
量
が
多
い
一
方

で
、
採
掘
の
支
障
と
な
る
放
射
性
元

素
の
ウ
ラ
ン
や
ト
リ
ウ
ム
は
ほ
と
ん

ど
含
ま
れ
ず
、
回
収
が
比
較
的
容

易
。
か
か
る
費
用
は
不
明
だ
が
「
日

本
だ
け
で
な
く
世
界
に
と
っ
て
も
極

め
て
重
要
な
資
源
に
な
る
と
期
待
さ

れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
レ
ア
ア
ー
ス
は
、
流
通
量
が
少

な
い
「
レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）」

の
一
種
で
、
ネ
オ
ジ
ム
な
ど
17
種
類

の
総
称
。

　
加
藤
准
教
授
ら
は
、
東
大
海
洋
研

究
所
な
ど
が
こ
れ
ま
で
に
太
平
洋
の

約
80
地
点
で
採
取
し
た
海
底
の
地
層

試
料
を
分
析
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ

イ
島
を
含
む
太
平
洋
中
央
部
の
約

８
８
０
万
平
方
キ
ロ
と
、
南
東
部
で

タ
ヒ
チ
島
周
辺
の
２
４
０
万
平
方
キ

ロ
の
エ
リ
ア
の
泥
に
、
高
い
濃
度
で

レ
ア
ア
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
海
水
中
の
レ
ア
ア
ー
ス
を
吸
着
し

た
鉱
物
が
堆
積
し
て
で
き
た
と
考
え

ら
れ
、
２
キ
ロ
四
方
で
日
本
の
レ
ア

ア
ー
ス
消
費
量
の
１
〜
２
年
分
を
含

ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
レ
ア
ア
ー
ス
は
鉄
な
ど
に
混
ぜ
る

と
磁
力
や
耐
熱
性
が
強
ま
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や

ハ
イ
テ
ク
製
品
の
性
能
向
上
に
不
可

欠
。
今
後
も
需
要
は
増
加
す
る
と
み

ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
中
国
が
世

界
の
生
産
量
の
95
％
以
上
を
占
め
る
。

無
関
係
と
の
立
証
は
難
し

く
、
こ
の
点
も
マ
イ
ナ
リ

受
刑
者
に
有
利
に
働
く
事

情
と
な
る
。

　
ま
た
、
採
取
さ
れ
た
精

液
は
微
量
だ
っ
た
た
め
、

97
年
当
時
は
技
術
的
に
鑑

定
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
鑑
定
は
、
弁
護
団
が
高
裁

に
要
請
し
、
東
京
高
検
が
専

門
家
に
依
頼
し
て
い
た
。

　
マ
イ
ナ
リ
受
刑
者
は
、

97
年
３
月
８
日
深
夜
か
ら

９
日
未
明
に
か
け
て
東
京

都
渋
谷
区
の
ア
パ
ー
ト
空

き
部
屋
で
東
電
の
女
性
社

員
＝
当
時
（
39
）
＝
を
殺
害
し
た
な

ど
と
し
て
強
盗
殺
人
容
疑
で
逮
捕
、

起
訴
さ
れ
た
が
、
一
貫
し
て
無
罪
を

主
張
。
室
内
の
体
毛
１
本
と
ト
イ
レ

で
見
つ
か
っ
た
精
液
の
血
液
型
や
Ｄ

Ｎ
Ａ
型
が
マ
イ
ナ
リ
受
刑
者
と
一
致

す
る
な
ど
し
た
が
、
犯
行
と
結
び
付

く
直
接
証
拠
は
な
く
、
間
接
証
拠
の

評
価
が
裁
判
の
焦
点
と
な
っ
た
。

「
節
電
の
夏
」
始
ま
る

　
　
制
限
令
37
年
ぶ
り
発
動

デ
ジ
タ
ル
読
解
力
、
日
本
４
位

15
歳
、
19
カ
国
・
地
域
が
参
加

無
期
確
定
の
ネ
パ
ー
ル
人

      

東
電
女
性
社
員
殺
害
事
件

海
底
の
泥
に
レ
ア
ア
ー
ス

   

太
平
洋
、
陸
上
資
源
の
千
倍    

働
き
な
が
ら
歴
史
的
快
挙

     

岩
清
水
選
手
ら
な
で
し
こ

韓国首位、OECD 初調査

受刑者と別のＤＮＡ型検出
再審開始の可能性も
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【
７
月
19
日
共
同
】

　
大
相
撲
で
史
上
１
位
の
通

算
１
０
４
７
勝
を
挙
げ
た
大

関
魁
皇
（
38
）
＝
本
名
古
賀

博
之
、
福
岡
県
出
身
、
友
綱

部
屋
＝
が
名
古
屋
場
所
10
日

目
の
19
日
、
現
役
引
退
を
決

め
た
。

　
魁
皇
は
23
年
余
り
の
土
俵

生
活
を
振
り
返
り
「
や
っ
と

終
わ
っ
た
な
、
長
か
っ
た
な

と
思
う
。
す
べ
て
の
人
に
感

謝
し
た
い
。
魁
皇
と
し
て
の

人
生
は
最
高
で
し
た
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。
20

日
に
記
者
会
見
を
開
く
。

　
不
祥
事
が
続
く
角
界
の
屋
台
骨

を
支
え
た
関
取
最
年
長
の
人
気
大

関
が
土
俵
を
去
る
こ
と
で
、
横
綱
、

大
関
か
ら
日
本
人
力
士
が
い
な
く

な
り
、
人
気
低
迷
に
苦
し
む
角
界

に
は
大
き
な
痛
手
と
な
り
そ
う
だ
。

大
関
以
上
が
外
国
勢
だ
け
に
な
る

の
は
、
横
綱
が
不
在
で
、
と
も
に
米

国
出
身
の
曙
と
小
錦
が
大
関
だ
っ

た
１
９
９
３
年
初
場
所
以
来
。

　
腰
痛
な
ど
満
身
創
痍
で
今
場
所

に
臨
ん
だ
魁
皇
は
５
日
目
に
２
勝

目
を
挙
げ
、
千
代
の
富
士
を
超
え
る

通
算
１
０
４
６
勝
の
新
記
録
を
樹
立

し
、
７
日
目
に
も
白
星
を
加
え
た
。

だ
が
10
日
目
は
大
関
琴
欧
洲
に
一
方

的
に
敗
れ
て
３
勝
７
敗
と
な
り
、
打

ち
出
し
後
に
師
匠
の
友
綱
親
方
（
元

関
脇
魁
輝
）
に
引
退
の
意
向
を
伝
え

た
。
今
後
は
浅
香
山
親
方
と
し
て
友

綱
部
屋
で
後
進
の
指
導
に
当
た
る
。

　
魁
皇
は
曙
、
貴
乃
花
、
３
代
目
若

乃
花
と
と
も
に
１
９
８
８
年
春
場

所
、15
歳
で
初
土
俵
。右
上
手
を
取
っ

て
の
豪
快
な
相
撲
で
２
０
０
０
年
名

古
屋
場
所
後
に
大
関
へ
昇
進
し
た
。

04
年
秋
場
所
で
５
度
目
の
優
勝
を
飾

り
、
翌
九
州
場
所
は
12
勝
し
た
が
、

横
綱
昇
進
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

　
05
年
以
降
は
故
障
が
増
え
て
衰
え

が
目
立
ち
、
引
退
の
危
機
を
何
度
か

乗
り
越
え
て
き
た
が
、
力
尽
き
た
。

大
関
在
位
65
場
所
は
千
代
大
海
と
並

ん
で
史
上
１
位
で
、
38
歳
で
の
引
退

は
大
ノ
里
の
39
歳
９
カ
月
に
次
い
で

大
関
と
し
て
昭
和
以
降
２
番
目
の
年

長
記
録
。
幕
内
８
７
９
勝
や
幕
内
在

位
１
０
７
場
所
も
史
上
１
位
。
優
勝

５
回
は
大
関
以
下
で
終
わ
っ
た
力
士

で
は
最
多
だ
っ
た
。

【
７
月
９
日
共
同
】

　
厚
生
労
働
省
の
審
議
会
が
、「
レ

バ
刺
し
」
な
ど
で
人
気
の
牛
レ
バ
ー

の
生
食
を
規
制
す
る
検
討
を
始
め

た
。
生
食
用
牛
肉
を
取
り
扱
う
際
の

衛
生
基
準
も
強
化
さ
れ
る
。
な
ぜ
危

険
で
、
食
べ
る
と
き
に
ど
ん
な
点
に

注
意
す
れ
ば
い
い
の
か
。
厚
労
省
や

食
品
安
全
委
員
会
の
見
解
を
基
に

ま
と
め
た
。

　—

な
ぜ
危
険
？

　
牛
レ
バ
ー
に
は
鮮
度
に
か
か
わ

ら
ず
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
と
腸
管

出
血
性
大
腸
菌
と
い
う
細
菌
が
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
が
食
中
毒
の

原
因
と
な
る
。

　
厚
労
省
研
究
班
の
調
査
に
よ
る

と
、
牛
レ
バ
ー
は
も
と
も
と
１
割
程

度
の
割
合
で
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に

汚
染
さ
れ
て
い
る
。
胆
の
う
で
増
殖

し
、
胆
管
か
ら
肝
臓
に
入
り
込
む
た

め
、
表
面
を
削
り
落
と
し
て
も
内
部

に
菌
が
残
る
。

　
一
方
、
Ｏ
１
１
１
な
ど
の
大
腸
菌

は
家
畜
の
腸
管
に
い
て
、
加
工
す
る

過
程
で
肉
の
表
面
に
つ
く
。
レ
バ
ー

JAPAN NEWS

【
７
月
15
日
共
同
】

　
ス
タ
ッ
フ
が
全
て
英
語
で
接
客

し
、
国
内
で
海
外
旅
行
の
よ
う
な

雰
囲
気
が
楽
し
め
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

マ
ー
ク
ホ
テ
ル
長
崎
・
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
」
が
15
日
、
長
崎
県
佐
世
保
市

の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
総
支

配
人
を
は
じ
め
、
従
業
員
70
人
の

４
割
は
英
語
が
堪
能
な
外
国
人
で
、

フ
ロ
ン
ト
な
ど
で
の
接
客
は
全
て

英
語
で
行
わ
れ
る
。
英
会
話
が
苦
手

な
人
に
は
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
日

本
語
で
対
応
す
る
と
い
う
。

　
佐
賀
県
か
ら
訪
れ
た
20
代
の
男
性

宿
泊
客
は
、
フ
ロ
ン
ト
で
外
国
人
ス

タ
ッ
フ
か
ら
「
２
デ
イ
、
２
パ
ー
ソ

ン
？
」
な
ど
と
英
語
で
応
対
さ
れ
「
分

か
り
や
す
い
英
語
だ
っ
た
の
で
、
緊

張
せ
ず
に
答
え
ら
れ
た
」
と
話
し
た
。

　
ホ
テ
ル
の
運
営
会
社
の
親
会
社

で
、
旅
行
大
手
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ

ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
の
沢
田
秀
雄
会
長
は

オ
ー
プ
ン
式
典
で
「
今
は
地
震
の
影

響
で
外
国
か
ら
の
客
が
減
っ
て
い
る

が
、
来
年
に
は
回
復
し
、
そ
の
後
は

増
え
て
い
く
」
と
強
気
の
見
通
し
を

語
っ
た
。

　
ホ
テ
ル
に
は
２
２
８
の
客
室
が
あ

り
、
宿
泊
料
金
は
１
室
１
万
８
千
円

か
ら
。

在外選挙制度について
海外から投票するためには、在外選挙人名簿への登録申請を行い、事前に「在外選挙人証」を取得
しておく必要があります。登録申請から在外選挙人証の受領まで２〜３か月を要しますので、在外
選挙人証をお持ちでない方は、お早めに登録申請手続きをお願いします。

申請方法
申請者本人又は同居家族等（20 歳以上の日本国籍を有する方）が必ず

来館し、領事窓口で申請する必要があります。

（同居家族等には、在留届の氏名欄に記載されている方及び同居家族欄	

	 に記載されている方が該当します）

登録申請に必要な書類
１．在外選挙人名簿登録申請書（申請者本人の署名が必要です）

２．有効な日本国旅券（居住国の滞在許可申請中等で提示できない場	

	 合は、運転免許証などの写真付身分証明書）

３．西オーストラリア州内に継続して３か月以上住所を有することを	

	 証明する書類（住所記載の電気・ガスの領収書、住宅賃貸契約書等）

	 ※「在留届」を当館に３か月以上前に提出している場合は、住所	

	 を証明する書類は不要です。

４．同居家族による代理申請の場合は、上記の書類の他に以下の書類	

	 も必要です。

	 （１）代理申請を委任する申出書

	 （２）代理申請者の旅券（旅券以外の身分証明書は認められません）

在パース日本国総領事館

登録資格
　◆	年齢満 20 歳以上の方

　◆	日本国籍をお持ちの方

　◆	海外に３か月以上お住まいの方

	 （西オーストラリア州に３か月以上お住まいの方は当館で申請す	

	 	ることができます）

	 なお、申請時において３か月以上住所を有していない場合でも申	

	 請することができます。この場合、３か月を経過した時点で当館	

	 より住所を確認させて頂いた後、登録先の市区町村選挙管理委員	

	 会に送付されます。

	 ご注意

	 日本国内の最終住所地で転出届が未提出の方は、在外選挙人名簿	

	 に登録できません。一時帰国して転入届を行い、再び海外に転出	

	 した場合は、転入届をして４か月を経過した時点で在外選挙人名	

	 簿から抹消されるため、改めて在外選挙人への登録申請が必要です。

在パース日本国総領事館
領事窓口時間　9:00 〜 12:30　14:00 〜 16:00（土・日及び休館日を除く）

事務所移転のお知らせ
当館は、８月１日 ( 月 ) より、以下の住所に移転しました。
■ 住所：U22 / Level 2, 111 Colin Street, West Perth WA 6005
■ 郵便送付先：PO BOX 1915 West Perth WA 6872
■ 代表電話：08-9480-1800（変更ありません）  ■ FAX：08-9480-1801
■ E-mail：ryoji@jpnwa.com（変更ありません）

在外選挙に関する詳細は当館ホームページ（www.perth.au.emb-japan.go.jp）をご覧ください。

内
部
の
汚
染
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ

が
不
足
し
て
お
り
、
厚
労
省
は
調
査

を
進
め
て
い
る
。

　—

も
う
レ
バ
刺
し
は
食
べ
ら
れ

な
い
の
か
？

　
厚
労
省
は
、
飲
食
店
で
の
客
へ

の
提
供
を
法
的
に
禁
止
す
る
こ
と

も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。
罰
則

付
き
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ

う
な
る
と
店
で
は
食
べ
ら
れ
な
く

な
る
。
も
と
も
と
審
議
会
は
、
焼

き
肉
チ
ェ
ー
ン
店
で
の
集
団

食
中
毒
事
件
を
受
け
、
ユ
ッ

ケ
な
ど
の
生
食
用
牛
肉
の
衛

生
基
準
を
つ
く
る
目
的
で
設

置
さ
れ
た
が
、委
員
か
ら
「
牛

レ
バ
ー
の
生
食
に
よ
る
食
中

毒
も
深
刻
」
と
の
意
見
が
出

て
、
規
制
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　—

生
食
用
の
牛
肉
の
加
工

方
法
も
基
準
を
改
め
る
そ
う

だ
が
。

　
従
来
は
、
菌
は
肉
の
表

面
に
つ
く
た
め
表
面
を
削

る
「
ト
リ
ミ
ン
グ
」
処
理
を

す
れ
ば
生
食
用
と
し
て
提
供

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
肉
の
熟
成
が
進
む
と
菌

が
内
部
に
も
浸
透
す
る
こ
と

が
、
新
た
に
分
か
っ
た
。
新
し
い
基

準
案
に
は
、
ト
リ
ミ
ン
グ
前
に
肉
の

表
面
を
加
熱
す
る
工
程
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。

　—

生
の
レ
バ
ー
や
肉
を
家
庭
で

調
理
す
る
際
、
何
に
注
意
す
れ
ば

い
い
か
？

　
75
度
で
１
分
加
熱
す
れ
ば
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
も
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

も
死
滅
す
る
。
中
ま
で
十
分
に
火
を

通
す
こ
と
が
重
要
。

　—

火
が
通
っ
て
い
る
か
ど
う
か
ど

う
や
っ
て
判
断
す
る
の
か
？

　
肉
の
色
が
、
中
ま
で
茶
色
く
変

わ
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
。
炒
め
物
な

ど
を
大
量
に
作
る
場
合
は
、
食
べ
る

前
に
肉
を
一
つ
取
り
出
し
て
、
切
っ

て
み
る
と
よ
い
。
ま
た
、
生
肉
を
切

る
の
に
使
っ
た
ま
な
板
は
、
洗
っ
て

熱
湯
を
か
け
て
か
ら
他
の
食
材
に
使

う
。
食
材
に
よ
っ
て
ま
な
板
を
替
え

れ
ば
よ
り
安
全
だ
。

　—

鶏
は
大
丈
夫
な
の
か
。

　
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
は
鶏
の
腸
管

に
も
い
る
の
で
、
部
位
や
鮮
度
に
か

か
わ
ら
ず
、
生
で
食
べ
れ
ば
食
中
毒

の
危
険
性
が
あ
る
。
厚
労
省
は
今
後
、

鶏
の
生
食
に
つ
い
て
も
規
制
を
検
討

す
る
。
牛
レ
バ
ー
と
同
様
、
食
べ
る

際
は
必
ず
加
熱
を
。

38
歳
の
大
関
魁
皇
が
引
退

優
勝
５
回
、
最
多
１
０
４
７
勝

生
食
牛
肉
の
食
中
毒
対
策

　
老
人
、
子
ど
も
は
特
に
注
意

英
語
で
接
客
、
海
外
旅
行
気
分

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
新
ホ
テ
ル 

大関以上から日本人消える

なぜ危険？　どう防ぐ？
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【
米
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ミ
ド
ロ
シ
ア
ン

７
月
９
日
共
同
】

　
宮
城
県
石
巻
市
で
東
日
本
大
震

災
に
遭
遇
、
犠
牲
と
な
っ
た
米
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
出
身
の
英
語
教
諭
テ
ー

ラ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
（
24
）

の
両
親
が
、
同
県
の
被
災
児
童
の

支
援
に
奔
走
し
て
い
る
。
学
校
の

図
書
コ
ー
ナ
ー
新
設
や
震
災
遺
児

の
夏
の
キ
ャ
ン
プ
費
援
助
、
避
難

所
へ
の
果
物
の
提
供
…
。
日
本
を

こ
よ
な
く
愛
し
た
娘
の
遺
志
を
胸

に
、
日
米
の
懸
け
橋
づ
く
り
を
夢

見
て
い
る
。

　「
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
面
倒

を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
」。
約
４
カ

月
前
の
あ
の
日
、
同
州
で
不
動
産

業
を
営
む
父
ア
ン
デ
ィ
さ
ん
（
53
）

と
母
ジ
ー
ン
さ
ん
（
同
）
は
連
絡

が
取
れ
な
い
娘
の
無
事
を
祈
っ
た
。

　
無
情
の
知
ら
せ
が
届
い
た
の
は

３
月
21
日
。
そ
の
日
、
遺
体
と
の

対
面
の
た
め
日
本
に
向
か
う
際
に

ア
ン
デ
ィ
さ
ん
ら
は
支
援
基
金
の

創
設
を
思
い
付
く
。「
娘
が
生
き

て
い
た
ら
必
ず
現
地
で
み
ん
な
を

助
け
て
い
た
」
と
確
信
し
た
か
ら

だ
。
テ
ー
ラ
ー
さ
ん
の
母
校
の
協

力
を
得
て
、
１
週
間
で
立
ち
上

が
っ
た
記
念
基
金
に
は
今
も
寄
付

が
絶
え
ず
、
７
月
１
日
時
点
で
約

12
万
３
千
ド
ル
（
約
１
千
万
円
）

【
７
月
７
日
共
同
】

　
地
方
で
の
映
画
製

作
が
盛
ん
だ
。
米
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
作

「
お
く
り
び
と
」
の

よ
う
に
、
ロ
ケ
地
が

観
光
名
所
と
な
っ
て

地
元
に
多
大
な
経
済

効
果
を
も
た
ら
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
各

地
の
自
治
体
は
、
町

お
こ
し
や
地
域
活
性

化
の
特
効
薬
と
し
て
、

映
画
作
り
に
熱
い
視

線
を
送
る
。
総
合
芸

術
の
映
画
は
、
果
た

し
て
「
地
方
文
化
」
と
し
て
根
付

く
の
か
。

　
▽
頑
張
る
東
北

　
今
や
、
東
京
や
京
都
に
限
ら
ず
、

全
国
の
至
る
所
で
映
画
は
撮
影
さ

れ
て
い
る
。
中
で
も
、「
フ
ラ
ガ
ー

ル
」
や
「
お
く
り
び
と
」
を
生
み
、

時
代
劇
の
製
作
が
相
次
い
で
い
る

JAPAN NEWS

が
集
ま
っ
た
。

　
基
金
を
活
用
し
た
図
書
コ
ー

ナ
ー
づ
く
り
は
テ
ー
ラ
ー
さ
ん
が

本
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
出
た
ア

イ
デ
ア
。
教
壇
に
立
っ
た
石
巻
市

の
小
中
学
校
で
計
画
さ
れ
、
今
夏

に
は
第
１
号
が
始
動
す
る
計
画
だ
。

震
災
遺
児
の
支
援
は
同
県
気
仙
沼

市
で
活
動
す
る
非
営
利
団
体
を
通

じ
て
実
施
し
て
い
る
。

　
テ
ー
ラ
ー
さ
ん
は
小
学
校
時
代

の
日
本
語
の
選
択
授
業
を
き
っ
か

け
に
日
本
文
化
に
ほ
れ
込
ん
だ
。

２
０
０
８
年
に
来
日
。
休
日
に
は

浴
衣
を
着
て
各
地
の
祭
り
に
参
加
、

日
本
の
児
童
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の

仮
装
も
楽
し
ん
だ
。
震
災
当
日
は

小
学
校
で
児
童
に
寄
り
添
い
、
保

護
者
の
迎
え
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
自
宅
に
自
転
車
で
向
か
い
、
消

息
を
絶
っ
た
。
８
月
に
は
帰
国
し

東
北
地
方
の
頑
張
り
が
目
立
つ
。

そ
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

時
代
小
説
の
大
家
、
藤
沢
周
平
さ

ん
の
出
身
地
で
も
あ
る
山
形
県
鶴

岡
市
の
「
庄
内
映
画
村
」
だ
。

　
藤
沢
さ
ん
原
作
の
時
代
劇
「
蝉

し
ぐ
れ
」
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
機
に
、
新
た
な
映
画
の
ロ

ケ
誘
致
を
計
画
。
一
律
50
万
円
の

出
資
を
地
元
の
企
業
や
個
人
か
ら

１
０
０
口
募
り
、
２
０
０
６
年
に

映
画
村
が
設
立
さ
れ
た
。

　
「
土
木
や
観
光
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
、
映
画
ほ
ど
幅
広
い
業
種
と

か
か
わ
る
産
業
は
な
い
。
有
名
な

俳
優
さ
ん
が
来
れ
ば
、
若
い
女
性

フ
ァ
ン
も
集
ま
り
地
域
全
体
が
盛

り
上
が
る
」
と
映
画
村
の
丸
山
典

由
喜
副
社
長
。

　
こ
れ
ま
で
に
映
画
村
が
支
援
し

た
映
画
は
10
本
。
「
お
く
り
び
と
」

「
必
死
剣
　
鳥
刺
し
」
な
ど
、
全
国

で
公
開
さ
れ
た
話
題
作
ば
か
り
。

他
の
自
治
体
か
ら
も
「
ど
う
す
れ

ば
映
画
を
誘
致
で
き
る
の
か
」
と

て
長
年
の
恋
人
と
結
婚
す
る
予
定

だ
っ
た
。

　「
日
米
の
懸
け
橋
を
つ
く
り
た

い
」
と
ア
ン
デ
ィ
さ
ん
と
ジ
ー
ン

さ
ん
。「
将
来
は
石
巻
市
の
子
ど
も

を
米
国
に
招
き
た
い
」
と
語
る
。

　
だ
が
、
ジ
ー
ン
さ
ん
は
今
で
も

テ
ー
ラ
ー
さ
ん
が
ひ
ょ
っ
こ
り
帰

宅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ

と
が
あ
る
。
遺
品
の
整
理
は
進
ま

な
い
。「
で
も
娘
は
（
震
災
前
日
の
）

３
月
10
日
を
、
私
が
笑
っ
た
最
後

の
日
に
し
た
く
な
い
は
ず
」。
目
に

涙
を
た
め
て
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

　
テ
ー
ラ
ー
さ
ん
ら
外
国
青
年
招

致
事
業
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
米
国
人
犠
牲
者
２
人
の
業
績
を

た
た
え
、
国
際
交
流
基
金
も
日
本

語
を
学
ぶ
米
国
人
高
校
生
約
30
人

を
７
月
後
半
に
日
本
に
招
き
、
研

修
や
交
流
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
る
と

い
う
。

　
▽
夢
は
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」

　
庄
内
を
日
本
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド

に—

。
東
京
ド
ー
ム
約
20
個
分
に

当
た
る
広
大
な
敷
地
で
は
、
「
デ

ン
デ
ラ
」
や
「
十
三
人
の
刺
客
」

な
ど
で
使
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
セ
ッ

ト
が
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
２
千
人
を
超

え
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
映
画

村
を
支
え
る
。
宇
生
雅
明
社
長

は
「
屋
内
撮
影
用
の
ス
タ
ジ
オ
を

作
っ
て
、
す
べ
て
の
撮
影
が
映
画

村
で
完
結
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン

フ
ラ
を
充
実
さ
せ
て
い
く
」
と
鼻

息
も
荒
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
藤
沢
さ
ん
原
作

の
時
代
劇
「
小
川
の
辺
」
が
山

形
市
を
中
心
に
撮
影
。
「
プ
リ

ン
セ
ス
　
ト
ヨ
ト
ミ
」
は
大
阪

の
中
心
地
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
。

九
州
新
幹
線
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
奇
跡
」
の
よ
う
に
、
九
州
全
域

で
撮
影
し
た
作
品
も
あ
る
。

　
地
方
で
の
映
画
作
り
は
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
が
、
移
動
費
や
宿

泊
費
な
ど
が
か
さ
む
た
め
、
コ
ス

ト
の
抑
制
が
課
題
。
し
か
も
、
ロ

ケ
を
誘
致
す
る
だ
け
で
は
、
ど
ん

な
に
作
品
が
ヒ
ッ
ト
し
て
も
、
そ

の
効
果
は
一
過
性
で
終
わ
る
。
観

光
資
源
と
し
て
セ
ッ
ト
を
ど
う
活

用
し
、
再
利
用
し
て
い
く
か
が
「
文

化
」
の
継
続
に
は
重
要
だ
。

　
▽
時
代
劇
ブ
ー
ム

　
「
地
方
発
」
が
増
え
て
い
る
理

由
と
し
て
、
地
方
で
大
規
模
な

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を
組
む
こ
と
が

多
い
時
代
劇
が
好
調
な
こ
と
も
大

き
い
。
中
高
年
の
観
客
を
中
心
に

人
気
が
復
活
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
国
際
的
に
も
日
本
の
時
代
劇

を
再
評
価
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
昨
年
の
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭

で
「
十
三
人
の
刺
客
」
、
５
月
の

カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
「
一
命
」

と
、
三
池
崇
史
監
督
の
時
代
劇
が

相
次
い
で
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部

門
に
出
品
。
三
池
監
督
は
「
い
つ

の
時
代
に
も
変
わ
ら
ず
、
世
代
を

超
え
て
語
り
合
え
る
も
の
が
、
時

代
劇
に
は
シ
ン
プ
ル
に
存
在
し
て

い
る
。
海
外
の
映
画
人
た
ち
も
、

日
本
人
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
時

代
劇
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
る
」

と
そ
の
魅
力
を
語
る
。

娘
の
遺
志
継
ぎ
「
懸
け
橋
に
」

米
遺
族
、
被
災
児
支
援
に
奔
走

町
お
こ
し
の
特
効
薬
に
熱
視
線

貴
重
な
文
化
発
信
の
場
に

〈地方発の映画〉
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り
と
個
人
ベ
ー
ス
で
暮

ら
し
て
き
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
、
国

家
権
力
と
い
う
強

い
権
力
の

下
に
す

べ

て

の
人
の

一
挙
手
一

投
足
を
国
が
統

率
し
て
い
る
よ
う

な
感
じ
の
日
本
に

や
っ
て
き
た
の
で
戸

惑
っ
て
い
る
。

　
東
京
の
夜
は
蒸
し
暑
く
、
空
を

見
上
げ
て
も
「
空
」
が
な
い
。
パ
ー

ス
の
き
ら
め
く
星
座
が
ま
る
で
夢

の
よ
う
だ
。
パ
ー
ス
が
な
つ
か
し

い
こ
と
も
あ
る
が
、
早
く
日
本
の

カ
ル
チ
ャ
ー
に
溶
け
込
み
た
い
。

日
本
は
私
に
と
っ
て
未
知
の
国
な

の
で
あ
る
。

　
小
説
で
あ
れ
、
詩
歌

で
あ
れ
、
人
が
あ
る
文

学
作
品
に
出
会
い
、
そ

の
魅
力
に
惹ひ

き
込
ま
れ

る
と
き
、
そ
の
解
釈
の

仕
方
、
の
め
り
こ
み
の

度
合
い
は
、
年
を
経
る

に
つ
れ
微
妙
に
変
わ
っ

て
い
く
も
の
ら
し
い
。

は
る
か
昔
、
新
婚
早
々

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

夫
と
と
も
に
パ
ー
ス
に

移
住
し
た
私
が
、
お
り

に
ふ
れ
口
ず
さ
ん
だ
の

が
、
室む

ろ
う
さ
い
せ
い

生
犀
星
の
有
名

な
詩
の
冒
頭
の
二
行

だ
っ
た
。

　「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思

ふ
も
の
　
そ
し
て
悲
し
く
う
た
ふ

も
の
…
」

　
私
は
こ
の
著
名
な
作
家
の
生
い

立
ち
も
、
こ
の
詩
が
何
を
歌
っ
て
い

る
の
か
も
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

な
く
、
た
だ
美
し
く
も
悲
し
い
望
郷

の
歌
と
し
て
心
惹
か
れ
、
異
国
で
暮

ら
す
寂
し
さ
を
慰
め
ら
れ
て
い
た

の
だ
。
歳
月
が
流
れ
、
私
の
「
ふ
る

さ
と
」
へ
の
意
識
も
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。

　
海
外
生
活
を
す
る
日
本
人
は
究

極
的
に
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
Ａ
は
仕
事
で
一
定
期

間
、
数
年
か
ら
時
に
は
通
算
二
十

年
近
く
も
、
外
国
で
働
く
人
た
ち
。

そ
の
多
く
は
日
本
企
業
の
海
外
駐

在
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。
海
外
で

リ
タ
イ
ア
生
活
を
楽
し
む
人
た
ち

も
こ
の
範

は
ん
ち
ゅ
う
疇
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　
Ｂ
は
国
際
結
婚
の
女
性
た
ち
に

見
ら
れ
る
、
ほ
ぼ
半
永
久
的
な
移
住

者
タ
イ
プ
。
同
じ
日
本
人
な
が
ら
Ａ

と
Ｂ
の
人
た
ち
に
は
海
外
生
活
へ

の
深
く
超
え
が
た
い
意
識
の
差
が

あ
る
。
生
き
方
の
ス
タ
ン
ス
、
構
え

の
違
い
な
の
だ
。

　
Ａ
の
中
に
は
、
仕
事
の
上
で
情
け

容
赦
な
く
切
っ
た
張
っ
た
の
修
羅

場
を
潜く

ぐ

り
抜
け
な
が
ら
も
、
駐
在
す

る
国
の
人
々
と
如
才
な
く
友
好
関

係
を
保
ち
、
優
れ
た
国
際
人
と
し
て

内
外
の
評
価
を
得
て
い
る
人
も
多

い
。
た
だ
、
そ
の
視
線
は
常
に
日

本
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
絶
え
間

な
い
努
力
と
忍
耐
を
強
い
ら
れ
な

が
ら
も
、
外
国
生
活
は
彼
ら
に
と
っ

て
心
情
的
に
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の
気
楽

さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

彼
ら
に
は
還か

え

る
べ
き
祖
国
日
本
が

待
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
に
属
す
る
日
本
人
は
、
海
外

で
求
め
ら
れ
る
努
力
と
忍
耐
の
あ

り
方
が
Ａ
の
人
た
ち
と
は
大
き
く

異
な
る
。
生
ま
れ
育
っ
た
日
本
は

懐
か
し
い
祖
国
で
は
あ
る
が
、
自

分
の
還
る
べ
き
都
は
自
分
の
い
る

こ
の
国
で
あ
り
、
日
本
で
は
な
い
。

愛
す
る
夫
や
子
ど
も
た
ち
の
住
む
、

こ
の
国
の
人
と
し
て
、
こ
の
国
の

人
た
ち
と
と
も
に
悩
み
、
苦
し
み
、

喜
び
を
見み

い
だ出
し
て
生
き
て
い
く
。
時

が
流
れ
、
や
が
て
彼
女
た
ち
は
己お

の

が

心
の
中
に
も
う
一
つ
の
、
新
た
な
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
が
芽
生
え
、
着
実
に

根
を
下
ろ
し
て
い
る
の
を
自
覚
す

る
だ
ろ
う
。

　
若
い
こ
ろ
の
私
は
犀
星
の
詩
を

自
己
流
に
解
釈
し
て
、
ふ
る
さ
と
へ

の
思
い
は
遠
く
離
れ
て
回
顧
す
る

か
ら
恋
し
さ
が
深
ま
る
の
だ
と
考

え
て
い
た
。
当
時
の
白
黒
テ
レ
ビ
に

た
ま
に
登
場
し
た
日
本
の
正
月
の

初
詣
の
シ
ー
ン
や
雪
を
頂
く
富
士

山
の
き
ら
め
く
雄
姿
に
胸
を
躍
ら

せ
、
涙
ぐ
ん
だ
り
も
し
た
。

　
四
十
歳
の
と
き
夫
に
先
立
た
れ
、

年
老
い
た
母
の
力
に
な
り
た
い
と
、

私
は
十
数
年
間
日
本
に
戻
り
東
京

で
働
い
て
い
た
。
名
に
し
負
う
同
時

通
訳
者
の
草
分
け
、
村
松
増
美
氏

が
社
長
・
会
長
を
務
め
た
、
通
訳
・

翻
訳
・
出
版
・
英
語
学
校
・
国
際
会

議
運
営
を
手
が
け
る
超
多
忙
な
会

社
で
、
私
は
村
松
氏
の
秘
書
を
務
め

る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
傑
出
し
た
同

時
通
訳
者
で
あ
り
、
手て

だ練
れ
の
作
家

で
も
あ
っ
た
村
松
氏
に
は
言
葉
に

尽
く
せ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
自
他
と
も
に
許
す
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
贔び

い

き屓
で
日
豪
の
友
好
親
善
に

多
大
の
貢
献
を
し
た
と
し
て
、
村
松

氏
は
後
に
豪
州
政
府
か
ら
叙
勲
を

受
け
て
い
る
。

　
村
松
氏
の
下
で
働
い
て
い
た
こ

ろ
の
あ
る
朝
、
出
勤
前
の
身
支
度
を

し
な
が
ら
、
ふ
と
見
た
テ
レ
ビ
の
画
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日
本
に
帰
っ
て
き
て

よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

の
ひ
と
つ
は
、
女
性
が

と
て
も
親
切
で
、
機
転

が
利
い
て
、
や
さ
し
い

こ
と
で
あ
る
。
若
い
娘

た
ち
も
含
め
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
女
性
に
比

べ
ほ
と
ん
ど
自
己
主
張

を
し
な
い
。「
と
て
も

お
若
く
て
お
美
し
い
」

と
い
う
と
、「
い
え
い

え
、
と
ん
で
も
な
い
」

と
急
い
で
打
ち
消
す
。

　
や
さ
し
い
だ
け
で
は

な
し
に
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
ス
キ
ル
も

持
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
の

駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

の
キ
オ
ス
ク
で
は
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ワ
ー
で
何
人
も
の
人
た
ち

が
同
時
に
週
刊
誌
、
新
聞
、
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
、
ビ
ー
ル
を
た
の
ん
で
も
瞬

時
に
対
応
す
る
。
ま
さ
に
神
業
で
あ

る
。
東
京
駅
で
新
幹
線
が
到
着
す

る
と
、
女
性
た
ち
が
一
列
に
並
ん

で
掃
除
の
た
め
に
車
内
に
は
い
り
、

終
わ
っ
て
出
て
く
る
と
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
に
い
る
人
た
ち
に
向
か
っ

て
一
礼
し
、
兵
隊
の
よ
う
に
隊
列
を

組
ん
で
去
っ
て
い
く
。

　
東
京
の
赤
坂
、
京
都
の
祇ぎ

お
ん園
に
は

昔
な
が
ら
の
日
本
女
性
が
ま
だ
い

る
。
和
服
で
両
膝
を
つ
い
て
両
手
で

襖
ふ
す
ま
を
開
け
て
部
屋
に
は
い
り
、
杯
を

満
た
し
て
く
れ
る
。
お
客
が
手
の
中

で
紙
く
ず
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る

と
、
は
い
、
と
い
っ
て
受
け
取
り
、

捨
て
て
く
れ
る
。
日
本
の
女
性
が
ア

メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

心
を
つ
か
み
、
国
際
結
婚
が
多
い
の

も
頷

う
な
ず
け
る
。

　
や
は
り
祖
国
に
住
め
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
外
国
で
は
大

男
の
中
に
は
さ
ま
っ
て
、
い
つ
も
み

じ
め
な
思
い
で
暮
ら
し
て
き
た
。
彼

ら
の
仲
間
内
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る

英
語
も
わ
か
ら
な
い
し
、
ひ
っ
そ
り

と
生
き
て
い
た
。
こ
こ
で
は
一
切
そ

う
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
な
い
。

　
ま
た
、
焼
酎
を
見
直
し
た
。
昔

の
焼
酎
に
は
独
特
の
匂
い
が
あ
っ

た
。
し
か
し
今
の
焼
酎
を
ソ
ー
ダ

で
割
っ
て
飲
む
と
実
に
う
ま
い
し
、

二
日
酔
い
が
な
い
。
居
酒
屋
で
は
ど

ん
な
に
飲
ん
で
も
食
べ
て
も
せ
い

ぜ
い
一
人
三
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

　
カ
ラ
オ
ケ
は
他
人
に
聞
か
せ
る

も
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で

は
な
い
。
自
分
が
歌
っ
て
う
っ
と

り
と
し
、
他
人
が
歌
っ
て
い
る
間
は

次
の
選
曲
の
た
め
に
リ
モ
コ
ン
を

い
じ
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
自
分
だ
け

が
酔
い
し
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
は
日
本
に
し

か
な
い
。

　
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
の

は
、
ま
ず
学
歴
社
会
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。
東
大
や
一
橋
を
出
た
人
と
そ

う
で
な
い
人
を
区
別
す
る
。
男
性

優
位
の
社
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

官
僚
や
新
聞
記
者
の
よ
う
に
頭
を

下
げ
て
営
業
し
た
経
験
の
な
い
権

力
者
が
、
昔
の
武
士
の
よ
う
に
威

張
り
ち
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

満
員
電
車
で
肌
と
肌
が
く
っ
つ
き

合
い
湿
度
が
高
い
か
ら
実
に
不
愉

快
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
脳
死
を
認
め
る
こ
と
に
強
い
反

対
が
あ
り
今
で
も
臓
器
移
植
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
。
臓
器
移
植
が
遅
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち

日
本
の
医
学
が
世
界
の
医
学
に

比
べ
て
レ
ベ
ル
が
低
い
と
い

う
こ
と
な
の
に
そ

れ
を
認
め
な
い

こ
と
。

　
日
本
の
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
が

世
界
で
一
番
い
い

と
威
張
っ
て
い
る
が
、
原
発

の
時
は
全
く
役
に
立
た
ず
人
間

が
、
そ
れ
も
東
電
で
は
な
く
、
そ
の

下
請
け
の
ま
た
下
請
け
が
命
を
か

け
て
原
子
炉
に
は
い
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
。
去
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

に
は
日
本
人
は
一
人
し
か
は
い
ら

ず
、
留
学
よ
り
も
就
活
で
学
生
は
毎

日
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

の
二
週
間
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
パ
ー
ス
を
引
き
上
げ
て
日
本
に

帰
っ
て
き
て
、
も
う
五
カ
月
近
く
が

過
ぎ
た
。
何
し
ろ
す
べ
て
が
ゆ
っ
く

イ
ラ
ス
ト
／
田
沢
ケ
ン

イ
ラ
ス
ト
／
田
沢
ケ
ン

面
に
浮
か
び
出
た
の
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
海
岸
風
景
。
夏
の
終
わ

り
の
、
白
砂
の
ビ
ー
チ
が
茫ぼ

う
よ
う洋
と

伸
び
る
人
っ
子
一
人
い
な
い
海
辺

の
草
む
ら
に
咲
く
、
月
見
草
に
似

た
淡
い
黄
色
の
花
…
。
コ
テ
ス
ロ
ー

か
ら
ス
ワ
ン
ボ
ー
ン
に
つ
づ
く
海

岸
の
シ
ー
ン
だ
と
直
感
し
た
。
ぺ
た

ん
と
床
に
座
り
、
懐
か
し
さ
に
目
頭

を
熱
く
し
て
、
私
は
画
面
に
見
入
っ

て
い
た
。
あ
の
海
岸
沿
い
を
夫
や
心

優
し
い
友
人
た
ち
と
語
ら
い
、
散
策

し
た
遠
い
日
々
。

　
私
に
は
祖
国
が
二
つ
あ
る
。
わ
が

身
の
不
可
思
議
な
宿
命
と
幸
運
を

祝
し
、
天
に
お
わ
し
ま
す
創
造
主
に

心
の
底
か
ら
の
感
謝
の
念
を
捧
げ

た
い
。
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

い
ず
れ
の
国
に
い
て
も
、
私
に
は
懐

か
し
い
ふ
る
さ
と
が
も
う
一
つ
あ

り
、
そ
こ
で
は
心
温
か
な
同
胞
が
私

を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
い
て
く
れ

る
。
こ
の
思
い
が
胸
を
満
た
し
て
い

る
か
ぎ
り
、
私
は
明
る
く
、
し
た
た

か
に
、
生
き
て
い
く
。

未知の国日本ふるさとは遠きにありて…
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テリー 寺
てら

本
もと

PADI コース・ディレクター

河
こう

野
の

  真
ま

由
ゆ

美
み

English-Japanese conversation exchange in the city

「会 WA」参加者募集のお知らせ

JET プログラムの経験者でつくる JETAA 西オース

トラリア支部では、気軽に英日会話が楽しめる交流

会を定期的に行っています。参加費はゴールドコイ

ンで ( おつまみ代となります )。今後の開催予定は

以下の通りです。ふるってご参加下さい。

*

会 WA is held from 5:30pm on Thursday every 

two weeks in the function room at 43 Below. A 

gold coin donation is encouraged to pay for food!

*

Date: August 11 & 25 2011

Time: from 5:30pm(you don't have to be there on time!)

Venue: 43 Below (corner of Hay & Barrack)

*

問い合わせ先／ Inquiries

ニック（Nick）

Tel: 0408-083-131 / president@jetaawa.com
18+ only ; photo ID required

◇ Premium Sparkling Shiraz　＄20

 100％シラーズから造られた、濃厚な

 色の美しいスパークリング・ワイン。

◇ 2005 Shiraz/Cabernet Sauvignon　＄15

 シラーズ 60％、カボネ 40％で造られ

 た軽めの赤ワイン。

◇ 2004 Reserve Shiraz　＄20

 シラーズ 100％のフルボディ。色も濃

 くてプラム、ブラックベリーの香り

 が豊か。

                                                                  

■ Woolaway Wines
（ウーラウェイ・ワインズ）

設立：2001 年

　同 窓 の 仲 良 し が 何 か 新 し い こ と に

チャレンジしたい、とハンターヴァレー

で土地を借りてブドウ栽培を始めたの

がきっかけでした。土地のオーナーが

2004 年にその土地を売ったので、やむ

なく少ない資金で New England の北西、

Moree（モーリー）に移りました。気候、

土壌に適したヴァラエティを選んで高

品質のワイン造りに励んでいます。セ

ラドアー、BBQ などのファシリティも

整えています。セラドアーの値段も手

頃に設定されています。

◇ Cabernet Sauvignon 2008 　＄15

◇ Shiraz 2007　＄15

◇ Verdelho 2009　＄11

◇ Rose 2008　＄10

◇ Madeira　＄16

◇ Tawny Port　＄22

 

■ Wright Robertson Wines
（ライト・ロバートソン・ワインズ）

設立：1999 年

　 海 抜 1150 ｍ に あ り、New England 地

区では一番寒く、冬には雪が降ります。

Scott と Julie Wright ご夫婦２人が中心に

なって営まれているワイナリーです。品

種 は Chardonnay、Pinot Gris、Pinot Noir、

Riesling、Shiraz などです。ブドウ栽培か

らボトリングまで全て自分たちでやって

いて、品質には自信を持っています。

◇ 2010 Black Poll Shiraz　＄22

 フルボディのシラーズ、フレッシュ

 なベリーとスパイシイな香りが楽し

 めます。

◇ 2010 Flowers Pinot Noir　＄25

 ベリージャムのような香り、スモー

 キー（燻製＝くんせい）のような香り

 がほのかにします。

◇ 2010 The Watershed Riesling　＄25

 初出荷のドライリーズリング。自信を

 持ってお薦めします。

　読者の皆さん、こんにちは！　今月はツアーやステップアップコースに参加されるお

客さまに必ずといってよいくらいよく聞かれる質問、「適正ウエイト量」についてお話し

します。オーストラリア国内、またアジアを潜りながら旅行される方も多いと思います。

器材やダイビングスタイルを無視してウエイト量を調節していては、せっかくのダイビ

ングも楽しめません！

　ダイビングする前に、それぞれに合った

ウエイトに調整することの大切さは、オー

プンウォーターコースのときに担当イン

ストラクターからしっかり教わっている

と思います。きちんと調節されていないと

重過ぎて、うまく中性浮力が取れなくなっ

てしまいます。海底を這（は）うたびに、

水中動生物にダメージを与えることにも

なります。反対に軽過ぎると潜行できず、

ボートやビーチまでウエイトを取りに行

く羽目になります。

　まず最初に、ダイビングのスタイルに

よって適正ウエイト量が変わるというこ

とを覚えておいてください。例えば、浅い

深度に長い時間とどまってフィッシュウ

オッチングをするとき。この場合、適正ウ

エイトではダイビング後半に体が浮き気

味になってきます。これはタンクのエア

の重さが、呼吸することによって軽くなっ

ていくからです。200 気圧に充填（じゅう

てん）された 10L のタンクを残圧 50 気圧

まで消費すると、約 1.8kg 軽くなるそうで

す。この例からも分かるように、適正ウエ

イト量に最低でも１kg は重めにウエイト

量を調節する必要があります。水深 20 ｍ

前後までの通常のダイビングなら、ウエイ

トを重めにする必要はありません。これ

は、水圧によって減ったウエットスーツの

浮力は、完全に回復するのにかなりの時間

がかかるので、浅い深度に戻ったとしても

スタート時よりも１kg ほど浮力が小さい

現象が続くからです。

　次に、器材の変化によっても適正ウエ

イトは変わってきます。まずタンク素材。

タンクの材質にはアルミタンクとスチー

ルタンクの２種類あります。アルミタンク

で普段ダイビングをしている人は、同容量

のスチールタンクを使って潜る場合、２kg

のウエイトを減らすということを覚えて

おいてください。これは海水中のアルミタ

ンクはスチールタンクより２kg 軽いから

です。また、アルミタンクは残圧 100 くら

いでほぼ中性浮力となり、残圧 100 を切る

とプラス浮力となるので、お腹のマジック

テープをしっかり留めておきましょう。ス

チールタンクの場合は、空になるまで吸っ

てもマイナス浮力なので問題ありません。

　他には、ウエットスーツは劣化によって

浮力が小さくなっていきます。通常は 30

本から 50 本程度のダイブ数で、新品のと

きより約１kg の浮力の減少が見られると

いわれているので、それに合わせてウエイ

ト量を減らしていく必要があります。反対

に新しくウエットスーツを購入した場合

には、今までよりも１〜２kg ウエイトを

増やして潜ることを忘れないでください。

またウエットスーツの厚さや、タイプ（長

袖、半袖、フード付きなど）によっても適

正ウエイト量は変わってくるので、ログ

ブックに使用したスーツのタイプとウエ

イト量も記録しておくとよいでしょう。

連 載
その 74 オーストラリア・ワインの話ダイビング・コラム

　NSW 州 の New England 地 区 の ワ イ ナ

リーのご紹介を続けます。

 

■ Deetswood Wines
（ディーッウッド・ワインズ）

設立：1996 年

　New England 地 区 の 中 で も Queensland 

州に近い北、Tenterfield（テンタフィー

ルド）にあり、家族経営のブティックワ

イナリーの一つです。気候的にも土壌的

にも恵まれて、自家ヴィンヤードからの

フルーツだけでワイン生産を営んでいま

す。生産量は多くありませんが、そのう

ち約 50％がセラードアセールスで残りは

近郊のホテル、クラブ、シドニーのレス

トランなどに回されています。

◇ 2008 Semillon（Top 100 NSW Wines by  

 James Halliday） ＄20

 ライム、レモン、青リンゴの香りがほの

 かにする、デリケートな優しい白ワイン。

◇ 2009 Unwooded Chardonnay（New 

 England Wine Show でブロンズ）＄15

 トロピカルフルーツの香り、クリー

 ミーな味が楽しめるシャードネイ。

◇ 2009 Sparkling Shiraz　＄24

 シラーズをベースに造られたスパーク

 リング・ワイン。ベリー類やプラムの

 香りが豊か。

◇ 2008 Pinot Noir　＄30

 この地区を代表するチェリー、ラズベ 

 リーの香りが豊かなピノ・ノア。

◇ 2009 Merlot　＄17

 チェリー、ラズベリーの香りに加えて 

 ほのかにアニスの香りがするバランス 

 の良いメロー。

◇ 2008 Shiraz　＄17

 この地区を代表するシラーズの香り、

 ヴァニラ、白コショウがほのかに楽しい。

 

■ Seplin Estate Wines
（セプリン・エステイト・ワインズ）

設立：1998 年

　 こ の ワ イ ナ リ ー は Seppi と Lindy 

Widauer ご夫婦によって始められました

が、2004 年の初めに Seppi が急死し、周

りの誰もが心配する中、Lindy は２人の

息子とともに夫の夢であったワイン造り

を続け、セラドアーやレストランも開き

現在に至っています。

◇ Sparkling Chardonnay　＄20

 フレッシュな白桃、ハニーの香りが豊か 

 な、飲みやすいスパークリング・ワイン。

◇ 2005 Chardonnay 　＄15

 優しいトロピカルフルーツの香りのする、 

 樽（たる）を使ってないシャードネイ。

★覚えておくと便利！！★

（＋：ウエイト量を増やす　−：ウエイト量を減らす）

✽新品のウエットスーツ　＋１kg

✽アルミタンクからスチールタンク　−２kg

✽浅い深度で長時間ダイブ　＋２kg

✽浅い深度で水中写真　＋３kg

✽深い深度で水中写真　＋１kg

✽５mm のワンピースから３mm のワンピース　−２kg
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不
思
議
な
街
ベ
ニ
ス
。
驚
き
の
街

ベ
ニ
ス
。
ほ
か
に
あ
の
時
の
感
動
を

伝
え
る
良
い
言
葉
が
見
つ
か
ら
な

い
。
ベ
ニ
ス
は
「
ベ
ネ
チ
ュ
ア
」
と

も
「
ベ
ネ
チ
ア
」「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」

と
も
い
う
が
、こ
こ
で
は
「
ベ
ニ
ス
」

で
統
一
し
て
お
き
た
い
。

　
今
の
よ
う
に
Ｔ
Ｖ
の
観
光
案
内

や
ネ
ッ
ト
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
不
思
議

さ
も
半
減
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
、

驚
き
も
感
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
が
ま
だ
若
か
っ
た
こ
ろ
は
、

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇
「
ベ
ニ
ス

の
商
人
」
を
本
で
読
ん
で
、
そ
の
名

を
知
っ
て
い
た
程
度
だ
っ
た
。
21
歳

の
こ
ろ
、
映
画
「
旅
情
」
に
酔
い
し

れ
た
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
溺
れ
て

「
ベ
ニ
ス
」
を
観
（
み
）
て
い
な
か
っ

た
。
37
歳
の
こ
ろ
の
映
画
「
ベ
ニ
ス

に
死
す
」
が
上
映
さ
れ
て
初
め
て
ベ

ニ
ス
を
少
し
感
じ
た
。
０
０
７
の

第
11
作
目
の
「
ム
ー
ン
レ
イ
カ
ー
」

で
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン
ド
が
ホ

バ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ

て
の
大
活
劇
の
中
で
、
カ
ナ
ル
・
グ

ラ
ン
デ
大
運
河
に
架
か
る
リ
ア
ル

ト
橋
だ
け
が
や
け
に
強
く
印
象
に

残
っ
た
。

　
若
い
こ
ろ
は
、
案
外
ぼ
ん
や
り
と

映
画
を
観
て
い
た
の
だ
と
、
己
の
幼

稚
さ
に
あ
き
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
感

じ
だ
っ
た
か
ら
、
何
度
も
イ
タ
リ
ア

に
旅
行
し
な
が
ら
ベ
ニ
ス
を
ぜ
ひ

と
も
訪
れ
よ
う
と
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
。

　
ベ
ニ
ス
観
光
は
、
ロ
ン
ド
ン
発

の
長
距
離
バ
ス
で
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
を
約
１
カ
月
回
っ
た
時
に
立

ち
寄
っ
た
。
い
つ
も
は
個
人
旅
行

で
た
っ
ぷ
り
日
数
を
取
る
の
だ
が
、

こ
の
時
は
ツ
ア
ー
だ
っ
た
の
で
、
わ

ず
か
１
日
だ
け
の
ベ
ニ
ス
観
光
と

な
っ
た
。

　
本
土
か
ら
小
さ
な
船
に
乗
せ
ら

れ
て
ベ
ニ
ス
へ
と
向
か
う
。
こ
の
入

り
方
が
良
い
。
い
か
に
も
ベ
ニ
ス
ら

し
い
入
り
方
だ
っ
た
。
ベ
ニ
ス
に
入

る
に
は
、
本
土
か
ら
鉄
道
で
サ
ン

タ
・
ル
チ
ア
駅
に
入
る
か
、
車
だ
と

ロ
ー
マ
広
場
ま
で
入
る
方
法
が
あ

る
。
し
か
し
、
島
内
で
は
自
動
車
は

お
ろ
か
自
転
車
さ
え
も
通
行
が
禁

止
に
な
っ
て
い
る
。
島
内
で
の
移
動

は
す
べ
て
徒
歩
か
船
だ
け
で
あ
る
。

　
小
さ
な
船
が
島
に
近
付
く
と
、
海

に
浮
か
ん
で
い
る
島
と
い
う
感
じ

で
は
な
く
、「
海
に
浮
か
ん
で
い
る

街
」
が
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
き
て
、

な
ん
と
も
不
思
議
な
お
と
ぎ
の
国

に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に

襲
わ
れ
た
。
そ
の
瞬
間
に
、
こ
れ
ま

で
読
ん
だ
本
や
、
映
画
な
ど
が
う
ま

く
繋
（
つ
な
）
が
っ
て
脳
裏
に
再
現

し
て
き
た
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。

　
ベ
ニ
ス
に
入
る
と
ま
ず
は
、
サ

ン
・
マ
ル
コ
広
場
、
サ
ン
・
マ
ル
コ

寺
院
を
案
内
さ
れ
る
。
こ
こ
で
説
明

（
英
語
で
の
）
を
受
け
、
あ
と
は
自

由
行
動
と
な
っ
た
。
ベ
ニ
ス
観
光

に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
方
は
、

ネ
ッ
ト
な
ど
で
詳
し
く
調
べ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
私
た
ち
は
、
と
に
か
く
水
上
バ
ス

の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
、
乗
り
ま

く
っ
た
。
陸
上
の
観
光
バ
ス
の
よ
う

に
乗
り
降
り
自
由
に
な
っ
て
い
る

か
ら
、
一
駅
（
船
着
き
場
）
ご
と
に

降
り
て
は
周
囲
を
歩
き
、
ま
た
乗
っ

て
次
に
移
動
す
る
。
こ
れ
を
繰
り

返
し
て
い
る
う
ち
に
ベ
ニ
ス
の
島

内
事
情
が
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
く

旅
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ
︵
そ
の
６
︶

　
　
　
　
　
ベ
ニ
ス
︵
イ
タ
リ
ア
︶

中な
か
は
ら原

　
武た
け
し志

連
載

第
20
回

る
の
で
、
あ
と
で
散
策
す
る
時
に
役

立
つ
。
水
上
バ
ス
は
カ
ナ
ル
・
グ
ラ

ン
デ
大
運
河
を
中
心
に
運
行
さ
れ

て
い
る
。
家
内
は
、「
リ
ア
ル
ト
橋
」

で
は
、「
ほ
ら
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ

ン
ド
の
…
あ
の
橋
が
」
と
大
喜
び

だ
っ
た
。

　
人
は
誰
で
も
、
映
画
で
観
た
場
所

を
自
分
の
目
で
確
か
め
た
時
に
感

動
を
覚
え
る
よ
う
だ
が
、
家
内
は
特

に
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
な
の
で
、

こ
ち
ら
ま
で
嬉
（
う
れ
）
し
く
な
る
。

ベ
ニ
ス
に
は
、
大
小
の
運
河
が
あ
る

が
、
私
た
ち
の
知
る
運
河
と
い
う

の
は
、
陸
地
を
掘
っ
て
作
る
の
だ

が
、
ベ
ニ
ス
の
運
河
は
小
さ
な
島
が

１
０
０
以
上
も
あ
っ
て
、
島
と
島
の

間
が
「
運
河
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

本
当
は
「
潟
」
の
上
に
顔
を
出
し

て
い
る
「
島
」
と
い
う
感
じ
な
の

だ
。
島
と
島
を
結
ぶ
橋
が
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
作
ら
れ
て
い
る
。
橋
は
、

ど
れ
も
ア
ー
チ
型
に
な
っ
て
い
て
、

橋
の
デ
ザ
イ
ン
を
観
て
回
る
だ
け

で
も
面
白
い
。

　
運
河
の
部
分
を
埋
め
立
て
れ
ば

大
き
な
島
と
な
る
だ
ろ
う
に
、
ど
う

し
て
今
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
島
を
埋
め
て
運
河
の

部
分
を
な
く
せ
ば
、
潟
と
い
う
浅
瀬

は
本
土
か
ら
流
れ
て
く
る
２
本
の

河
と
朝
夕
の
潮
の
流
れ
で
す
ぐ
に

埋
没
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
水
の

流
れ
を
自
然
の
ま
ま
に
す
る
こ
と

で
、
埋
没
か
ら
逃
れ
て
き
た
の
だ
。

船
を
通
す
た
め
に
運
河
を
作
っ
た

の
で
は
な
く
、
水
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
、
自
然
に
任
せ
て
あ
る
部
分
が
運

河
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
最
近
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
が
水

浸
し
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
、

地
球
温
暖
化
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う

な
扱
い
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
実

態
は
、
古
人
の
知
恵
を
忘
れ
て
運
河

の
一
部
を
埋
め
て
し
ま
っ
た
の
が
、

そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
海
上
の

水
路
が
複
雑
な
た
め
に
、
襲
来
す
る

外
敵
は
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
撤
退
し
、

ベ
ニ
ス
は
数
世
紀
も
の
間
、
貿
易
大

国
と
し
て
栄
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。

　
島
を
散
策
す
る
と
、
他
の
都
市
で

は
絶
対
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

建
物
構
造
が
よ
く
分
か
っ
て
面
白

い
。
最
近
の
映
画
「
カ
ジ
ノ
・
ロ
ワ

イ
ヤ
ル
」
で
は
、
ベ
ニ
ス
の
建
物
が

水
面
下
か
ら
も
詳
し
く
撮
ら
れ
て

い
る
の
が
面
白
い
。

　
ベ
ネ
チ
ュ
ア
ガ
ラ
ス
は
歴
史
が

あ
る
だ
け
に
興
味
深
い
が
、
値
段

も
高
く
手
が
出
な
か
っ
た
。
ベ
ネ

チ
ュ
ア
ガ
ラ
ス
と
い
え
ば
「
ム
ラ
ー

ノ
島
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
写
真

ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
。
時
間
が
あ
っ

た
の
で
リ
ド
島
ま
で
行
っ
て
み
た
。

こ
の
島
は
広
く
て
バ
ス
が
通
っ
て

い
た
が
、
あ
ま
り
見
る
べ
き
も
の
は

な
か
っ
た
。
風
邪
を
ひ
い
た
の
か
、

の
ど
の
奥
が
化
膿
（
か
の
う
）
し

て
白
く
な
っ
て
、
痛
み
が
ひ
ど
か
っ

た
が
、
リ
ド
島
の
薬
局
で
買
い
求
め

た
、
喉
の
奥
の
患
部
ま
で
噴
射
で
き

る
抗
生
剤
入
り
の
薬
で
助
か
っ
た
。

当
時
の
日
本
で
は
、
一
般
薬
で
抗
生

剤
入
り
の
も
の
が
売
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
旅
行
し
た
都
市
な
ど
が
映
画
や

ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
と
嬉
し
い
も

の
だ
が
、
ベ
ニ
ス
に
は
特
別
な
感
情

が
湧
い
て
く
る
。
多
く
の
人
に
「
も

う
一
度
行
く
と
す
れ
ば
、
ど
こ
に
行

き
た
い
で
す
か
？
」
と
問
わ
れ
る

と
、躊
躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）
な
く
「
ベ

ニ
ス
」
と
答
え
て
い
る
。

　
最
後
に
と
っ
て
お
き
の
「
ゴ
ン

ド
ラ
」
の
話
。
ベ
ニ
ス
と
ゴ
ン
ド

ラ
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

ゴ
ン
ド
ラ
に
揺
ら
れ
、
船
頭
さ
ん
が

唄
（
う
た
）
う
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
聞

き
な
が
ら
運
河
を
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
。

至
福
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。 第６回

テストステロンとは？

　
も
う
す
ぐ
11
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
、
わ
が
家
の

長
男
く
ん
。
２
年
前
ご
ろ
か
ら
急

に
態
度
が
変
わ
り
、
と
に
か
く
感

情
を
表
に
出
さ
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
だ
か
ら
何
？
」
と
い
う
高
校
の
男

子
生
徒
の
よ
う
な
冷
め
た
態
度
に
、

さ
み
し
さ
と
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
好
物
の
食
べ
物

を
買
っ
て
き
た
だ
け
で
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
て
本
当
に
可
愛
（
か

わ
い
）
か
っ
た
の
に
…
。
イ
ラ
イ

ラ
す
る
私
に
、
ホ
ル
モ
ン
だ
か
ら

し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
ー
、
と
夫

は
一
言
言
う
だ
け
。

　
何
そ
の
ホ
ル
モ
ン
っ
て
？
　
ホ

ル
モ
ン
だ
け
で
人
格
が
こ
ん
な
に
変

わ
っ
て
し
ま
う
わ
け
？
　
前
に
も
ご

紹
介
し
た
育
児
書
「
男
の
子
っ
て
ど

う
し
て
こ
う
な
の
？—

ま
っ
と
う
に

育
つ
九
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」（
ス
テ
ィ
ー

ヴ
・
ビ
ダ
ル
フ
著
、
草
思
社
）
に
そ

の
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
、
こ
れ
で
も

か
と
い
う
く
ら
い
詳
し
く
、
そ
し
て

年
齢
別
に
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ

て
い
く
の
か
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ホ
ル
モ
ン
は
テ
ス
ト
ス
テ
ロ

ン
と
呼
ば
れ
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
一

種
で
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
筋
肉
の

成
長
を
促
し
た
り
、
は
げ
を
促
進
し

た
り
、
短
気
な
性
格
を
助
長
し
た
り

し
ま
す
。
男
の
子
の
成
長
と
と
も
に

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
量
が
ど
う
変
わ

り
、
心
や
体
に
ど
う
い
う
変
化
が
起

き
て
く
る
の
か
を
以
下
に
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
レ
ベ
ル
は

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
？

①
母
体
の
中
で
妊
娠
８
週
目
ご
ろ
、

赤
ち
ゃ
ん
の
体
内
に
テ
ス
ト
ス
テ

ロ
ン
が
作
ら
れ
始
め
ま
す
。

②
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
時
に
は
、
12
歳

と
同
じ
程
度
の
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

を
血
液
中
に
持
っ
て
い
ま
す
。

③
生
ま
れ
て
数
カ
月
す
る
と
こ
の
レ

ベ
ル
は
誕
生
時
の
５
分
の
１
に
な

り
、
男
の
子
は
３
歳
く
ら
い
ま
で

は
女
の
子
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
振

る
舞
い
を
し
ま
す
。

④
４
歳
に
な
る
と
、
テ
ス
ト
ス
テ

ロ
ン
の
量
は
急
上
昇
し
て
活
気

に
あ
ふ
れ
た
遊
び
に
興
味
を
示
し

ま
す
（
そ
う
そ
う
と
う
な
ず
い
て

い
る
お
母
さ
ま
た
ち
の
顔
が
浮
か

び
ま
す
！
）。

⑤
11
歳
か
ら
13
歳
に
な
る
と
テ
ス
ト

ス
テ
ロ
ン
の
レ
ベ
ル
は
急
上
昇
し

始
め
、
幼
児
期
の
レ
ベ
ル
の
８
倍

ま
で
増
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
手

足
が
急
に
成
長
し
て
背
が
伸
び
始

め
、
体
全
体
の
神
経
系
を
配
線
し

直
す
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
男
の
子
は
こ
の
時
期
、

ボ
ー
っ
と
し
た
り
注
意
が
散
漫

だ
っ
た
り
し
ま
す
。

⑥
14
歳
に
な
る
と
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

の
レ
ベ
ル
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
陰

毛
が
生
え
、
ニ
キ
ビ
が
で
き
ま
す
。

強
烈
な
性
的
感
情
が
出
て
き
て
落

ち
着
き
が
な
く
な
り
ま
す
。

⑦
20
代
半
ば
に
な
る
と
、
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
の
レ
ベ
ル
は
依
然
と
し
て

高
い
け
れ
ど
体
が
慣
れ
て
あ
ま
り

反
応
せ
ず
、
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。

⑧
40
代
の
初
め
に
な
る
と
、
テ
ス
ト

ス
テ
ロ
ン
の
レ
ベ
ル
は
ゆ
っ
く
り

と
下
降
線
を
た
ど
り
始
め
ま
す
。

　
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
が
心
理
的
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
有
名

な
実
験
が
あ
り
ま
す
。
サ
ル
社
会
の

力
学
の
解
明
に
取
り
組
む
研
究
者
た

ち
が
、
地
位
が
一
番
低
い
オ
ス
ザ
ル

を
捕
ま
え
て
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
を
注

射
し
ま
し
た
。
そ
の
サ
ル
は
自
分
よ

り
強
い
サ
ル
と
次
々
に
ケ
ン
カ
を
始

め
て
、
20
分
以
内
に
体
の
一
番
大
き

な
ボ
ス
ザ
ル
を
追
い
出
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
注
射
の
効
力
が
切

れ
る
と
再
び
最
下
位
に
落
ち
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
こ
の
本
を
読
ん
で
、「
冷
た
い
の

は
自
分
の
長
男
く
ん
だ
け
で
は
な

い
ん
だ
」
と
分
か
っ
た
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
も
浮
き
沈
み
は
あ
る

け
れ
ど
最
終
的
に
は
落
ち
着
い
て

く
れ
る
ら
し
い
と
分
か
り
、
安
心
し

ま
し
た
。
子
供
の
成
長
に
関
し
て

は
、
本
当
に
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
実
際
手
に

取
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
私
た

ち
は
、
幸
せ
な
時
代
に
子
育
て
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
い
る
、
と
実

感
し
た
１
日
で
し
た
。
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元・天王寺動物園長　中
なかがわ

川 哲
て つ お

男

Part 65　「ニホンアシカ」

現在は絶滅危惧種 1A 類

　日本の動物園や水族館のアシカはカリ

フォルニアアシカがお馴染（なじ）みで

すが、その昔、日本にアシカが生息して

いたことはまったく忘れられています。

日本産アシカは、昭和 35 年（1960）８

月発行の「原色日本哺乳類図鑑」（保育

社）ではクロアシカと標記し、我が国で

は本州、四国、九州の沿岸に分布する日

本産を亜種 Zalophus californiaus japonicus と

すること、独立種とすることと提唱して

いましたが、調査が不完全で真相は明ら

かでないとしています。昭和 40 年（1965）

９月発行の「鯨類・鰭脚（ききゃく）類」

（西脇昌治著、東京大学出版会）ではニッ

ポンアシカと標記し、カリフォルニアア

シカ（基亜種）とほとんど変わらず体色

がやや薄く詳細は不明。日本海で生息繁

殖すると信じられているが、最近では日

本海で発見捕獲された例はなく、絶滅し

たものと思われるとしています。また、

基標本はライデン博物館に保存されてお

り、残念ながら我が国にはないとしてい

ます。最近の動物図鑑ではごく一部を除

き、ニホンアシカの記載はありません。

IUCN（国際自然保護連合）のレッドリ

ストや環境省のレッドリストでも絶滅種

と認定していましたが、1970 年代中期に

おける目撃記録や 1990 年代前後に発表

された論文等から、ニホンアシカを絶滅

種から絶滅危惧種 1A 類に改めています。

昭和９年に竹島で 13 頭捕獲

　ニホンアシカの研究については、元神

奈川県立生命の星・地球博物館学芸部長

中村一恵氏や元鳥取大学医学部長井上貴

央氏が報告しています。

　天王寺動物園の記録では 70 年史の中

で２代目園長となった寺内信三技手が昭

和９年（1934）６月に朝日新聞の後援を

受けて、総勢十数名で島根県隠岐島北西

の竹島（現在、日韓の領土問題で紛争

中）に向かい、ニホンアシカほか海獣、

海鳥 16 点を捕獲し持ち帰ったとありま

す。この辺の話は井上氏が天王寺動物園

機関誌「なきごえ」1993 年６月号に寄せ

た「天王寺動物園とニホンアシカ」に詳

しく書かれています。その一部を紹介す

ると、当時の新聞記事によると寺内技手

は朝日新聞記者、動物園職員、現地で雇

用した漁師などを伴って竹島に渡り、捕

獲した 13 頭のニホンアシカを持ち帰り、

天王寺動物園へ５頭、阪神パークへ８頭

を送ったと報道されています。

　ちなみに昭和９年から 13 年までの間

に９頭のニホンアシカが竹島から天王寺

動物園に送られたと井上氏は記していま

す。天王寺動物園の 70 年史でも、昭和

14 年の動物収容一覧では７頭のニホン

アシカが明記されています。

　ところで現在、ニホンアシカの標本は

オランダ・ライデン自然博物館にシーボ

ルトが持ち帰った３体、大英博物館に頭

骨１体、島根大学教育学部１体、島根県

出雲高校１体、大社高校１体、松江北高

校１体、天王寺動物園６体が残っている

のみで、国内の標本同定には井上氏が各

剥製のＸ線撮影と他の海獣類（カリフォ

ルニアアシカ、オットセイ、トドなど）

の頭骨や大腿（だいたい）骨、上腕骨な

どの計測比較からニホンアシカと同定し

ています。ニホンアシカはカリフォルニ

アアシカの亜種ですが、成熟オスの頭骨

の矢状稜（しじょうりょう）の高さや臼

歯がカリフォルニアアシカより大きく、

体格もやや大きい特徴を持っています。

明治時代から乱獲

　日本は 37 万㎢の小さな弓形の島国で

すが、気候帯は亜熱帯から亜寒帯までバ

ラエティーに富んでおり、他国には比較

にならないほど豊富な動植物が生息して

います。

　しかし、近代に入ってニホンオオカ

ミ、エゾオオカミ、オキナワオオコウモ

リ、リュウキュウカラスバトなどが絶滅

しましたが、これらはもともと絶対数が

少ないのと感染症や乱獲、駆除、開発等

で人為的に絶滅に追いやられました。現

在、保護対象となっているイリオモテヤ

マネコ、ツシマヤマネコ、ヤンバルクイナ、

アマミノクロウサギなどもいずれ同様の

運命をたどるのではないかと危惧します。

　ニホンアシカ（ロシアの樺太、千島の

情報が取れないため絶滅と思われる）の

絶滅については、前述の中村氏によれ

ば、ニホンアシカの主要な生息地は朝鮮

半島に近い鬱陵島（うつりょうとう）周

辺であったものが、明治初年以降、鬱

陵島の開発と入植によって圧迫され、竹

島に移ってきたようです。しかし、明治

36 年（1903）から竹島では本格的に皮革、

油脂、肥料の目的で乱獲が始まり、明治

37 年（1904）から７年間に竹島漁猟合資

会社が捕獲した数は１万 1000 頭にのぼ

り、以来、順次捕獲数が激減していった

と述べています。繁殖地であった竹島の

ニホンアシカが絶滅したのは、繁殖を考

慮に入れない無差別な捕獲が原因ではな

いかと思われます。これらの愚行は学習

もせず、何度も繰り返すのですね。

▲ニホンアシカの捕獲（島根県竹島）‐天王寺動物園雑
誌「なきごえ」1993 年６月号から

▲ニホンアシカ剥製標本（天王寺動物園）

▲ニホンアシカ剥製標本（天王寺動物園）

▲「大阪動物園アルバム」（昭和 15 年３月５版）
に掲載のアシカ（ニホンアシカと思われる）

▲現在の天王寺動物園のカリフォルニアアシカ
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Wish trre at   TempleTempleTemple

by Wallaby You

they melt on your tongue will be sure to 
relax any tension you might have.

Chocolate has the power to deliver 
enormous vitality in a tiny package. It is 
also perfect for that special friend or family 
member.

In addition to boxed selections of the ten 
fl avours, you can also arrange for smaller 
packages starting from two chocolates, 
which can be given as souvenirs to 
wedding guests, for example. Nakamura 
also designs and prepares platters for 
service at all kinds of parties and functions. 
Check out the website below for any 
inquiries.

www.nakamura.com.au

10-fl avour Nakamura Selection 
(10 chocolates): $27.99(SRP)

Available at:
　Boatshed
　Herdsman Churchlands
　Herdsman City
　The Beaufort street Merchant (Highgate)
　@ The Den (South Fremantle)

今回はパース在住の日本人ショコラ

ティエ・中村有希（なかむら・ゆき）さ

んが一つ一つ丁寧に作リ上げるチョコ

レート「Nakamura Chocolates」をご紹介

します。

多くの方をおいしいチョコレートで

笑顔にしたいと願う彼女のチョコレー

トは、なめらかな口どけと繊細なフォ

ルムで舌だけでなく目も楽しませてく

れるはず。

ゆずや緑茶などの和の風味を取り入れ

たハンドメイドチョコレートは全 10 種

類のフレーバーがあり、近々ダークセレ

クションも発売予定とのことです。

オリジナルチョコレートを入れるため

の箱にも彼女のこだわりが。中村家の家

紋と印鑑が印刷されたパッケージがとて

も目を引きます。

宝石のように美しく、ちょっと贅沢（ぜ

いたく）なチョコレートを頑張った自分

へのご褒美に贈ってみてはどうでしょう

か。そんな時にはコーヒーや紅茶にでは

なくシャンパンに合わせて。上品な甘さ

と舌の上でとろけるなめらかな感触は、

緊張していた気分を優しく解きほぐして

くれます。

また小さな一粒で大きなエネルギーを

与えてくれるチョコレートは、頑張って

いる大切な家族や友人へのプレゼントに

も最適ですよ。

10 種類の箱入りの他にも２個入りか

らの結婚式の引き出物や、さまざまな

パーティー用プラターなどもアレンジで

きるそうです。ご質問およびご相談は下

記ウェブサイトで。

www.nakamura.com.au

箱入り（10 種 10 個入り）$27.99（希 

望小売価格）

Chocolatier Yuki Nakamura, a Japanese 
resident of Perth, individually crafts each 
of her chocolates with exacting care. 
This month we feature her eponymous 
Nakamura Chocolates.

With their silky smoothness and delicate 
form, Nakamura's creations are a joy to 
the eye as well as the tongue. She hopes 
they will bring a smile to the face of those 
many chocolate-lovers among us.

There are ten flavours in Nakamura's 
range of handmade chocolates, some of 
which incorporate Japanese tastes such 
as yuzu (citron) and green tea. There 
are also plans for the release of a dark 
chocolate selection in the near future.

Even the chocolate boxes show 
Nakamura's sensibility, drawing the eye 
through the use of her family crest and 
seal.

You've worked hard. Why not give 
yourself the reward of one (or two...) of 
these chocolates, as beautiful as a jewel 
and just a little bit luxurious? Try them with 
champagne instead of coffee or tea: their 
elegant sweetness and the sensation as 

Nakamura Chocolates
CHOCOLATE OF THE MONTH: 今月のチョコレート

⑨ Tarama
(Miyako District, 
Okinawa Prefecture)
Just 1,300 people live on this island, situated 
between Miyako and Ishigaki Islands. The 
order of their everyday life is that brought by 
the "Ryukyu feng shui", passed down from the 
Ryukyu Dynasty that historically governed what 
is now Okinawa. All settlements on Tarama 
are concentrated in one area at the island's 
north, surrounded by windbreaking forests and 
alongside sugar cane fi elds stretching out like 
squares on a chess board. The scenery so formed 
is a unique one that cannot be seen on any other 
island in Japan.

⑩ Soni Village
(Nara Prefecture)
Soni lies in a picturesque volcanic valley basin 
surrounded by 1,000-m peaks. On its west 
is a sheer cliff of columnar rock; on its east 
the famous Soni Plateau, an ocean of susuki 
pampas grass. From spring through summer 
this tableland displays an exhilarating sea of 
green, turning to a sparkling gold in the autumn 
when the susuki tips are showered in sunlight. 
The shishi-mai lion dance at the autumn festival 
has a unique character and is esteemed for its 
variety and high quality.

⑧ Ama Town
(Shimane Prefecture)
This town is a small island in the Oki Islands, 
located in the Sea of Japan about 60 km off 
the coast of the Shimane peninsula. Blessed 
with rich oceans thanks to the warm Tsushima 
current, and abundant spring water including 
that of the Amakawa, selected as one of the most 
exquisite watercourses in the country, locals 
lead self-suffi cient lives divided between fi shing 
and farming. When Meiji-era man of letters 
Lafcadio Hearn visited the Oki Islands he was 
captured by the mirror-like stillness and beauty 
of the bay there and depicted it in his writing.

⑪ Shinjō Village
(Okayama Prefecture)
This village, located in the northwest corner of 
Okayama, is surrounded by a range of stunning 
1,000-metre-high mountains, of which Mt 
Kenashi is the highest. Even today it retains 
vestiges of bygone times, when Shinjō fl ourished 
as an "inn town" on the Izumo Highway linking 
the northern San'in and southern San'yō regions. 
Mountains and forests take up 90% of Shinjō, 
with Mt Kenashi continuing to bless the village 
with the forest from which its waters are sourced. 
These ancient forests of cedar and beech are 
renowned as some of the largest and most 
pristine in western Japan.

photos supplied by the most beautiful villages in japan federation
www.utsukushii-mura.jp

⑩
⑪

⑧

①
②

⑨ ④

⑤

⑥

③

⑦
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Wish trre at   Temple

In our August 2009 issue we introduced 
the federation known as "the most 
beautiful villages in japan".

For six years now the federation has been 
protecting the scenery and local arts of 
Japan's small villages and towns; once lost, 
these can never be recovered. At the same 
time, it has been active in spreading the word 
about the charm and allure of the regional 
areas in which these municipalities are found.
The federation's model is said to be “Les 
Plus Beaux Villages de France”, which lauds 

the value of the historic buildings, cultural 
properties and customs of that country.
In 2009 we featured 18 "beautiful villages". 
Since then, membership of the federation has 
increased to 39.
Remaining in these places is the small, truly 
beautiful Japan that has been formed by 
nature and long years of human endeavour.
In this and next month's issues we bring you 
the enchantment of the newly highlighted 21 
villages and towns.

IN JAPAN
Red-hot topics
from JAPAN

⑦ Totsukawa Village
(Nara Prefecture)
Totsukawa is Japan's largest village, taking up 
around a fi fth of Nara Prefecture, mostly in the 
form of mountains and forest. Isolated from its 
surroundings by its rugged terrain, the village 
has its own unique culture and character and is 
said to be one of Japan's three great secluded 
locations. The Tanise bridge is the country's 
longest pedestrian suspension bridge at 297.7 m 
long and 54 m high. Solemn Tamaki Shrine is 
renowned for the giant cedars that tower within 
its grounds, including one dating back 3,000 
years.

⑥ Kamijima Town
(Ehime Prefecture)
Kamijima, located in the middle of the Seto 
Inland Sea, is a municipality comprising 7 
inhabited and 18 uninhabited outlying islands. 
The islands boast many sakura cherry blossom 
trees planted by ancient inhabitants. Of these, 
the 3,000 sakura on Iwagi Island are particular 
treasures, billowing out like the raiment of an 
angel. During the sakura festival, the o-settai 
custom sees visitors showered with gifts of local 
produce. The panorama from the platform on Mt 
Sekizen is known for offering a superb view of 
the most islands in all Japan.

③ Chizu Town
(Tottori Prefecture)
Mountain faces pressing so close as to almost 
squash you; deep green cedar forests in every 
direction: the communities tucked up within 
these tiny valleys are like living remnants of 
mountain villages of the 1950s. With over 90% 
of its total surface area taken up by mountains 
and forests, Chizu has recently become popular 
for "forest therapy". The colour green stretches 
as far as the eye can see thanks to the cedars 
and other trees. During the Edo Period, Chizu 
fl ourished as Tottori's largest "inn town" on the 
main highways, and its streetscapes certainly 
still evoke images of those times.

① Hoshino Village
(Fukuoka Prefecture)
Hoshino ranges in altitude from 200 to 1,000 
m, with 84% of its total surface area taken 
up by mountains and forest. Temperate and 
with plentiful rain and a marked variation in 
temperature extremes from morning to evening, 
the village is well suited to tea cultivation; 
it produces the high-quality "Hoshino-cha" 
brand of tea, sweet and richly fragrant. Nestled 
between mountains in the village as far as the 
eye can see are stone-terraced rice fi elds. Visitors 
can experience rice planting and harvesting, 
part of Hoshino's conservation activities aimed 
at fostering an appreciation of the scenic beauty 
and public function of these fi elds.

② Ojika Town
(Nagasaki Prefecture)
Rich in natural beauty, the municipality of 
Ojika is actually an archipelago of 17 islands 
of various sizes within Kyushu's Gotō Islands. 
The church atop Nozaki Island in the west is 
a historical symbol founded on the blood and 
sweat of Japan's Christians, who were forced 
into secrecy during the Tokugawa Period. 
Goryō-daki, with its unique shape formed by 
ancient volcanoes, its pine forests and its white 
sands, brings peace to the hearts of travellers. 
Japanologist Alex Kerr heads a project offering 
the opportunity to stay in traditional local 
homes with fi shers and farmers.

⑤ Aya Town
(Miyazaki Prefecture)
This town, a tranquil place of scenic beauty, 
is nestled in a semi-mountainous area almost 
precisely in the centre of Miyazaki Prefecture. 
The two rivers running through Aya fl ow from 
springs deep within evergreen forests and have 
been selected as some of the most exquisite 
waters in the country. The sweetfi sh caught 
there have long been renowned for their use as 
tributes to the Shimazu Clan. Going upstream 
in the spring and then downstream to spawn in 
late autumn, these fi sh distil the feel and taste 
of the four seasons. The rivers' water is drawn 
through water wheels to irrigate the fi elds and 
runs freely through the town itself, bringing 
peace and prosperity to everyday life.

④ Kikaijima
(Kagoshima Prefecture)
This island is in the Pacifi c Ocean, around 
380 km south of Kagoshima City. Formed 
by a raised coral reef, it continues to rise 
approximately 2 mm annually. Kikaijima is 
home to seaside fl ora such as banyans and sago 
palms, as well as to precious butterfl ies. The 
island is characterised by the high coral walls 
built around homes, particularly those along 
the coast, to protect them from typhoons. With 
many crevices, these walls are also designed as 
a foil against the summer heat.

� ante� � e
at Jessica’s

ハイアットホテル裏
スワン川を臨むシーフードレストラン

Shop 1 The Foretescue Centre
Terrace Rd, East Perth
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
る
前
は
何
を
？

　
大
学
の
経
営
学
部
を
卒
業
後
、
外
資
系
ア
パ

レ
ル
企
業
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
就
職
し

ま
し
た
。
マ
ネ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
働
き
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
就
職
氷
河
期
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、就
職
活
動
は
苦
戦
続
き
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

ア
パ
レ
ル
関
係
で
唯
一
採
用
試
験
を
受
け
た
の

が
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
し
た
。

　
横
柄
な
態
度
の
面
接
官
や
「
会
社
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
？
」
と
会
社
へ
の
貢
献
ば
か
り

を
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
中
で
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
だ
け

が
「
私
自
身
」
を
見
て
く
れ
よ
う
と
し
た
会
社
で
、

こ
こ
で
働
け
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　
入
社
後
は
東
京
や
千
葉
の
店
舗
で
ス
ト
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
接
客
も
し
て
い
ま
し
た
が
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
全
て
の
管
理

を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
日
本
へ
進
出

し
て
き
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
し
た
か
ら
、
新
店
舗

の
立
ち
上
げ
に
も
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
の
仕
事
は
と
て
も
面
白
く
て
、
そ
の

ま
ま
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
30
歳
に
な
る
前
に
ち
ょ
っ
と
違
う
こ
と

を
し
て
み
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。

　
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
う
ち
に
と
い
う
こ
と
で
退
職

し
、
心
機
一
転
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め

に
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ
で
パ
ー
ス
へ
来
ま

し
た
。
選
択
肢
に
カ
ナ
ダ
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

寒
い
の
が
苦
手
な
た
め
迷
わ
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
選
び
ま
し
た
。

お
仕
事
は
す
ん
な
り
見
つ
か
っ
た
？

　
パ
ー
ス
へ
来
て
か
ら
は
、
英
語
学
校
に
も
通
い

ま
し
た
が
、
ま
ず
求
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ｓ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
に
登
録
し
て
、
も
し
希
望
の
募
集
が
あ
っ
た
ら

情
報
が
入
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
洋
服
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
か
っ
た
の
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
店
に
も
レ
ジ
ュ
メ
を
持
ち
込
み
ま
し

た
が
、
当
時
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ
で
は

同
じ
会
社
で
３
カ
月
し
か
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
れ
が
か
な
り
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
今
働
い
て
い
る
お
店
の
オ
ー
ナ
ー

か
ら
ま
ず
は
ト
ラ
イ
ア
ル
で
働
い
て
み
な
い
か
と

チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
女
も
人
材
を

確
保
す
る
の
に
厳
し
い
時
期
が
続
い
て
い
て
、
目

先
を
変
え
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
し

た
。
お
互
い
に
求
め
る
も
の
が
一
緒
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。

英
語
で
の
接
客
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
日
本
で
勤
め
て
い
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
上
司
は
外
国
人

で
し
た
し
、
商
品
名
も
英
語
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
通
訳
が
必

ず
付
い
て
い
た
の
で
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
英
語

を
使
う
必
要
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
た

ば
か
り
の
こ
ろ
の
英
語
力
に
は
か
な
り
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。
英
語
で
接
客
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た

の
で
、
毎
日
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
泣
く
日
も
あ
り

ま
し
た
。

第 39回

角
田 

あ
ゆ
み 

さ
ん

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ズ
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク

セ
ー
ル
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
先
月
号
で
お
話
を
伺
っ
た
小
林
泰
介
（
こ
ば
や
し
・
た
い
す
け
）
さ
ん

か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
の
は
、
ス
ビ
ア
コ
に
あ
る
「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ズ
・

ブ
テ
ィ
ッ
ク
」
で 

セ
ー
ル
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
働

く
角
田
（
す
み
だ
）
あ
ゆ
み
さ
ん
。
こ
だ
わ
り
の
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
今

後
の
目
標
な
ど
を
大
好
き
な
洋
服
に
囲
ま
れ
る
店
内
で
伺
っ
て
み
た
。

「
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
」

　
　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
て

３
カ
月
後
も
そ
の
ま
ま
こ
の
お
店
に
？

　
は
い
。
２
カ
月
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
オ
ー
ナ
ー
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ザ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
も
よ

い
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ビ
ザ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
も
相
談
し
、
セ
ー
ル
ス
＆
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
申

請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
し
た
し
、
大
学
で

も
そ
の
勉
強
を
し
て
い
た
の
で
、
経
験
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
認
可
が
下
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
４
年
た
っ
た
時
、
最
初
は
帰
国
す
る

こ
と
も
考
え
ま
し
た
。
で
も
人
生
は
一
度
き
り
、

こ
う
や
っ
て
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
も
出
会
え
、

仕
事
が
で
き
る
環
境
も
い
た
だ
け
こ
ん
な
に
ラ
ッ

キ
ー
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
、
オ
ー
ナ
ー
に
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
永
住
権
を
申
請
し
、

つ
い
最
近
そ
の
申
請
が
通
っ
た
ん
で
す
。

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
接
客
を
す
る
際

の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
。

　
結
局
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
か
ゆ
い
と
こ

ろ
に
手
の
届
く
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
か
。
特
に
海

外
で
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ
た
と
は
い
え
、
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
は
不
可
能
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
ま
ず
お
客
さ
ま
の
こ
と
を
覚
え
て
、

次
に
彼
女
た
ち
の
テ
イ
ス
ト
も
覚
え
ま
す
。
さ
ら

に
以
前
に
購
入
さ
れ
た
商
品
も
覚
え
る
よ
う
に
。

こ
れ
は
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
で
き
な
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
お
客
さ

ま
と
の
信
頼
関
係
が
築
け
て
い
け
る
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

常
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　「
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
」
と
い
う
の
が

昔
か
ら
の
モ
ッ
ト
ー
な
ん
で
す
。
日
本
で
は
そ
う

い
う
こ
と
に
長
（
た
）
け
て
い
る
お
店
が
伸
び
て

い
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
こ
の
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
30
年
も
の
リ
テ
イ
ル

の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
の
で
、
お
客
さ
ま
と
の
信
頼

関
係
に
関
し
て
は
、
今
で
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多

い
ん
で
す
よ
。
私
に
で
き
る
こ
と
は
オ
ー
ナ
ー
の

キ
ャ
リ
ア
に
加
え
て
私
の
良
い
と
こ
ろ
を
お
店
に

提
供
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が

や
っ
て
も
ら
っ
て
嬉
（
う
れ
）
し
い
と
感
じ
る
こ

と
を
し
て
差
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
店
で
の
主
な
お
仕
事
は
？

　
フ
ル
タ
イ
ム
は
私
だ
け
な
の
で
、
基
本
的
に
何

で
も
し
ま
す
。
今
は
セ
ー
ル
の
時
期
な
の
で
特
に

販
売
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
商
品
が
入
っ

て
き
た
ら
ス
ト
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
事
も
し

ま
す
し
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
お
店
の

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管

理
ま
で
全
て
で
す
ね
。
現
在
は
オ
ー
ナ
ー
、
私
そ

し
て
他
に
ス
タ
ッ
フ
が
２
名
の
合
計
４
名
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ

難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
人
だ
か
ら
な
の

か
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
抑
え
て
し
ま
う
ん
で
す
。

こ
ち
ら
の
方
は
意
見
を
バ
ン
バ
ン
ぶ
つ
け
て
き
ま

す
よ
ね
。

　
で
も
、
お
洋
服
が
似
合
っ
て
な
い
時
は
は
っ
き

り
伝
え
、
も
っ
と
良
い
物
が
見
つ
け
ら
れ
る
と
き

ち
ん
と
お
客
さ
ま
に
伝
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
信
頼

関
係
を
築
け
る
基
本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
オ
ー
ナ
ー
の
ス
タ
ン
ス
で
も
あ
る
ん
で
す
。

　
日
本
語
だ
と
「
か
わ
い
い
」
っ
て
表
現
も
１
つ

か
２
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
英
語
だ
と
た
く
さ

ん
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
言
い
方
が
あ
る

ん
で
す
よ
。
会
話
に
は
問
題
な
く
て
も
、
選
ぶ
言

葉
に
苦
労
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な

時
は
自
分
に
は
幅
が
な
い
な
、
も
っ
と
勉
強
し
な

く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

仕
事
以
外
の
時
間
は
何
を
？

　
お
店
は
週
７
日
間
の
営
業
で
す
が
、
土
日
は
お

休
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

時
間
は
ま
ず
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
。
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
ん
で
す
。
あ
と
は
犬
を
飼
っ
て
い
る
の

で
朝
晩
の
散
歩
。
最
近
は
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
始
め

ま
し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
に
体
を
動
か

し
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
雑
誌
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
は
必
ず
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

映
画
な
ど
も
そ
う
で
す
ね
。
新
し
い
も
の
、
ア
ー

ト
に
関
係
す
る
も
の
、
自
分
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
に
は
常
に
触
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
今
、
自
分
で
も
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

永
住
権
が
取
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ン
ス
が

一
気
に
広
が
っ
た
と
い
う
か
、
何
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
。

　
計
画
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
ち
ょ
っ
と
勉

強
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
の
仕
事
を
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
た
い
で
す

し
、
将
来
自
分
の
お
店
を
持
て
た
ら
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

　
も
し
大
学
へ
行
く
な
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
そ
れ
も
ス

モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
勉
強
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ナ
ー
と
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
買
い
付
け

や
お
店
の
運
営
方
法
が
日
本
で
や
っ
て
き
た
も
の

と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
、
彼
女
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
の
お
店
を
持
つ
な
り
、

何
か
起
業
し
た
い
で
す
ね
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
そ
れ
が
で
き
る
場
所
で
す

よ
ね
。
年
齢
に
関
係
な
く
勉
強
し
た
り
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
何
か
を
し
て
い
る
人
が
多

い
で
す
よ
ね
。
自
分
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
次
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
看
護
師
と
し
て

働
く
親
友
の
大
島
由
起
子
（
お
お
し
ま
・
ゆ
き
こ
）

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
友
人
と
い
う
よ
り
姉
妹
の

よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
お
互
い
に
パ
ー
ス
に
家
族

が
い
な
い
の
で
、
何
で
も
話
せ
て
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
サ
ポ
ー
ト
し
合
え
る
貴
重
な
存
在
で
す
。

ま
じ
め
で
勉
強
家
、
向
上
心
の
あ
る
と
て
も
す
て

き
な
女
性
で
す
よ
。
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State	Theatre	Centre	of	Western	Australia：Cnr	

of	William	St	and	Roe	St,	Perth

オーストラリアの演劇界を代表するナンシー・

ヘイズとレグ・リバモアが、華やかなショー

ビジネスの世界にいたと思い込んでいる年老

いた母親とその息子を、歌とダンス、パント

マイムを使って面白おかしく演じる。

料金：一般＄55 〜＄75、コンセッション＄55

〜＄60

チケット：BOCS

■ RED

８月 12 日（金）〜８月 27 日（土）※時間は

要確認

Subiaco	 Arts	 Centre：180	Hamersley	 Rd,	

Subiaco

アメリカの抽象表現主義の画家マーク・ロス

コと、アシスタントとして雇われたケンの物

語。1950 年代後半のマンハッタンを舞台に、

高級レストランのための連作に取り組んでい

たロスコの妥協のない態度と怒りを描く。ジョ

ン・ローガン脚本の新作。

料金：一般＄50、コンセッション＄42、学生

＄19.90

チケット：BOCS

■ PiP Comic Illusionist

８月 13 日（土）午後７時 30 分開場

Regal	Theatre：474	Hay	St,	Subiaco

オーストラリア出身の奇術師ピップが行うマ

ジックショー。アシスタントと観客の手を借

りながらコミカルに進めていく奇術は、おか

しくもあり素晴らしい。笑いにあふれる一夜

になること間違いなし。

料金：一般＄45.50、学生・コンセッション・

子供（４〜 15 歳）＄40.50

■ Burn The Floor

８月 19 日（金）〜９月 17 日（土）※時間は

要確認

Regal	Theatre：474	Hay	St,	Subiaco

オーストラリア出身の振付師、ジェイソン・

ギルキソン率いる「バーン・ザ・フロア」。ブ

ロードウェイやウェスト・エンドで大成功を

収めた、世界のトップダンサーによるボール

ルームダンス・ショー。

料金：一般＄59.50 〜、コンセッション＄55 〜、

学生＄44 〜、子供（16 歳以下）＄39 〜

チケット：Ticketek

■ Tarraki Tarraki Tata

８月 31 日（水）〜９月３日（土）

His	Majesty's	Theatre：825	Hay	St,	Perth

25 年にわたりフラメンコの音楽、ダンス、歌

で観客を魅了し続けているダンザ・ビバの公

演。今回はゲストダンサーのTomas	Arroquero

（トーマス・アロケロ）が、ソニケテ・スタイ

ルという独特のリズムとステップを披露する。

料金：一般＄48、コンセッション＄42

チケット：BOCS

■ Avon Descent

８月６日（土）＆７日（日）

エイヴォン川・スワン川で行われるスポーツ

イベント。オーストラリア全土や海外から、

毎年多くの参加者・観衆が集まる。134km の

BOCS

Tel:（08）9484 1133/1800 193 300

www.bocsticketing.com.au

Moshtix

Tel: 1300 438 849 

www.moshtix.com.au

Ticketmaster

Tel:136 100

www.ticketmaster.com.au

TICKETEK

Tel：132 849

www.ticketek.com.au 

パース市内の主なチケット・アウトレット

＜ BOCS ＞

Perth Concert Hall：5 St.George's Terrace

His Majesty's Theatre：825 Hay Street

＜ Ticketmaster ＞

Cloisters Newsagency：863 Hay Street 

＜ TICKETEK ＞

Pharmacity：717 Hay Street Mall

※イベント開催日時、会場、料金等は予告

なしに変更されることがありますので、ご

確認の上お出かけください。

※チケットには別途手数料が適用される

場合があります。

■ 西オーストラリア交響楽団（WASO）

チケット：www.waso.com.au,	Box	Office また

は BOCS

□ Simone Young Conducts Mahler

８月５日（金）＆６日（土）午後７時 30 分

Perth	Concert	Hall：5	St	George's	Tce,	Perth

オーストラリア出身のシモーネ・ヤング指揮

による、マーラー没後 100 年記念演奏会。演

目はメシアンの「コンセール・ア・キャトル」

とマーラーの「交響曲第 10 番」（デリック・クッ

クによる補作）。

料金：一般＄25 〜＄79、コンセッション＄25

〜＄71、30 歳未満＄15 〜＄40

□ A Night at the Proms (GALA)

８月 12 日（金）＆ 13 日（土）午後７時 30 分

Perth	Concert	Hall：5	St	George's	Tce,	Perth

WASO とタスマニア交響楽団合唱団が届ける

イギリス音楽の数々。演目はウォルトンの「ベ

ルシャザールの饗宴」と「王冠（戴冠行進曲）」、

グレインジャーの「カントリー・ガーデン」、

ヴォーン・ウィリアムの「ロマンス『揚げひ

ばり』」など。

料金：一般＄45 〜＄89、コンセッション＄40

〜＄80、30 歳未満＄20 〜＄40

□ Schubert String Quintet

８月 17 日（水）午後７時 30 分

Perth	Concert	Hall：5	St	George's	Tce,	Perth

優雅さやバイタリティーなど、さまざまな要

素を持つ室内楽の演奏会。演目はシューベル

トの「弦楽五重奏曲」、バッハの「音楽の捧げ

もの」、ストラヴィンスキーの「弦楽四重奏の

ための二重カノン（ラウール・デュフィ追悼

のための）」など。

料金：一般＄49 〜＄89、コンセッション＄42

〜＄76、30 歳未満＄38

□ Bach & Bruckner

８月 26 日（金）午後７時 30 分

Perth	Concert	Hall：5	St	George's	Tce,	Perth

演目はフルートがソロ的な活躍をするバッハ

の「管弦楽組曲第２番」と、ブルックナーの

作品の中でも特に人気が高い「交響曲第７番」。

WASO 首席フルート奏者のアンドリュー・ニ

コルソンがソロパートを演奏。

料金：一般＄25 〜＄79、コンセッション＄25

〜＄71、30 歳未満＄15 〜＄40

□ Symphonic Variat ions (Morning

 Symphony)

９月１日（木）午前 11 時

Perth	Concert	Hall：5	St	George's	Tce,	Perth

チェコの作曲家ドヴォルザークの「交響的変

奏曲」、フランスで活躍したベルギー出身の作

曲家セザール・フランクの「交響曲ニ短調」

の演奏により、観客をベルギーからフランス、

チェコへの旅にいざなう。

料金：一般＄25 〜＄55、コンセッション＄25

〜＄47、30 歳未満＄15 〜＄20

□ Cello Fantasy 

９月２日（金）＆３日（土）午後７時 30 分

Perth	Concert	Hall：5	St	George's	Tce,	Perth

フランスの作曲家カミーユ・サン = サーンス

が残した協奏曲「チェロ協奏曲第１番」を、

WASO とドイツのチェリスト、アルバン・ゲ

ルハルトが演奏。

料金：一般＄25 〜＄79、コンセッション＄25

〜＄71、30 歳未満＄15 〜＄40

■ Kurt Darren & Fredi Nest

８月６日（土）午後６時開場

Arena	Joondalup：Kennedy	Dr,	Joondalup

今南アフリカ共和国で最も人気のある２人が

催すコンサート。アフリカーンス語の歌で知

られるカート・ダレンと、多数の楽曲を他の

歌手たちに提供しているフレディ・ネストが、

南アフリカ音楽をたっぷり聴かせてくれる。

料金：＄20.35 〜＄50.95

チケット：Ticketmaster

■ Avenged Sevenfold

８月６日（土）午後６時 30 分開場

Challenge	Stadium：100	Stephenson	Ave,	Mt	

Claremont

アメリカのヘヴィメタル・バンド、アヴェン

ジド・セヴンフォールド。2009 年に亡くなっ

たドラマー、ザ・レヴの代わりにマイク・ポー

トノイを迎え、最愛の友人の死に向き合って

制作したアルバム「ナイトメア」を熱唱。

料金：＄86.10

チケット：Ticketmaster

■ Artistry! 4: The Old Cello/New Cello

 Festival Concert 

８月７日（日）午後３時 30 分

Perth	Town	Hall：Cnr	of	Barrack	St	and	Hay	St,	

Perth

西オーストラリア大学の職員、学生、卒業生

がゲストアーティストとともに開くチェロ演

奏会。演目はブーレーズの「メサージェスキ

ス」、アルヴォ・ペルトの「フラトレス」と、

エイトル・ヴィラ =ロボスの「ブラジル風バッ

ハ第１番」。

料金：一般＄37 〜＄40、コンセッション＄32

〜＄36

チケット：BOCS

■ The Beatles BACK2BACK

８月７日（日）午後７時

Regal	Theatre：474	Hay	St,	Subiaco

オーストラリアのロック歌手、マーク・シー

モア、アーウィン・トーマスらと 17 人編成の

バンドによるビートルズの再現。「ルーシー・

イン・ザ・スカイ・ウィズ・ダイアモンズ」

や「カム・トゥゲザー」など数々の名曲を演奏。

料金：＄119 〜＄139

チケット：Ticketek

■ Saints & Sinners

８月 14 日（日）午後４時

Government	House	Ballroom：St	George's	Tce,	

Perth

オーストラリアが誇るメゾソプラノ歌手フィ

オナ・キャンベルと、先頃WASO首席ビオラ

奏者に任命されたジョヴァンニ・パシーニに

よる室内楽演奏会。魂のこもった美しい音楽

から、コミカルなキャバレーまで心に響く演

奏を届ける。

料金：＄42

チケット：BOCS

■ Winterbeatz

８月 17 日（水）午後６時

Challenge	Stadium：100	Stephenson	Ave,	Mt	

Claremont

パースの寒い冬を熱いビートで吹き飛ばすた

めに企画されたライブイベント。ヒップホッ

プ歌手の 50 セントと G ユニット、ラッパー

のファボラスとリル・キム、R&B 歌手のマリ

オなど豪華出演者多数。

料金：＄99 〜＄139

チケット：Ticketmaster

■ The Gruffalo

８月４日（木）〜９日（火）※時間は要確認

State	Theatre	Centre	of	Western	Australia：Cnr	

of	William	St	and	Roe	St,	Perth

絵本「The	Gruffalo」（邦題「もりでいちばん

つよいのは？」）のミュージカル化。賢い小さ

なネズミが、お腹を空かせた動物たちを追い

払うためグラファロという架空の怪物の作り

話をするが、深い森の中で実際にグラファロ

に遭遇してしまう、笑いと楽しさいっぱいの

冒険物語。

料金：＄25

チケット：BOCS

■ Turns

８月５日（金）〜 13 日（土）※時間は要確認

過酷なコースを、２日間にわたってカヤック

やサーフスキー、パワーボートなどで競う。

観戦無料。

www.avondescent.com.au

■ QUIT Targa West Tarmac Rally

８月 25 日（木）〜 28 日（日）

パース近郊で行われるターマックラリー。ホ

ワイトマン・パークから出発し、カラマンダ、

トゥージェイ、ブルズブルックを経てパース市

内のスーパーステージでゴールする。観戦無料。

www.targawest.com.au

■ Toodyay International Food Festival

８月６日（土）午前９時〜午後５時

Newcastle	Bridge	Park：LOT	240	Stirling	Tce,	

Toodyay

パースの北東約 100km に位置するトゥージェ

イで行われるフードフェスティバル。料理の

デモンストレーションやアイリッシュダンス、

インドネシア文化グループによるパフォーマ

ンスなどもあり。

http://www.toodyay.com

■ Nannup Flower and Garden Festival

８月 18 日（木）〜 21 日（日）

Nannup	Garden	Village：Warren	Rd,	Nannup

パースの南西約 250km に位置するナナップが

「不思議の国のアリス」をテーマに、華麗なディ

スプレイと庭園、イベントで訪問者を不思議

な国へと導く。街に並ぶ何千ものチューリッ

プ、マーケット、キルトの展示会など、街で

のイベントも満載。

■ The Captains Tour

８月 19 日（金）午後７時 30 分

Perth	Concert	Hall：5	St	George's	Trc,	Perth

ベーリング海のカニ漁を描くディスカバリー

チャンネルの人気リアリティ番組「Deadliest	

Catch」（邦題「ベーリング海の一攫千金」）。

出演者のシグ・ハンセン船長とヒルストラン

ド兄弟から、番組では放送されない秘話や、

荒れ狂う海で漁をする男たちの壮絶な体験を

聞くライブショー。

料金：＄69.40 〜＄120

チケット：BOCS

SBS ラジオ日本語放送
（パース 96.9FM）

毎週火曜  午後 10 時〜 11 時

その他

コンサート

シアター

フェスティバル

スポーツ
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TENKADORI YAKITORI RESTAURANT
焼鳥レストラン「天下鳥」
Shop 5/502 Hay St. SUBIACO
(08)9382-2291 www.tenkadori.com.au
備長炭による焼鳥は格別。テイクアウト
も可。定番メニューの他、冬季限定メ
ニューの「鶏鍋」もお楽しみください。

REGENT CAKES
リージェント・ケーキ
10/45 Francis Street, NORTHBRIDGE, WA
☎ 	(08) 9227-8081
元有名ホテル勤務のケーキ職人が腕を振
るう店。人気のアンパンは、早めに買う
ことをお勧め。                        　  水曜定休

LOI'S (Lion Oriental Foods Co.）
	ロイズ (ライオンオリエンタルフーズ）
13 Fitzgerald Street, NORTHBRIDGE
☎ (08) 9228-9898   Fax (08) 9228-8669
日本食品はパース最大の品揃えスーパー。
毎土曜日は日本の食料品とお酒を $10 以
上お買い上げで 10％引き。セール品も要
チェック。日本のビール、酒、焼酎、梅
酒も西豪州最大の品揃え。駐車場完備。

LOI'S Eastern Supermart
	ロイズ	イースタン	スーパーマート
125 Barrack St. Perth / ☎ (08) 9221-1001 
リニューアルオープンしました。記念
セール品を多数揃えてあります。

HELP & HELPER
高齢者・障害者のための生活サポートネット
☎ (08)9293-2224/0410-686-548
日本語によるサポート。家事全般、買い
物、日曜大工、通訳、旅行手配など。
AUS 行政サービスでの経験、介護福祉士
資格 ( 知的及び身体障害を含む）保有。 

NAITO PAINTING
内藤ペインティング
☎ 0417-949-381
塗装の事ならお任せ下さい。大小問わず
お 気 軽 に お 電 話 下 さ い。 見 積 り 無 料。
Reg. No. 3677

Rich & Co.
西田　洋
350 Walcott Street, MT LAWLEY, WA 6050
☎ (08) 9276-7092（自宅 ) / 0413-354-878
nhiroshi1005@hotmail.com　パース在 32 年 。
住 宅 売 買 、借家のご相談承ります。迅速、
誠実、経験豊富。お気軽にどうぞ

ALTITUDE real estate
不動産のことならアルティチュードへ

Suite 6/8 Alvan St. SUBIACO, WA 6008
豊富な経験を生かし 、安心して暮らせる

『住み心地の良い家』をご紹介致します。
皆様に喜んでいただけるよう専心努力を
致します。携帯：0417-273-739
担当：細川貢司　koji@altitudere.com.au

ビジネスクラシファイド
LET'S RELAX MASSAGE in Perth
レッツ・リラックス・マッサージ
125 Barrack St. PERTH, Loi's Supermart 上階
☎ (08) 9221-1001 ストレスにはボディ、
指圧、リフレクソロジー等マッサージを。
経験豊富な日本人セラピスト常駐。飛入
歓迎。$40/30 分、$70/60 分。年中無休。

Satomi Hair on Wheels
サトミ・出張ヘアーサービス
☎ 0415-200-119 / (08) 9227-6629
ヘアーカット、パーマ（＋デジタルパー
マ、ストレート）、カラー（＋ヘナ）
日本の材料を使用しております。
お気軽に御利用下さい。

BILLABONG Backpackers Resort
ビラボン・バックパッカーズ・リゾート
381 Beaufort  Street, HIGHGATE, 6003
☎  (08) 9328-7720    Fax (08) 9328-7721
四ツ星保持。清潔で市内やノースブリッ
ジ近。朝食、出迎え、卓球、プール、バ
レーコート等全て無料。2007 年西豪州ベ
ストバックパッカー受賞。2008 〜 10 年は
３年連続ファイナリスト受賞。１泊 $25 〜

A RAINBOW  LODGE 
レインボー・ロッジ・バックパッカーズ
133 Summers Street, PERTH, WA 6000
☎ (08) 9227-1818 / 0417-927-529  24 時間
朝食、インターネット、ビリヤード、卓
球、駐車場、全て無料。日本人勤務。
１泊 $22 〜。１週間 $139 〜。２時間働い
てくれた方は１泊無料にします。

NORTHBRIDGE ENGINE FIT & AUTO SERVICE
ノースブリッジ	エンジン	フィット	オート	サービス
402 Newcastle St. Northbridge, WA 6003
☎ 0422-237-728  日本語 ／ (08) 9328-9198
熟練の技術と豊富な経験でお客様の大切
なお車のメンテナンス & 一般修理整備を
行っております。牽引車有。日本人経営
お気軽にお問合せ下さい。ゆか

English Lessons Perth WA!
イングリッシュ・レッスン・パース	WA！
Qualifi ed, friendly teachers with
international experience.
Individual Lessons $30 p/hr.
E-mail your interest to:
englishtutor2011@live.com.au
 

RYOKO for Hair
出張ヘアデザイン
☎ 0423-937-192 / ryoko4hair@yahoo.co.jp
パ ー マ、 カ ラ ー、 ヘ ナ、 ウ ェ デ ィ ン グ
ヘアメイク。カット $35 〜。ご予約はお
早めに！営業時間：平日９時半〜３時
予約状況は　http://ryoko4hair.client.jp/
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 　西豪州政府観光局／ W.A. Visitor Centre
    55 William St, Perth W.A. 6000
 　☎ 1300 361 351

 　移民・市民権局／ The Department of   
   Immigration and Citizenship
   836 Wellington Street, West Perth
 　☎ 13 18 81

 　税務署／ Australian Taxation Office
 　45 Francis St., Northbridge W.A. 6003
 　☎ 13 28 61

■ 在豪日本国大使館／ Embassy of Japan, Canberra
 　☎ (02) 6273 3244   www.au.emb-japan.go.jp

■ 在パース日本国総領事館
 　The Consulate-General of Japan in W.A.
 　U22 / Level 2, 111 Colin St
 　West Perth     ☎ (08) 9480 1800
 　www.perth.au.emb-japan.go.jp

■（法）西豪州日本人会
 　Japanese Association of W.A. (Inc.)
　 パース日本商工会議所
 　Japan Chamber of Commerce and 
 　Industry in Perth Inc.
 　☎ (08) 9285 1765
 jccip@iinet.net.au

■（法）西豪州日本クラブ
 　Japan Club of W.A. Inc.
 　Mr. Toshitake Hirose   
 ☎ (08) 9245 4760 / 0451 058 988

■（法）豪日協会
 　Australia - Japan Society (W.A.) Inc.
　 ☎ (08) 9365 7137

■ 社会福祉法人 「サポートネット 虹の会」
 　☎ 0403-530 928 

■  兵庫文化交流センター
 　Hyogo Prefectural  Government Cultural
 Centre
 　☎ (08) 9385 9002

■ パース日本人学校
 　The Japanese School in Perth  ☎ (08) 9285 1758
 　www.japaneseschool.wa.edu.au

■ ジェトロ・シドニー・センター
 　JETRO Sydney  ☎ (02) 9276 0100 

日本関連機関

政府関連機関

■ 緊急電話／ Emergency Calls 000
 ① Fire ( 消防）、Police ( 警察）、Ambulance ( 救急）
 ② 住所と状況を伝える

■ ガス／ Gas　　13 13 52

■ 水道／ Water　 13 13 75

■ 電気／ Electricity　 13 13 51

■ 番号案内／ Directory Assistance
 　豪州国内　12 23 
 　海外　12 25 

■ 電話の故障／ Telephone Faults
 　一般家庭用　　13 22 03
 　業務用　　13 29 99
 　携帯電話　　018 018 111
 　回線不良  （国内）　　11 00
    　             （国際）　　12 21

■ タクシー／ Taxis
 　スワン　　13 13 30
 　ブラック＆ホワイト　　13 10 08

その他

主要機関連絡先 Yellow Pages

     The articles that the Japan Australia News prints are correct at 
the time of printing but please note that there is a possibility that 
information may change after printing. In regard to advertisements 
and articles written by contributors outside of the Japan Australia 
News, the opinions expressed do not necessarily reflect the 
opinions of the Japan Australia News. Reproduction without 
permission of any article, photograph or illustration printed in the 
Japan Australia News is strictly prohibited.
     It is a condition of advertising in the Japan Australia News 
that the advertisement does not breach the Commonwealth 
Trade Practices Act (1974) or Copyright Act (1968), or the 
Western Australian Sale of Goods Act (1895) or Fair Trading 
Act (1987). However, please note that the Japan Australia News 
does not guarantee the absence of breaches or the reliability 
of advertisements, nor does it accept responsibility for such 
breaches.

お　こ　と　わ　り
　弊社では、本紙掲載記事の正確さに万全を期しており
ますが、掲載後にデータや情報が変更になる場合もござ
いますのでご了承ください。また、広告、社外寄稿者の
記事に関しては、必ずしも社の見解を反映した内容では
ないことをお断りいたします。
　なお、掲載記事、写真、図版の無断転載を禁じます。
　掲載の広告内容は連邦公正取引法（1974 年）または
著作権法（1987 年）、西オーストラリア州商品販売法
（1895 年）または公正取引法（1987 年）、およびこれら
の法律に類似する法律の規定に違反するものではないこ
とを条件にしていますが、広告の内容や信憑性に関して
の責任は負いかねますのでご了承ください。

編集長 高橋　隆幸

Chief Editor Takayuki TAKAHASHI

翻訳 スティックランド

Translator リヨーニ・レイ
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 Nick JOHN

編集顧問    徳島 和内
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GoForward Australia-Japan Pty Ltd
PO Box 403 Osborne Park
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TEL :1300 551 246

FAX : (+61 8) 9207 2523
info@janews.com.au
www.janews.com.au

JA NEWS 2011 年９月号は、８月 31 日 ( 水 ) 発行の予定です。
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※毎月末日発行を予定しておりますが、配送の都合により多少遅れる場合もあります。各所配布部数には限りがあります。確実に入手なさりたい方は定期発送お申し込みをお勧めします（P 17 参照）。

JA NEWS　主要配布スポット
■ Murdoch 
Murdoch University (Japanese 
  Department)
■ Myaree 
Hanaro Mart
Perth Kimchi
Yee Seng Oriental Supermarket
■ Nedlands 
Kido Restaurant
Kongs Oriental Store
Sunazuka Perth Holistic Acupuncture
■ Northbridge 
Arigataya
Central TAFE
Lion Oriental Foods
MC Beauty
Regent Cakes
Tansawa-Tei Restaurant
■ Perth
Billabong Backpackers Resort
Blue Tourist & Student Centre
hair plus 
H.I.S.
Jaws Mint Restaurant
Loi's
Macs Link
Maruyu

■ Welshpool 
Meijin Garage
■ West Perth
Consulate-General of Japan
■ Whitford
Kobe Sushi
■ Winthrop
City Travel Centre
Sakura Japanese Foods
■ Yokine
Aoi Japan

                                                   （順不同）

Matsuri Restaurant
Milner English College
Nao Japanese Restaurant
Nichigo Centre
Nihongo Iryou Centre 
Rainbow Lodge
Restaurant Jun
TAKA'S Kitchen
WA Tourist Centre
Zensaki Restaurant
■ Rockingham
Regional Campus Community Library
■ Shelly
Kahmon Restaurant
■ Subiaco
Brilliant Hair
Green Tea House
Nippon Food Supplies
Moisteane
Tenkadori
Toraya Restaurant
Zen Restaurant
■ Victoria Park
Japanese Cafe Ulara
Inter Continental Perth Burswood
■ Vines
The Vines Resort & Country Club

■ Albany
Albany Public Library
■ Applecross
Ohnamiya
■ Bassendean
Suisen
■ Bunbury
International College of English
Kokoro Japanese Restaurant
■ Beaconsfield
Challenger TAFE
■ Bentley
Curtin University (Japanese Department)
Curtin University (ELICOS)
POLYTECHNIC WEST
■ City Beach
Hyogo Cultural Centre
Japanese School in Perth
The Weekend Japanese School
■ Claremont
Methodist Ladies College
Sado Restaurant
■ Crawley
University of Western Australia
 (Asian Studies)
■ East Perth
Chanterelle at Jessica's

Hyatt Hotel
Perth Ambassador Hotel
■ East Victoria Park
Senoji Japanese Restaurant
Restaurant Ninniku Jip
■ Fremantle 
Fremantle Library
Fremantle Tourist Information
Oceans Restaurant
Taka's Kitchen
■ Innaloo 
Sasuke Take Away Food
■ Joondalup 
Joondalup Library
■ Leederville 
LUNA Cinema
School of Isolated and Distance
  Education
■ Mandurah 
Mandurah Library
■ Morley 
Dome Galleria
Sushi - Don
■ Mt Lawley
ZAKKA BOX
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パースのパソコン相談所＊日本語で対応

http://perth-pc.com/　℡ 0430-115-911

電話、メールでお問い合わせください。

********************************************************

オーストラリア・シドニー発

TEL	:	02-9909-0111		FAX	:	02-9909-0888

info@wjenta.com

www.wjenta.com

マッサージセラピスト募集

Chatswood にあるWaraku	Health	Care	&	

Massage ではスタッフを募集中です。

HP	:	waraku.com.au	

SMS	0420	944	818	Tom まで

********************************************************

調理人 2 名募集

マンリービーチ近く、長期勤務可能な方で

料理大好き人間求む。調理レッスン有。

履歴書送付先 :	Samcon	P/L		1	Huddart	Ave.	

Normanhurst		NSW		2076			

Email:	tatsuroyammy@yahoo.co.jp		

Phone	0407	247	888	( 山内 )

********************************************************

Groomer 募集

Bondi	Salon	 looking	for	Groomer	with	experi-

ence	for	full	time	&	part	time.	

Call	02-9130-1911	or	0424	25	9462	Rosario

********************************************************

美容師さんの募集

Japanese	Hair	Salon	Takeshi&Team

スタッフを募集しています。ワーキングホ

リデー・学生ビザの方も大歓迎です。

シドニーで経験のある美容師さん優遇しま

す。履歴書（日本語OK!）簡単な自己アピー

ルをまずは E-mail で、ご連絡ください。

E-mail:	hairsalontakeshi@yahoo.co.jp

住 所 :	City	mark	 level1	shop	F1A,	683-689	

George	St	NSW	2000

********************************************************

歯科助手募集

経験のある歯科助手募集中。学生・永住ビ

ザの方ご連絡下さい。☎ 02-9252-5888

********************************************************

ニュートラルベイ Kai Sydney

レストランスタッフ大募集

Kai	Sydney レストランではキッチン、ホー

ルスタッフを大募集しています。一緒に楽

しいお店を作りましょう。☎ 0437	272	401

Mail:kakinuma@iinet.net.au かきぬままで

********************************************************

キッチン、ホールスタッフ募集 !

ニュートラルベイの「スシトレイン」では

キッチン & ホールスタッフを募集していま

す。一緒に頑張りたいという方、ご連絡く

ださい。02-9908-8891 まで。

********************************************************

キッチン、ホールスタッフ募集 !

ニュートラルベイにある「スシサムライ」

ではキッチン & ホールスタッフを募集中で

す。お気軽にお問い合わせください。

☎ 02-9953-4059 まで。

ENGLISH	LESSONS	英会話クラス

37	Barrack	Street,	PERTH

☎	0407-426-628　	スピーキングとヒア

リング中心で少人数制クラス。教師は皆、

経験豊かなネイティブ。90 分＄22.50 〜。

特殊コース（発音、IELTS、FCE、家庭訪問

レッスン）可能。無料体験レッスン実施。

月〜土無料英会話２時間と聖書 30 分

www.freeenglishclasses.org	City クラス

パース日本語キリスト教会　冠婚葬祭も

日曜集会午後 1:00 〜　どなたでもどうぞ

☎ 0413-243-065 ／ 9448-8755　ヤング迄

********************************************************

女声合唱団	The	Milky	Way	メンバー募集中

懇切丁寧な指導＋笑い＋楽しいティータイ

ム有り。初心者歓迎！不定期参加もＯＫ。

随時見学受付

場所：101	Kimbery	St,	West	Leederville	

(Church)	時間：毎週金曜日、11am〜 1pm

連絡先：☎ 0401-328-965

********************************************************

”クアイア	さくら”　団員募集

20 年以上の歴史ある日本人合唱団

日本語が読めればOK

日時：毎週水曜日、10am〜 12pm

於：Hollywood	Bowling	Club,	Club	House

会費：月 10 ドル　（お茶代を含む）

お問い合わせ先：祐子（0417-179-079）

********************************************************

熱い！シングルス専門テニスサークル

J	Tennis	中 / 上級〜	シティ近郊土曜 AM

ヒロまで	hmatsuo33@yahoo.co.jp

********************************************************

ＴＯＹＯＫＯ’Ｓ　Hair	in	Carlisle

☎ 0448-610-963				tadatoyo@gmail.com

カット、カラー、パーマ、縮毛矯正、

ヘアーセット、着付けなど、出張も可能

なのでお気軽にお問合せ下さい。

********************************************************

美季美容室　chiemipoh@yahoo.co.jp

日本の TV、DVDを見ながらヘアカット

email で料金表、各種 info 送ります

8月の休み：7〜 21 日、水 &日　チエミ

********************************************************

学割サービス始めました。月、水、木曜

にご来店の学生さんは全品 20％引きにし

ます。ＩＤを確認させていただきます。

********************************************************

直ジャパニーズレストラン
117	Murray	St.	Perth　

★お休みのお知らせ★

当店は 8 月 19 日（金）から 28 日（日）ま

でお休みを頂きます。ご愛顧頂いている皆

さまにご迷惑をおかけしますことをお詫び

し、ご理解頂けますようお願い致します。

29 日（月）より通常営業致しますので、

今後ともご愛顧のほどよろしくお願い致し

ます。phone	:	9325-2090

www.naojapaneserestaurant.com.au

スタッフ募集！
３か月から６か月間フルタイムで働ける

ホールスタッフ及びキッチンハンド。

パートタイムも常時募集しています。

祭レストラン　☎（08）	9322-7737

松島、吉田まで☎	 0411-881-715	

*****************************************************

スタッフ募集！
調理助手 or 経験者（永住者優遇）

タカズ・キッチン

フリーマントル店		☎ 9335-7676 火〜日

シャフトレーン店		☎ 9324-1234 月〜土

バラック店													☎ 9221-4771 月〜土

*****************************************************

シェフ（和食経験者）、キッチンハンド、

フロア担当を求めています。お気軽に。

SADO	ISLAND	RESTAURANT

Claremont		☎ 0417-988-064	野村まで

********************************************************

キッチンハンド募集！長期働ける方、永

住者優遇。Innaloo の Bunnings 向かい。

Sasuke	Japanese	Takeaway	☎ 9445-7831

********************************************************

NINE	FINE	FOODスタッフ募集

シェフ、キッチンハンド、フロアスタ

ッフ。経験者、永住者優遇、要英語力。

夜ディナーのシフトのみ。Highgate/

Mt	Lawley エリア	(Hyde	Park	近辺 )

ninefinefood@hotmail.com

☎ 9227-9999	タイスケ

( 午後２時〜５時の間にお電話下さい )

ランチタイム・スタッフ募集

（月〜金、朝〜昼すぎ）

☎ 044-880-3332	わさび	(Woodside)

********************************************************

JUN	PACIFIC	CORPORATION パース支店

職種：営業職（日本食品輸入販売）

応募資格：社会人経験があり責任を持っ

て業務に携われる方、永住権保持者、

要運転免許。

勤務地：10A	Karratha	St	Welshpool	WA

E-mail	kazuhiro_fukuda@junpacific.com

TEL	(08)	9356-9777　担当：福田

********************************************************

ホール、シェフ、キッチン等スタッフ募

集中。未経験者可。ビザスポンサー制度

有。経歴書を以下までお送り下さい。

taiki003@cronos.ocn.ne.jp

62	Roe	St	Northbridge	WA	6003

☎ (08)	9227	7901

********************************************************

■	JA	NEWS	営業担当募集	■

広告セールス及び PRをお手伝いいただ

ける方。未経験者でもやる気があれば大

丈夫。以下まで経歴書をお送りください。

info@janews.com.au

********************************************************

■	JA	NEWS	配達スタッフ募集	■

詳細はメールにてお問い合わせください。

info@janews.com.au

求　人

LASSIFIEDS クラシファイドC
教えます

その他
NSW 州　求人

＜週刊ジェンタより＞
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Overview
Developments over the Fukushima Daiichi 
Nuclear Power Plant Accident

On the afternoon of July 2, the Tokyo Electric 
Power Company (TEPCO) announced that it 
had started full-scale operation of “circulating 
injection cooling,” which purifies highly 
contaminated radioactive water accumulated 
in the premises of the Fukushima Daiichi 
Nuclear Power Plant (NPP) to reuse it for 
cooling the reactors down. The circulating-
injection system started on June 27, but, as the 
amount of processed water was not enough, the 
plant operator had been forced to continue its 
traditional way of using fresh water to cool the 
reactors at the same time. It had been estimated 
that a part of the injected water which had got 
contaminated was leaking into the basements 
of the reactor buildings, but the complete shift 
to circulating injection cooling has made it 
possible to cool the reactors down without 
increasing the volume of contaminated water. 
TEPCO regards the start of the circulating-
injection system as an important step toward 
achieving the “stable cooling of the reactors” by 
July 17, the “Step 1” of its roadmap for bringing 
the accident at the Fukushima Daiichi NPP 
under control.

On July 2, TEPCO provided footage showing 
Warrior (robot by an American company, 
iRobot Corporation) vacuuming off sand and 
dust from the fl oor of the Unit 3 reactor building 
in the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
(NPP) with an installed cleaner on the day 
before. To prevent another hydrogen explosion, 
TEPCO is also proceeding with preparations 
for nitrogen injection into the reactors of Units 
1, 2 and 3. Nitrogen injection has already been 
carried out in Units 1 and 2, but not yet in Unit 
3 because of the existence of some spots with a 
high radiation dose in its reactor building. The 
challenge was to clean up the dust on the fl oor, 
which was suspected as the higher radiation 
source. On July 4, TEPCO announced that it 
had laid steel sheeting on the fl oor of the Unit 3 
reactor building to block out radiation. On July 
6, TEPCO also measured the radiation dose 
in the reactor building using Warrior again. If 
confi rmed that the radiation dose has decreased 
enough to permit access to workers, the 
company will start nitrogen injection as early as 
July 7.

Electricity-saving Summer Starts
On July 1, the government imposed an 

ordinance on large electricity users in the 
service areas of TEPCO and the Tohoku Electric 
Power Co., Inc. for the first time in 37 years 
since 1974, when Japan experienced the first 
oil crisis. As high summer is approaching, this 
is a measure to cope with electricity shortages 
caused by the Great East Japan Earthquake and 
the ensuing nuclear accident. The ordinance 
requires large-scale users to consume as much 
as 15 percent less electricity than a year ago 
from 9 a.m. to 8 p.m. on weekdays. Intentional 
violators will be fined up to one million yen. 
The ordinance will be effective until September 
22 in TEPCO’s service area and September 
9 in the Tohoku Electric service area. The 
government is also urging small-scale users and 
households to strive voluntarily to achieve the 
15%-reduction goal.

Since the ordinance has come into effect, 
various serious efforts have also been made to 
avoid the peak hours of electricity use. Since 

Overview
Four Months Have Passed since the Great 
East Japan Earthquake

On July 11, four months after the Great East 
Japan Earthquake, memorial events for the 
victims of the disaster were held in many of 
the disaster-hit areas; in Sendai City, Miyagi 
Prefecture, about 1,200 bereaved families and 
others attended a memorial service sponsored 
by the city. According to the National Police 
Agency, as of July 11, the disaster had left as 
many as 15,550 persons dead and 5,344 still 
missing. The Cabinet Office announced that 
as of June 30, the number of evacuees across 
Japan was 99,236.

In the disaster-afflicted Iwate, Miyagi and 
Fukushima Prefectures, only about 34% of 
the debris has been removed. A huge amount 
of debris, therefore, still has to be removed on 
the way toward full-scale rehabilitation. On 
the other hand, as of July 8, 37,000 temporary 
houses had been completed and about 10,500 
more were under construction, while a total 

Overview of and Recovery from the 
Great East Japan Earthquake
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the beginning of July, big car makers have 
been shifting weekend operations to weekdays. 
As the shifting inevitably involves subordinate 
par t s -makers ,  the  Japan  Automobi le 
Manufacturers Association, Inc. says that 
about 800,000 people will be involved. The 
Ministry of the Environment since July has 
introduced a rotating holiday system where 
the bureaus in turn take holidays on weekdays 
and work on Saturdays. Besides that, Sony 
Corporation and other big fi rms as well as the 
Tokyo Metropolitan government have already 
advanced the beginning of working hours to 
avoid the peak hours.

As a result of such efforts, on July 1, the fi rst 
day of the implementation of the ordinance, 
use of electricity was greatly reduced in the 
service areas of TEPCO and Tohoku Electric. 
Compared with last summer, the maximum 
electricity use on July 1 was reduced by 30.5% 
in TEPCO’s service area, and 32.8% in Tohoku 
Electric’s, both far exceeding the 15% goal.

Road to Recovery
Cabinet Approves Second Supplementary 
Budget

On July 5, at its Cabinet meeting, the 
government approved a second supplementary 
budget bill for FY 2011. The budget, totaling 
1,998,800 million yen, includes a cost for 
dealing with the Fukushima nuclear accident 
and another for dealing with the “double-debt” 
problem of many of the disaster victims. In 
terms of the nuclear accident, an amount of 
96,200 million yen is set aside for a “Health 
Fund for Nuclear Accident Victims and 
Children (provisional translation),” which 
will be established by Fukushima prefecture 
to reduce radiation doses on the school routes 
and also to lend dosimeters to households 
with children and/or pregnant women. This 
second supplementary budget is regarded as a 
precursor of a comprehensive reconstruction 
budget. The budget for comprehensive 
reconstruction measures will be incorporated in 
a third supplementary budget or later ones. The 
government intends to enact the bill within this 
month.

of 50,583 temporary houses were needed in 
seven prefectures including the three mentioned 
above.

Progress Status of the Roadmap towards 
Restoration from the Accident at Fukushima 
Daiichi Nuclear Power Plant (NPP)

On July 19, the government and the Tokyo 
Electric Power Company (TEPCO) evaluated 
the “first step,” which covers the first three 
months of the two-stage roadmap which 
TEPCO announced on April 17 for controlling 
the Fukushima Daiichi NPP accident, and also 
announced a revised version of the “second 
step” and thereafter. In terms of the “fi rst step,” 
the evaluation said that the goal of the “first 
step,” i.e. stable cooling of the reactors, has 
been almost attained because the circulating-
injection cooling system, where radioactive 
water was used to cool the reactors down, was 
working and also because a hydrogen explosion 
is avoided by injecting nitrogen gas into the 
primary containment vessels. The “second 
step” is intended to put the reactors into a 
cold shutdown condition by January 2012 at 
the latest and then to treat the contaminated 
water. The revised “second step” defined the 
cold shutdown condition as “the temperature 
of the reactor pressure vessel bottom is below 
100 degrees Celsius, and the radiation doses 
around the Fukushima Daiichi NPP are less 
than one millisievert per year.” As a mid-term 
task covering about three years, the roadmap 
incorporated starting the removal of spent 
fuel rods from the temporary storage pools 
and setting up underground walls to prevent 
contaminated water from seeping out into the 
sea.

As to whether the categories “No-entry 
Zone,” or the areas within a 20-km radius of 
the plant, and “Planned Evacuation Area,” an 
area which, though outside the 20-km radius of 
the plant, has rather high radiation doses, will 
be lifted, the government will decide after the 
“second step” is accomplished.

Road to Recovery
Fish Catch Landed at Ishinomaki Port after 
Four-Month Lull

Before 6 a.m. on July 12, fi sh catch landing 
was resumed for the first time in four months 
at the fish market of Ishinomaki City, Miyagi 
Prefecture, which boasts the third biggest fish 
landing in Japan. On this day, 31 tons of fish 
were landed by 10 squid fishing and other 
vessels. Ishinomaki Mayor Hiroshi Kameyama 
said in his congratulatory remarks, “The 
resumption of landing launches Ishinomaki’s 
restoration and reconstruction.”

Different Uniforms but One in Spirit
On July 13, the competition in Fukushima 

Prefecture of the 93rd National High School 
Baseball Championship, known as “Summer 
Koshien” and participated in by more than 
4,000 high schools throughout Japan, started 
at the Kaiseizan Stadium in Koriyama City. 
Eighty seven teams (89 schools) including Soso 
Rengo comprising three prefectural schools 
(Futabashoyo High School, Tomioka High 
School and Soma Agricultural High School) 
which are located within a 30-km radius of 
the Fukushima Daiichi NPP, are now fi ghting 
in heated competition. At the Fukushima 
competition, radiation doses in the stadium are 
to be measured early in the morning of the day 
of the games, which will be postponed if the 
reading rises above 3.8 microsievert per hour.

Tohoku Rokkon Sai Festival; More People 
than Expected

On July 16 and 17 in Sendai, the Tohoku 
Rokkon Sai festival was held. With a theme 
of praying for the repose of the victims of 
the March 11 Great East Japan Earthquake 
and tsunami and of rehabilitating the Tohoku 
region, this festival, which was addressed 
by Mr. Hiroshi Shikanai, Mayor of Aomori 
City, featured the leading summer festivals of 
the six prefectures in the region. On July 17, 
ambassadors and ministers of eight countries 
including Thailand and Turkey which had sent 
relief teams to disaster-hit areas paid a visit to 
the Rokkon Sai. The executive committee of 
the festival had expected 100,000 visitors in 
two days, but actually 133,000 people came on 
July 16 and 233,300 on July 17, far exceeding 
the committee’s expectation so that a part of the 
program could not be carried out. Ms. Emiko 
Okuyama, Mayor of Sendai City, commented, 
“I was so moved to learn that many people 
have a strong feeling to support Tohoku.”

Nadeshiko Japan Won First Women’s World 
Cup

On July 17 (Japan time: early morning of 
July 18) in Frankfurt, Germany, Nadeshiko 
Japan, Japan’s national women’s soccer team, 
won the Women’s World Cup for the first 
time, beating the United States in the final. 
Ms. Homare Sawa, Captain, won the Golden 
Boot Award with five goals and was named 
MVP. On July 18, Prime Minister Naoto Kan 
said, “Thank you for the greatest gift to all 
the Japanese people, especially those in the 
disaster-devastated areas.”

(Copyright 2011 Foreign Press Center / Japan)



(21)

 The Japan Australia News August 2011

ティーガン・チャブ
　2005 年から２年間、JET プログラムの
CIR（国際交流員）として大阪市国際交流課
に勤務。西オーストラリア州パース在住。

　子供のころドレス・アップが大好きだっ

た。たぶんほとんどの女の子は、お姫様や

ロック・スター、看護師さんなどなどのコ

スチュームや、大人の服を着て遊ぶのが好

き。特にちっちゃい女の子は、お母さんの

ヒールを履いて歩いてみたりするのが好き

だよね！　しかし子供の時は、将来これが

どんなプレッシャーになるのか分かってい

ない。

　最近、生まれて初めて足専門のお医者さ

んに診てもらった。なぜなら足の裏に丸く

固い部分ができて、それが何なのか分から

なかったから。すると、「あ、これ、ただ

の魚の目だよ。すぐ治る」と言われた。魚

の目なんてお年寄りにしかできないと思っ

ていたから、びっくりした。でもお医者さ

んがそうではない、私ぐらいの年の人によ

くあると言う。何で魚の目ができたのか聞

くと、「この場所だとヒールの履き過ぎだ、

きっと」と。

　えっ、何？　ヒールを履くだけでこんな

ことになるの ?!　知らなかった。最近、私

も年を取ったなあとつくづく思う。年を取

るにつれて、だんだんと体のいろいろな部

分が壊れていくような気がする。みんなも

そうだと思うけど、この先が怖い！

　年のせいもあるかもしれないけど、女性

のファッションも体に悪いみたい。あるも

のを着たり履いたりしたら健康に良くない

のに、それが流行（はや）りだから身に着

けるなんて、人間って変だね。

　まずはヒール。可愛（かわい）いけど、

今言ったように足に悪い。痛くなることが

よくあるし、危ない。何かあった時でも、

走って逃げられない。なのに何となく履く

し、職場ではヒールのある靴を履くのがマ

ナーという考えが刷り込まれているという

か、それが習慣になっている。それに、めっ

ちゃ可愛いヒールがもう数え切れないぐら

いあるのだから、履きたいに決まってる！

　それから服。パースは他の場所と比べた

ら暖かくても、真冬の早朝出勤は意外と寒

い！　昼までに結構暖かくなるにしても、

朝出かける時は暖かい服が必要。しかし一

般に女性は男性より寒がりなのに、女性の

冬服は男性のより暖かくない。何でだろ

う？　薄いほうがセクシーとか？　でもシ

ティーで寒そうに歩いている女性は、あま

りセクシーじゃないような気がする…。男

性がコートを貸してくれるから？　パース

にはそんなジェントルマンが少ないから、

そういう理由でもないと思う…。じゃあ何

でだろう？　よく分からない。

　女性服が複雑なのも困る。男性の服は簡

単。シャツ、ずぼん、時にはネクタイや

ジャケット――終わり。しかし女性の服は

形・種類・長さ・色・柄などなど、いろい

ろと複雑だ。ショッピング・センターに行っ

てよく見ると、レディース服の店がメンズ

服の店の４倍ぐらいある。それに、シンプ

ルなものが買いたくても買えない。どうい

うわけかどんな服にも花、ハートやら星な

Tegan's "Nandeyanen" in Perth Part 71 Tegan Chubb
第 71 便

ティーガンの
こんなことあってん！！

ティーガン・チャブ

I loved playing dress ups when I was 
little, just as most little girls love to dress as 
princesses, rock stars and nurses etc. One thing 
that little girls love to do is to put on their 
mum’s high heels and parade around. But of 

ど、何かの飾りが必ず付いている。今流行っ

ているのじゃない服が欲しいと思っても、

パースのお店では買えない。

　そして結構腹が立つのは、女性の服にポ

ケットがないこと！

　服にポケットがないからバッグを使わな

いといけない。だけど昼間持ち歩く仕事用

のバッグはよくても、夜のお出かけ用のク

ラッチバッグは小さ過ぎて、今の女の子に

必要なもの全部は入らない。女の子は誰で

も、出かける時に携帯、財布、お家や車の鍵、

リップ、時にはカメラぐらいは持っていく

と思う。これぐらいは入れられたら嬉しい

のに、たいていのクラッチは小さくて無

理。もっと小さいカメラ付きの携帯を買っ

たり、財布はやめて必要な分のお金と銀行

カードだけにしたりと、いろいろ工夫はし

てみるけど、やっぱり小さ過ぎて困る。

　現代の女性はいったい、どうしたらいい

んだろう？

　こんな文句ばかり言っていると、私は

ファッションが嫌いな女性だと思われる

かもしれないけど、そんなことはない。

本当は女性の服、バッグ、ヒール、アク

セサリー――全部大好き！　ただ、やや

こし過ぎるから、たまには男性みたいに

ジーンズとＴシャツを可愛く着れたらい

いのにな〜と思う。

　しかし、それは楽しくないな！

　 こ の 欄 へ の 感 想 な ど、 読 者 の 方 か ら

ティーガンへのメッセージを募集していま

す。teganjanews@gmail.com までメールをお

送りください。日本語でも英語でも OK で

す。ご感想を楽しみにしております！

course as children, we’re not 
aware of the pressures that 
will be on us as we grow up.

R e c e n t l y  I  h a d  a n 
a p p o i n t m e n t  w i t h  a 
podiatrist for the first time 
in my life. I had developed 
a round little hard patch of 
skin on the sole of my foot, 
and didn’t understand what 
it was. When the podiatrist 
saw it, she explained “Oh 
that , that’s just a corn. 
We’ll soon get rid of it”. 
I had always thought that 
corns were only things that 
plagued the elderly, so was 
really surprised to hear that. 
But she told me that they’re 
actual ly qui te common 
in people around my age. 
When I asked what caused 
them to appear, she said 
that it was most likely from 
wearing high heels a lot.

Huh? Say again? This 
happens just from wearing heels?! I had no 
idea. Recently I really feel like I am getting 
old. The older I get, it seems that various parts 
of my body are starting to fall apart. I guess 
everyone is the same, but it’s quite scary!

Even so, it would appear that women’s 
fashion is bad for our health. Even though we 
know that something is bad for us, we still 
go ahead and wear it anyway. Aren’t humans 
strange?

To begin with, high heels. They look 
nice, but as I have just mentioned, they’re 
bad for your feet. They often hurt, and can 
be dangerous. If there is an emergency or 
something happens, you can’t run very fast in 
heels. But for some reason we keep wearing 
them, and they are even the accepted standard 
dress for women at work. But still, there are 
so many gorgeous heels around, of course we 
want to wear all of them!

Next is clothes. Despite Perth being a 
comparatively warm city, the trip to work early 
in the morning in the middle of winter can be 
very chilly! It does warm up by midday, but 
you still need warm clothes when going outside 

in the morning. Although women tend to feel 
the cold more than men, our winter clothing is 
not as warm. I wonder why that is? Could it be 
because thinner fabric is sexier? But I wouldn’t 
think that a woman who looks like she’s 
freezing is very sexy… Could it be so that a 
man can be chivalrous and lend a woman his 
coat? But there aren’t that many gentlemen in 
Perth, so I don’t think that’s it either. So, why? 
I really don’t understand.

Women’s clothing also tends to be so 
complicated. Dressing for men is easy: shirt, 
pants, plus sometimes a tie and/or jacket. Not 
so for women, who have to choose between 
different shapes, styles, lengths, colours, 
patterns etc. There’s so much to choose from. 
If you visit a shopping centre, there are always 
about 4 times as many women’s clothing 
stores as there are men’s. It’s impossible to 
buy something simple. For some reason, 
there is always a flower, or a heart or a star, or 
something to “dress the piece up”. If you want 
to buy anything other than what is in style at 
the moment, you won’t be able to in Perth 
shops.

My last gripe is that there are no pockets in 
women’s clothing!

As there are no pockets, we have to use a 
bag. Now it may be fine to use a big work bag 
to put everything in during the day, but a clutch 
for night just doesn’t fit all of the things that a 
modern woman needs. For example her phone, 
purse, house and car keys, lipstick, maybe a 
camera etc… These things are essential. If 
only they fit, but most clutch purses won’t hold 
them. There are various ways to get around 
this, such as buying a phone with a camera, 
only taking the necessary cash and cards rather 
than the whole purse etc. But without doing 
this, things simply won’t fit.

 So what are modern women supposed to 
do?

 My complaining so much about this topic 
must make it seem that I hate fashion, but 
that’s actually not the case. The truth is, I love 
women’s clothing, bags, heels and accessories! 
It’s just that every now and then when it can 
feel a bit complicated, I wish that I could just 
look nice in jeans and a T shirt… like a man.

 But that wouldn’t be any fun at all, would it!

I’m inviting comment from readers of JA 
NEWS to let me know directly what you think. 
You can contact me on teganjanews@gmail.
com. I look forward to hearing from you!
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ま
た
、
教
え
て
あ
げ
る
と
い
う
傲

慢
（
ご
う
ま
ん
）
に
陥
る
こ
と
な
く
、

プ
ロ
の
教
師
と
し
て
、
一
緒
に
、
勉

強
し
、
互
い
の
成
長
を
喜
べ
る
心
を

持
ち
続
け
た
い
。
こ
れ
ま
で
勉
強
し

て
得
た
知
識
や
、
長
い
人
生
体
験
も

生
か
し
て
い
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

教
師
養
成
講
座
で
受
け
た
教
え
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、「
日
本
語
教
育

は
、
ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
、「
教
師
力

と
は
、最
終
的
に
は
人
間
力
だ
」
は
、

心
に
強
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
胸
に
秘
め
、
自
覚
を
持
っ
て

自
分
の
仕
事
に
立
ち
向
か
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

蒲
生	

輝
（
が
も
う
・
て
る
）

　
１
９
４
４
年	

長
野
県
生
ま
れ
。
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
。

政
治
、
比
較
文
化
、
歴
史
、
旅
行
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
冊
の

著
書
が
あ
る
。
現
在
、
千
葉
日
報
に
文

化
時
評
コ
ラ
ム
を
連
載
中
。

Columnist	and	 freelance	writer	Teru	GAMO	has	
published	16	books	in	such	varied	genres	as	politics,	
comparative	culture,	history	and	 travel.	He	currently	
contributes	a	culture	and	current	affairs	column	 to	a	
daily	newspaper,	Chiba	Nippo.

　
第
二
の
人
生
、
と
よ
く
言
う
が
、

私
が
関
係
し
た
エ
ッ
セ
イ
・
サ
ー
ク

ル
の
一
員
に
、
定
年
を
過
ぎ
て
か
ら

日
本
語
教
師
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

方
が
い
る
。
決
し
て
順
風
で
は
な

か
っ
た
そ
の
体
験
は
、
多
く
の
方
に

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

こ
に
転
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の

方
は
、
元
農
林
水
産
官
僚
の
岡
勝
さ

ん
。
古
希
を
過
ぎ
て
も
溌
剌
（
は
つ

ら
つ
）
と
し
、
意
欲
的
に
、
あ
れ
こ

れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
ら
れ
る
。

　
今
日
、
普
通
の
日
本
人
に
と
っ

て
、
日
本
語
を
話
し
、
聞
き
、
読

み
そ
し
て
書
く
こ
と
は
、
上
手
（
う

ま
）
い
下
手
を
別
に
す
れ
ば
誰
で

も
で
き
る
。
３
歳
に
な
る
孫
娘
も
、

こ
の
１
年
く
ら
い
よ
く
し
ゃ
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
周
り
の
大
人
の
言

葉
を
聞
い
て
す
ぐ
に
覚
え
て
し
ま

う
よ
う
で
、
年
不
相
応
な
敬
語
も
操

り
、
大
人
顔
負
け
の
お
し
ゃ
べ
り
も

し
て
い
る
。

　
母
国
語
以
外
の
第
二
言
語
と
な

る
と
事
情
は
違
う
。
わ
が
身
を
振
り

返
っ
て
、
英
語
の
習
得
は
ど
う
だ
っ

た
か
。
中
学
、
高
校
、
大
学
と
10
年

近
く
勉
強
し
た
が
、
文
法
な
ど
は
解

（
わ
か
）
っ
て
も
、
思
っ
た
こ
と
を

口
か
ら
出
す
の
に
ひ
と
苦
労
で
あ

り
、
ま
し
て
聞
く
ほ
う
は
も
っ
と
難

し
い
。

　
そ
れ
で
も
、
仕
事
で
鍛
え
ら
れ
た

お
か
げ
で
、
外
国
に
行
っ
て
も
自

分
の
頭
の
ハ
エ
は
追
え
る
が
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
話
の
輪
に
は
と
て
も

入
っ
て
い
け
な
い
。

　
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
は
こ
の

真
逆
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
に
対

し
て
日
本
語
は
第
二
か
第
三
言
語

と
な
る
。
そ
の
人
た
ち
の
日
本
語
の

勉
強
は
、
大
変
で
あ
る
こ
と
は
容
易

に
推
察
で
き
る
。
そ
れ
を
お
手
伝

い
す
る
日
本
語
教
師
を
目
指
し
て
、

こ
の
１
年
半
、
頑
張
っ
て
き
た
。

　
昨
年
春
か
ら
は
日
本
語
教
師
養

成
講
座
に
、
半
年
間
、
土
日
を
除

い
て
毎
日
通
い
、
勉
強
し
た
。
楽

し
か
っ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
苦
労
話

も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
何
と
か
修

了
し
、
念
願
の
日
本
語
教
育
能
力

検
定
試
験
に
も
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

教
師
力
と
は
人
間
力
だ

　
日
本
語
教
師
に
な
ろ
う
と
発
心

し
た
の
は
、
定
年
を
迎
え
る
前
後
の

こ
と
。

　
そ
し
て
平
成
21
年
に
、
日
本
語

教
育
能
力
検
定
試
験
に
臨
ん
だ
が
、

あ
え
な
く
不
合
格
。
過
去
問
を
中
心

に
独
学
で
１
年
勉
強
し
た
の
だ
が
、

準
備
不
足
は
否
め
な
い
。

　
他
方
、
目
黒
区
主
催
の
日
本
語
教

授
法
を
受
講
し
て
、
22
年
１
月
か
ら

あ
る
日
本
語
教
室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
日

本
語
教
師
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
担
当
し
て
み
て
、
自

分
の
未
熟
さ
に
改
め
て
気
づ
き
、
教

師
養
成
講
座
に
通
う
こ
と
に
し
た
。

数
校
を
訪
問
し
た
結
果
、
千
駄
ヶ
谷

日
本
語
研
究
所
が
一
番
頼
も
し
く

感
じ
ら
れ
、
４
月
か
ら
６
カ
月
間
こ

こ
で
勉
強
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
知

識
が
整
理
さ
れ
、
熱
砂
が
水
を
吸

い
込
む
よ
う
に
理
解
で
き
た
。
講

師
の
示
唆
に
し
た
が
い
週
に
数
回
、

授
業
ノ
ー
ト
と
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を

も
と
に
、
ま
と
め
ノ
ー
ト
を
作
成
。

自
ら
の
考
え
で
ま
と
め
、
記
述
す
る

こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
、
し
っ
か
り

記
憶
で
き
る
。
そ
う
感
じ
コ
ツ
コ
ツ

と
続
け
た
。

　
検
定
試
験
に
合
格
し
て
も
、
こ
れ

は
、
日
本
語
教
師
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
よ
う
や
く
立
て
た
だ
け
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
が
日
本

語
の
教
師
と
し
て
の
本
番
で
あ
り
、

少
し
ば
か
り
の
自
信
を
持
っ
て
日

本
語
学
習
者
の
お
手
伝
い
を
で
き

る
喜
び
を
実
感
し
て
い
る
昨
今
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
11
年
１
月
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
教
室
で
担

当
ク
ラ
ス
の
授
業
に
新
た
な
気
持

ち
で
臨
ん
で
い
る
。
と
り
あ
え
ず
、

楽
し
く
勉
強
で
き
る
よ
う
計
画
を

立
て
、
笑
顔
で
授
業
す
る
こ
と
と
、

立
派
な
大
人
が
勉
強
す
る
の
を
手

伝
う
の
だ
か
ら
、
効
率
よ
く
理
解
で

き
る
分
か
り
や
す
い
ル
ー
ル
を
示

す
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
。

　
最
初
の
授
業
で
、
自
ら
日
本
語
教

師
は
１
年
生
だ
が
、
人
生
は
70
年
生

と
自
己
紹
介
し
て
温
か
い
笑
い
を

い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
に
甘
え
て
は

い
け
な
い
。

　
教
師
１
年
生
を
恥
じ
る
こ
と
な

く
、
知
っ
た
か
ぶ
り
せ
ず
、
質
問
さ

れ
て
窮
し
た
こ
と
は
そ
の
都
度
学

ん
で
回
答
す
る
な
ど
、
怠
惰
を
戒

め
、
日
々
成
長
す
る
教
師
を
目
指
し

た
い
。
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own inexperience, and decided to attend a 
formal teacher training course. After having 
visited several training institutions, I felt 
that the Sendagaya Japanese Institute was 
the most promising, and studied there for 
six months from April onwards.

My previously fragmented knowledge 
became organised, and my understanding 
grew just as a sponge absorbs water. Several 
times per week, following the instructor’s 
suggestion, I compiled summaries based 
on class notes and handouts. Having 
consolidated and recorded them according 
to my own way of thinking deepened my 
understanding, and I was able to memorise 
everything firmly. I continued working 
steadily with that feeling.

Passing the competency test merely 
meant I could at long last stand on the 
starting line to becoming a teacher of 
Japanese. My real experience of being a 
Japanese teacher lay before me, and it is 
only recently that I have had a palpable 
sense of joy at being able with a bit of 
confidence to help learners of Japanese.

In concrete terms, on a new note, I 
have been engaged in teaching the class 
for which I am responsible at a volunteer 
Japanese language school since January 
this year. For a start, I plan lessons so that 
students will be able to have fun studying, 
and my mottoes are to conduct classes with 
a smile, and, because I am helping proper 
adults to learn, to present rules that can be 
efficiently and easily understood.

At the first class, I was greeted with 
warm laughter from the students when I 
introduced myself, saying that I was only a 
first-grader as a Japanese instructor, but a 
seventieth-grader in terms of life. It would 
not be right to continue to presume upon 
their goodwill, however.

I aspire to be the kind of teacher who 
grows day by day, reproaching myself for 
any laziness, without shame at being a 
novice instructor, or pretending to know 
everything, but whenever I am hard-put to 
reply to a question, endeavouring to find out 
the solution before answering.

Moreover, as a professional teacher, 
I want to study along with the students, 
without falling into the trap of arrogantly 
thinking that I am “doing them the favour” 
of teaching them, and I want always to have 
a heart that rejoices in our mutual growth. 
It will be fortunate if I can give full play to 
the knowledge I have gained through study 
up till now, as well as to my lengthy life 
experience. I was taught all kinds of things 
at the teacher training course, but ‘Japanese 
language education is communication 
itself,’ and ‘Teaching skills ultimately are 
people skills’ are the two deeply engraved 
in my mind. With these words of wisdom 
in my breast, I hope to face the challenge of 
my work with self-awareness.

In Japan, people often mention the 
concept of a ‘second life.’ One member of 
the essay circle with which I was connected 
took up the challenge of becoming a teacher 
of Japanese language after his retirement. I 
imagine that the chronicle of his experience, 
which was by no means plain sailing, will 
be informative to many, so I have decided to 
republish it here. The individual in question 
is Mr Masaru Oka, a former bureaucrat in 
the Ministry of Agriculture, Forestry and 
Fisheries. Even now, in his seventies, he is 
full of vitality, and is ambitiously trying his 
hand at all manner of things. 

Nowadays, speaking, l is tening to, 
reading and writing the Japanese language 
is something that any ordinary Japanese 
person can do (if we disregard differences in 
eloquence). In about the last year, my three-
year-old granddaughter, too, has started to 
talk a lot. She seems instantly to memorise 
what she hears the adults around her saying, 
and some of her speech puts grownups to 
shame in its deft manipulation of the special 
honorific expressions that a child as young 
as she would not be expected to master, as 
well.

When it comes to a second language apart 
from our mother tongue, it is a different 
kettle of fish. In retrospect, how was I at 
learning English? I studied it for close to a 
decade at lower and upper secondary school, 
and at university, but though I might have 
understood the grammar and suchlike, I had 
a hard time putting my ideas into spoken 
words, and making sense of what I heard 
was even more difficult.

Still, thanks to my English having been 
honed in my job, I can hold my own in other 
countries, though I can by no means enter 
into native speakers’ circles of conversation.           

The situation is quite the opposite in 
the case of foreigners who learn Japanese, 
which constitutes their second or third 
language after their native tongue. One can 
readily imagine that studying Japanese is 
a tough challenge for them. For the past 
year and a half, I have been working hard 
towards becoming a teacher of Japanese to 
help them.

Every weekday for six months from 
the northern-hemisphere spring last year, 
I attended a Japanese instructor training 
course and studied teaching methodology. 
While there were some pleasant times, 
there were plenty of struggles, as well, 
but I managed to finish the course and 
also pass the Japanese Language Teaching 
Competency Test, which was my heart’s 
desire.

Teaching skills mean people skills
I awoke to the idea of becoming a 

Japanese teacher around the time when I 
reached retirement. In 2009, I sat for the 
Japanese Language Teaching Competency 
Test, but sadly failed. I had taught myself for 
a year, concentrating on past test questions, 
but cannot deny that I was ill-prepared.

On the other hand, I attended classes in 
Japanese pedagogy run by Meguro City 
in metropolitan Tokyo, and began my 
Japanese-teaching career in January 2010 
as a volunteer assistant at a certain Japanese 
class. When I actually took charge of a 
class, however, I was awakened anew to my 
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News Photos from JAPAN

❶ KUSHIRO
Owl chicks in Hokkaido
Three Ural owl chicks roost in a tree in the Kushiro 
area of Hokkaido, northern Japan, on July 6, 2011.

❷ TOKYO
'Patience' written on industry 
minister Kaieda's palm
Banri Kaieda (L), minister of economy, trade and 
industry, raises his left hand to speak during a 
House of Councillors Budget Committee session 
in the Diet building in Tokyo on July 21, 2011. The 
Chinese character ''nin,'' meaning patience, is 
written on his left palm.

❸ ASAHIKAWA
Lavender in Hokkaido
Tourists enjoy lavender at its best in the Furano 
area in Hokkaido, northern Japan, on July 22, 
2011.

❹ OSAKA
Star Festival illuminations in 
Osaka river
The Okawa river in Osaka, western Japan, is 
decorated by light-emitting diodes on the Star 
Festival evening on July 7, 2011.

Source : Kyodo News International
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